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フルメタル・パニック！


本気になれない二死満塁？
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　四季童子
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　妥だ協きよう無用のホステージ













　うす暗い倉そう庫この中──ライフルを手にした黒服の男が、戸口の後ろから現あらわれた。


「…………！」


　敵の銃じゆう口こうがこちらを向く。相さが良ら宗そう介すけはすばやく反応し、敵に向かって拳けん銃じゆうを撃うった。たて続けに三発。黒服の男は胸むねと頭から血しぶきをあげ、銃を放ほうり出して絶ぜつ命めいした。


　さらに、壁かべ際ぎわに並んだドラム缶のかげからも、マシンガンを手にした男が躍おどり出る。


　発はつ砲ぽう！　やはり三連射。敵は身もだえして息いき絶たえる。続いてもう一人、ライフルの男が出しゆつ現げんした。宗介は新たな敵に銃を向け──


『リロード』


　引き金を引くが、弾たまが出ない！　彼が愕がく然ぜんとした瞬しゆん間かん、敵のライフルが火を噴ふいた。


「っ……！」


『リロード』


　視界が真っ赤に染そまる。しかし、まだだ。致ち命めい傷しようではない。こうしているうちにも、敵の仲間が次々と出てくる。早く、連中を倒さなければ……！


『リロード』


　この銃ではだめだ。


　彼は役立たずの青ヽいヽ拳銃を捨すて、腰こしの後ろのホルスターから愛用の九ミリオートを引き抜いた。そして目にも止まらぬ早はや業わざで、黒い銃口を敵に向けると──


「くたばれ」


『リロ───』


　たたんっ!!　たたたたたたんっっっ!!


　まばゆい炎ほのおと乾かわいた銃声。画面の中の黒服たちを、鉛なまりの弾だん丸がんが貫つらぬいた。


　ゲームセンターの客たちは、レバーを動かす手を休め、ただ呆ぼう然ぜんと店の一角を眺ながめた。


　穴だらけになって火花を散らすスクリーンと、拳銃を手にして立ちつくす、詰つめ襟えり姿すがたの高校生。その背はい後ごで、うんざりしたように頭を抱かかえる同じ高校の女の子……。


　ガン・シューティングのゲーム筐きよう体たいそのものは生きているらしく、スピーカーの声は繰くり返す。


『リロード……リロード……リロード……』


　宗介はおもむろに拳銃をしまい、後ろでゲームを観かん戦せんしていた少女──千ち鳥どりかなめに向き直った。


「……よく出で来きたシミュレーターだ。つい実戦を思い出し、本気になってしまった」


　かなめは深～いため息をついて、


「そうよね……。面おも白しろがってあんたにやらせた、あたしがバカだったのよね……」


　そこでスピーカーが、渋しぶい声で宣せん言げんした。


『ゲーム・オーバー』





　事じ務む室しつで店長にこってりと絞しぼられ、学校や住所を書かされて、ついでに模も範はん的てきなゲーマーのなんたるかを説とかれた挙あげ句に、なぜか景けい品ひんのキーホルダーを渡され、宗介とかなめは解放された。


「二度と来られないわよ、もう……」


　事務室の外に出てから、かなめが言った。


「ここのＵＦＯキャッチャー、取りやすいことで有名だったのに……」


　彼女はハイティーンの女子にしては背が高い方で、ファッション誌のモデルでも通用しそうな容よう貌ぼうだった。だが説せつ教きようを聞くのに疲つかれきったせいか、いまは新しん聞ぶんの折り込み広告のモデルがせいぜい、といったところだ。


　店内の人ごみをかきわけて歩き出すと、腰まで届とどく黒くろ髪かみが左右に揺れる。


　宗介は黙だまりこくったまま、かなめの後に続いた。


　彼の方は、むっつり顔にへの字口、ざんばらの髪に鋭するどい視線、といった風ふう貌ぼうで、全身から無む言ごんの緊きん張ちよう感かんを漂ただよわせている。


「ちゃんと説明したじゃない！　画面の外にテッポーを向けて、引き金を引けばリロードだ、って！」


　店内のゲームの音楽と効こう果か音おんに負けないように、彼女は声を張り上げた。


「だが、危険ではないか。銃口マズルをよそに向けて引き金トリガーを絞るなど。弾たまが残っていて、暴ぼう発はつしたらどうする」


「するわけないでしょ!?　あれはただのビーム銃よ！」


　宗介の瞳ひとみがきらりと光った。


「ビーム銃。『ジェーン年ねん鑑かん』で読んだことがあるぞ。地上からスパイ衛えい星せいを破は壊かいすることが可能な、自由電でん子しレーザー兵器だ。かつて八〇年代、レーガン大統領がスーパー・トルーパー計画と並へい行こうして──」


「うるさいっ！」


　つい最近まで海外──しかも、ひどく物ぶつ騒そうな紛ふん争そう地帯──で育ってきた宗介に、一いつ般ぱん常じよう識しきを説明する無む謀ぼうさを思い出し、かなめは問もん答どうを打ち切った。


「ホントに……。あんたなんかと、もう絶っ対、ゲーセンなんか来ないから！」


「ふむ……」


『故こ障しよう中』の張り紙が貼はられたガン・シューティングの筐きよう体たいの前を通り過ぎ、二人はゲームセンターの外に出た。


　そこで──


「おう、待たんかコラ？」


　四、五人ほどの若者が、宗介とかなめを取り囲かこんだ。同じ陣じん代だい高校の生徒で、見み覚おぼえのある顔ぶれだ。


「あ。あんたたちは、いつぞやあたしを押し倒そうとした痴ち漢かん変へん態たいヤンキー軍団！」


　かなめが指をさして叫さけんだ。


「だれが痴漢変態ヤンキーじゃっ!?」


「……じゃあ、性せい犯はん罪ざいチーマー連合」


「それもやめろ……！」


「だったら、下か半はん身しん不良グループ」


「なんなんだよ、そりゃ……」


　リーダー格らしきスキンヘッドの男が、一歩前に進み出た。


「な、なによ、やる気？」


　かなめは鞄かばんを掲かかげて身み構がまえた。だが、スキンヘッド男は予想に反し、


「るっせえな。……用があんのは、おめぇじゃねえ、そいつだよ」


「俺おれか」


　敵てき意いのこもった視線を、宗介は平然と受け止めた。


「相良だったか？　顔かせや、なあ」


　男はゲームセンターのはす向かい、マクドナルドと古ふる本ほん屋やに挟はさまれた路ろ地じを、あごでしゃくって見せた。


「ついて来い、という意味か？」


「決まってっだろーが、タコ。来な」


　男たちは宗介を伴ともない、路地へと歩き出した。取り残されたかなめは不安そうに、


「ソースケ……！」


「俺のことなら心配するな」


　宗介は一度だけ振り返って言うと、男たちと一いつ緒しよに路地裏うらへと消えていった。


「そうじゃないのよ、ソースケ……」


　彼女が心配していたのは、相手の連中のことだった。





　路地のアスファルトの上には、うす汚よごれた水たまりが点々とあって、建たて物ものの隙すき間まからわずかにのぞく、夕焼け空を映うつし出していた。


　宗介と向かいあった若者たちの一人が、さっそく切り出す。


「てめえよ……相良っていったか？　転校してきてから、ずいぶんイキがってるらしいじゃねーか、コラ」


「イキガッテルとは、どういう意味だ」


「気にくわねーって言ってるんだよ、コラ」


「そうか。では今後、お互たがいなるべく顔を合わせないことにしよう」


　用件はそれだけだと判断して、宗介はさっさとその場を去ろうとした。


「待てよ、コラ！」


　一人が宗介を引き止めようと、彼の肩に手をのばした。


「む……」


　宗介は反射的にその手をつかみ返し、関かん節せつをねじ曲げるやいなや、相手の身から体だを水たまりの上に放ほうり倒してしまった。


「おうっ……！」


「っにコイツ？　コラぁ!?」


「……やるわけ？　るわけ？」


　たちまち男たちは臨りん戦せん体勢に入る。


「さっきから思っていたのだが……。つまり、君たちは俺にどうして欲しいんだ？」


「ぶっタタかせろ、コラ」


「カネ出せ、コラ」


　次々に答えが返ってくる。叩たたかせろ。金を出せ。やたらと出てくる『コラ』の意味は判然としないが、おそらく彼らは強ごう盗とうなのだ。


「なるほど。よくわかった」


　彼はうなずくと、ついさっきゲーム機を壊こわした九ミリ拳けん銃じゆうを、無む造ぞう作さに引き抜いた。





　たんたんたたたんっ！


　路ろ地じ裏うらの方から銃じゆう声せいがした。


「ああ、やっぱり……」


　ゲーセンの前で待っていたかなめが、救急車を呼ぼうか、それとも知らんぷりして帰ろうか……などと迷まよっていると、


「待たせたな」


　宗介が路地裏から一人で現あらわれた。まるで用でも足たしてきたような気軽さだった。


「あんた、まさか、皆みな殺ごろしに……」


「いや。足あし下もとに数発撃うち込んでやっただけだ。すんなりと通してくれたぞ」


　宗介の過か激げきさに慣なれっこの彼女は、あっさりと納なつ得とくして、


「あ、そ。じゃあ帰ろ」


　二人は商しよう店てん街がいの通りを、駅えきに向かって歩き出した。


「でもさぁ……なんかアレじゃない？」


　すこしたってから、かなめが口を開く。


「なんの話だ」


「鉄てつ砲ぽうなんか使って。相手は丸まる腰ごしでしょ？」


「そうだな。連中はナイフ類や警けい棒ぼうしか装そう備びしていなかった。火か力りよくにおいて俺が勝まさっているなどとは、予想していなかったようだ」


「だから、そーじゃなくて……」


　彼はかまわず続けた。


「もしあの程度の装備で俺を倒すつもりならば、一〇倍の人数、およそ五〇人が必要になるだろう」


「……ふーん。すごい自信ね」


「いや。ただ単に、いま持っている予よ備びの弾たまが五〇発だからだ」


　彼は事もなげに答えた。


「…………」


　戸口の後ろやドラム缶のかげから、鉄クギバットを持って現れては、次々に射しや殺さつされていくヤンキー連中の姿すがた（ポリゴン）を、かなめは漠ばく然ぜんと想像した。


「どうした、千鳥」


「あー。……別にいいんだけどね」


　駅の改かい札さつ口ぐちの前で、彼女は定てい期き入れを取り出した。





　その晩、市内の小さな公園で──


「で……あっさり帰しちまったわけ？」


　スクーターにまたがった人影が、ベンチに座すわる五人の若者に言った。


「ええ……まあ……」


「なっさけないね。サイテーじゃん」


　馬ば鹿かにしきった様よう子すで言うと、マルボロを取り出し、一〇〇円ライターで火を点つける。


　小さな炎ほのおに照てらされて、その人物の姿が暗がりに浮かび上がった。


　女だった。しかも、かなりの背せ丈たけだ。ゆうに一八〇センチは越こしている。Ｇパンと革ジャン、肩の線でそろえたソバージュの黒くろ髪かみ。顔だちは美人の部類に入るが、大おお味あじできつい印いん象しようだった。


「でもテッポーなんて持ってるんスよ？」


　取り巻きの一人、アフロヘアーの細ほそ身みな若者が言った。


「それがどーしたってのよ」


「阿あ久く津つさん。テッポーをナメてはいけないっす。かつて天てん正しよう三年、長なが篠しのの合かつ戦せんにおいて、武たけ田だの騎き馬ば軍団を撃げき破はしたのは、まさしく信のぶ長ながの鉄砲隊だったんスよ？」


「なんだよ、そりゃ……」


　アフロ男はかまわず解かい説せつを続けた。


「武田の騎馬軍団は戦せん国ごく最強だったっス。それが三〇〇〇丁ちようの種たね子が島しまによって、ことごとく設せだ楽ら原はらの野に──って、阿久津さん、なにしてるんスか？」


　女は立ち上がると、自分が腰かけていたスクーターのグリップをつかんで、無む造ぞう作さに空中に持ち上げた。そのままスクーターを横ざまに振り回して、若者の横よこっ面つらを後こう輪りんで殴なぐり倒す。


「……ぶっ！」


　殴られた男の身から体だは、空中を二回、三回……四回ほどきりもみして、公園のくずかごに頭から突っ込んだ。


「コ難むずかしい理り屈くつばっかコネてんじゃないよ。ったく……」


「理屈じゃないっス。ウンチクっス……」


　空からのコンビニ弁べん当とうに顔をうずめ、アフロ男は涙なみだ声ごえでつぶやいた。それを見ていたほかの連中は、隣となり同士でひそひそと、


（あそこまでやるか？　フツー？）


（だってほら、阿久津さん、日本史の単位でダブったから……）


（うっそ、マジ？　オレ家か庭てい科かだって聞いてたよ……？）


　女はスクーターを乱暴に置いて、


「なんだい、言いたいことあんのかい!?」


『いえ、なんにもないっス』


　四人はそろって首を横に振った。


「……ふん。だいたいね、その相良とかいう奴やつがなにげに強くて、テッポー持ってんなら、それなりに頭を絞しぼれよ。え？」


「頭を絞れって……どんな？」


　スキンヘッドのヤンキー男がたずねた。


「盾たてだよ、盾。女スケがいるんだろ、そいつ」


「いや、女かどうかは……」


「ダチなんだったら、どーでもいいよ。そいつを人ひと質じちにするわけさ。そうすりゃ武器だって使えないだろ」


「ははぁ……なるほど」


　取り巻き連中は手を打った。


「それと、人数集めな。久しぶりに他校の連中にも召しよう集しゆうかけるよ」


「……どれっくらいっスか？」


「そおだねえ……。ちょっと多めにイってみる？　五〇人くらい」


　男たちは顔色を変えた。彼女の名前を出せば、それだけの人数を集めるのも造ぞう作さはないことを知っていたからだった。


「忘れずに伝えるんだよ。このあたしが……阿久津万ま里りが、すっげー退たい屈くつしてるってな」


　彼女──阿久津万里はキーを回し、スクーターのエンジンをかけた。


「じゃ、あたしは行くよ」


「え、もうっスか？」


「うちの弟に買い物頼たのまれてるんだよ。コンビニで墨ぼく汁じゆうって売ってたっけ？」


　男たちは顔を見合わせ、


「さあ……？」





　ぴーんぽーんぱーんぽーん……。


　昼休みの校こう舎しや内に、校内放送のチャイムが響ひびいた。


『あー、テストテスト。千鳥かなめ副会長は至し急きゆう、生徒会室に出しゆつ頭とうのこと。これは会長命令である。以上』


　卓たく上じようマイクのスイッチを切ると、林はやし水みず敦あつ信のぶは読みかけの文庫本に目を落とした。


　ここは陣代高校の南校こう舎しや・四階に位置する生徒会室である。そして彼──林水敦信こそが、この部へ屋やを支配する（つまり火ひ元もと責任者の）生徒会長だった。


　髪かみはオールバックで、面おも長ながの顔だち。真しん鍮ちゆうフレームの眼め鏡がねの奥で、細い両りよう眼がんが知的な光を放はなつ。高校生とは思えない、静かな威い厳げんの持ち主ぬしだった。


　校内放送からおよそ二分後、部屋の扉とびらをだれかがノックした。


「入りたまえ」


　生徒会室に入ってきたのは、かなめではなく宗介だった。


「相良くんか。どうした？」


「千鳥は朝から欠席です。会長閣かつ下か」


　宗介が彼に対して馬ば鹿か丁てい寧ねいなのは、以前にかなめから『生徒会長は一番エラい人なのよ』と教えられたせいだった。


「それはご苦労だったな。まあ座すわりたまえ。ちょうど君に関する用件だったのだ」


「はっ」


　宗介は従したがい、林水の向かいに腰かけた。


「泉せん川がわ駅近くのゲームセンターから、校長経けい由ゆで苦情が届とどいてね。君と千鳥くんが、店のゲーム機を破は損そんしたそうだな」


「はい」


「校長は君に反はん省せい文ぶん二〇枚の執しつ筆ぴつを要求している。そうすれば学校側で弁べん償しよう金きんを立て替かえておくそうだが、どうするかね？」


「お断ことわりします」


「理由を聞かせてもらおう」


「反省の必要がないからです。暴ぼう発はつの危険がある銃じゆう器きを使うより、自分の使い慣なれた銃を使うのは当然のことです。もし自分が今後、あの時と同じ状じよう況きように置かれたとしたら、やはり同じ選せん択たくをするでしょう」


　宗介はきびきびと答えた。本気で言っているあたり、彼の病びよう根こんも相当深い。


「ふむ。よくも言えたものだ」


　林水の瞳ひとみが、眼鏡の奥できらりと光った。


　生徒会室の片かた隅すみで、二人のやりとりに耳を傾かたむけていた生徒会スタッフ数名は、これから宗介がきびしい処しよ分ぶんを受けるものだと確信し、固かた唾ずを飲んだ。


「けっこう。弁償金は生徒会が立て替えよう」


「どうも」


　室内の生徒一同が『がたーん！』と倒れて、スチール机づくえをひっくり返した。


「はあっ……はあっ……」


「どうしたのかね？　諸しよ君くん」


「い、いえ……。そういうのって、アリですか？」


　壁かべにすがるようにして身を起こしながら、会計係がかりの男子が言った。


「心配ない。金は『Ｃ会計』から出す」


　Ｃ会計。それは陣代高校生徒会に代々伝わる、教師には秘密の隠かくし予算だった。もともとは大した額ではなかったのだが、林水が一年のころに会計補ほ佐さに就しゆう任にんすると、たちまち一〇倍に脹ふくれ上がった。どんな資産運用をしたのかは、いまだに謎なぞである。


「そうではなく、公こう私し混こん同どうのよーな……」


「甘あまいな、岡田くん」


　会計係を哀あわれむように、林水は言った。


「私は全生徒の利り益えき代表者だ。校長から『反省文か、弁償か』という脅おどしが来た以上、それに応じるわけにはいかない。いちど教師側にイニシアチブを渡せば、悪あしき先例を作ることになる」


「いいじゃないスか、反省文くらい」


「いかん。文書として残るのが特にいかん。五〇年後の生徒会に禍か根こんを残しかねないぞ」


「はあ……」


　この会長にヘリクツでは絶対に勝てないことを思い出し、生徒たちはそれ以上突っ込むのをやめた。


　そこで、廊ろう下か側の扉とびらが勢いきおいよく開く。


「おう、相良はいるかぁ!?」


　横おう柄へいに言いながら生徒会室に入ってきたのは、ピアスだらけの顔の男子生徒だった。きのう宗介に絡からんできた連中の一人だ。


「何の用だ」


　宗介は悠ゆう然ぜんと向き直った。相手の顔の装そう飾しよく品ひんを不ふ思し議ぎに思ったが、おそらく宗しゆう教きよう的てきな意味があるのだろう、と勝かつ手てに納なつ得とくした。


「きのうは世せ話わンなったな。ッイブンとナメたマネしてくれんじゃんよぉ。ンでよぉ、その礼れい？　みてえなのがしてんだよ……あ？」


　思いきり顔を反そらせて、メンチを切りまくる。その意味がわからない宗介は、相手が自じ律りつ神しん経けいに障害を抱かかえているのだと解かい釈しやくした。


「そうか。君も大変だな」


「あぁん？」


「俺の知人にも、君に似にた傷しよう病びよう兵へいがいる。勇ゆう敢かんな男だったが、頭を負ふ傷しようしてな。後こう遺い症しようで、顔がん面めんの麻ま痺ひが治なおらないんだ」


「……ニ言ってんだ、っめえわ!?　あぁ？」


「まあ、待ちたまえ」


　見かねた林水が口を挟はさんだ。


「相良くん。彼は君に敵てき意いを持っているそうだ。昨さく日じつ、君から受けた仕打ちとやらを恨うらんでおり、その報ほう復ふくをしたいと言っている」


「そうでしたか。では彼にこう伝えてください。『私の装そう備び・技能は、諸しよ君くんらのそれを圧あつ倒とう的てきに凌りよう駕がしている。報復など無意味だ』」


　林水はうなずき、ピアス男に告げた。


「君、相良くんはこう言っている。『このヘタレが。ワシをいわすなんざ一〇億万年早いんじゃ、コラ』」


　抑よく揚ようもなく、ただ淡たん々たんとヤンキー語を操あやつる林水の姿すがたに、宗介は深い感かん銘めいを受けた。
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「見み事ごとな語学力です、会長閣かつ下か」


「なに、書しよ物もつで少々かじっただけだ。これは西せい部ぶ方ほう言げんの亜あ流りゆうなので、通じるかどうか不安だが……」


「……ちょっ、待たんか、コラぁ!?」


　未み開かい地ちの原げん住じゆう民みん扱あつかいされたピアス男は、部へ屋やの事じ務む机づくえを乱暴に叩たたく。宗介は目にも止まらぬすばやさで腰から拳けん銃じゆうを引き抜き、男の額ひたいにぴたりと狙ねらいを定さだめた。


「この部屋での狼ろう藉ぜきは控ひかえろ」


　男はその場に凍こおりついた。


「……ま、待てよ。そーはいかねんだよ、きょうはよ。これを聞きな」


　なんとか気を取り直して、おずおずと携けい帯たい電話を取り出す。どこかの番号を呼び出すと、相手と二、三会話してから、宗介に手渡した。


「もしもし」


『あんたが相良って奴やつかい？』


　聞いたことのない女の声だった。


「そうだ。おまえは？」


『後で教えてやるよ。話があるから、放ほう課か後ごに顔貸かしな』


「断ことわる」


　宗介ははっきりと告げた。


『はん、ビビってんのかい？』


「いや。美術の課題の彫ちよう刻こくを、居い残のこりで仕上げねばならないのだ」


『ああ、そう……。でもねぇ、これを聞いても来ないのかい？』


　やや間まを置いて、よく知った声が宗介の耳に届とどいた。


『ソースケ……。あたしよ』


「千鳥か。なぜ君がいる」


『けさ、駅前でこの人たちに捕つかまったの。きょうの体育、ソフトだから出たかったのに……』


「怪け我がはないか？　どこにいる？」


『ケガとかはないけど……あ』


　ふたたび最初の声に替わる。


『これでわかったろ？　来ないと、このキレーな姉ねえちゃんがどうなるか保証できないよ』


「なんだと？」


『あたしは女には興きよう味みないけどね。いろいろヤリたがってる連中が、周まわりに山ほどいるからねぇ……』


　電話の向こう側で、大おお勢ぜいの笑い声が響ひびいた。


『午後五時に泉せん川がわ町の〈大川精せい機き〉まで一人で来な。聖せい城じよう通り沿ぞいの廃はい工こう場じようだよ』


　電話は切れた。


「どーだ、ちっとはコタえたかよ、あ？」


　メッセンジャーの男は愉ゆ快かいそうに言った。


「……人ひと質じち、というわけだな」


「そーいうことだよ。てめえがいくらハジキなんて持っててもな、これなら──」


　男が得とく意いげにしゃべるのを無視し、宗介は林水に向かって、


「会長閣かつ下か？」


「うむ」


　林水は心こころ得えたもので、生徒会室にいるスタッフ全員に向かって告げた。


「諸しよ君くん。少々、席を外はずしていただけるかな？　三人で話がしたいのだ」


　生徒たちは不安げに顔を見合わせたが、けっきょく林水の言葉に従したがい、ぞろぞろと部屋を出ていった。最後の一人が出ると、宗介が扉とびらを後ろ手に閉め、レバー式の鍵かぎを『がちゃっ！』と下おろす。


「……ナニしてんだ、コラ？」


　不ふ審しん顔のヤンキー生徒。林水は心から沈ちん痛つうそうに、


「気の毒どくにな。我わが校の副会長を人質に取るなどとは、愚おろかなことをしたものだ」


「てめ、ナニ言ってんだぁ？　お、おい……」


　宗介が男に向かって一歩、また一歩とにじり寄る。ポケットからピアノ線と手て錠じようを取り出した彼を見て、ヤンキー生徒は恐きよう怖ふもあらわに後あとずさった。


「な、なンのつもりだ、コラ？　おめ、ちょっ……おい！」


「では、貴き様さまの黒くろ幕まくを吐はいてもらおう」


　宗介はコンバット・ナイフを抜きはなった。





　夕ゆう刻こく。ほこりの漂ただよう廃工場。


「どうした、不安かい？」


　かなめに向かって、阿久津万里がたずねた。


　かなめは身から体だをビニール紐ひもでぐるぐる巻きにされ、大きな木き箱ばこの上に座すわらされている。


「いや、それよりも……」


　彼女のおでこには『人質・手出し厳げん禁きん』と書かれた張り紙が、キョンシーのお札ふだみたいに貼はってあった。


「これ、なんとかなんないの？」


「そーしないと困こまるだろ、あんたも」


　万里はそう言って、彼女のポケットからあふれんばかりの紙切れの束たばを、あごで指さす。それはこの場に集つどったヤンキー連中が、無理矢理かなめに押し付けた、各自の電話番号のメモだった。


「うーむ。……確かにプリクラで一いつ緒しよに写うつっても、自じ慢まんできない友達ばかりよね。しかし、まあ……」


　だだっぴろい廃工場にひしめく若者たちを見渡し、かなめはつぶやいた。


「みんな相当なヒマ人なのね」


　この場に集った連中は、総そう勢ぜい五〇人あまり。スクーターやら改造バイクやらにまたがる者、鉄パイプやら釘くぎバットやらを手にした者、日に本ほん刀とうを手にした者までいる。


「これ全部、あなたが束たばねてるわけ？」


「まあね」


　万里はそっけなく答えた。


「言っとくけど、相良が来なかったらマジであんたを連中の好きにさせるよ。わざわざ呼びつけたんだから、それなりに楽しませてやらなきゃならんし」


「うう、やだなぁ……」


　それから二〇分。午後五時をすこしばかり回ったところで、外にいた一人が叫さけんだ。


「阿久津さん、来たっスよ」


「おう」


　夕日の射さし込む、高さ三メートルほどの大きな戸口を抜けて、相良宗介が入ってきた。


「へえ……なかなかいい男じゃん」


　万里は口くち笛ぶえを吹いた。


　五〇人のヤンキー連中は、遠まきに宗介を取り囲かこみ、力いっぱいガンをたれて、そろって口を半開きにした。少年マガジンの世界ならば、間ま違ちがいなく彼らの頭ず上じようには『!?』の写しや植しよくが打ってあることだろう。


　並なみの人物なら萎い縮しゆくするか爆ばく笑しようするかの空間を、宗介は悠ゆう々ゆうと進んでいく。彼は赤あか錆さびたコンテナに寄りかかった万里の、一〇歩手前で立ち止まり、


「来たぞ。千鳥を放はなせ」


　静かだが、よく通る声で告げた。


「その前に、武器を捨すてな。てめー、いろいろ物ぶつ騒そうなモン持ってるらしいじゃん」


　万里はかなめの身から体だを引き寄せると、彼女の細いあごを猛もう烈れつな力でつかみ上げた。


「ひ、ひたた……」


　さらに万里は、木もく工こう用のノコギリをかなめの頰ほほにあてて、


「カッターだと、すぐ治なおっちまうんだけどね。これで傷つけると、一生跡あとが残るわけ。それでもいい？」


「ふわぁー！　やめれぇ！」


　宗介は腰の自動拳けん銃じゆうを抜いて、ほこりだらけの床ゆかに放ほうり投げた。


「それだけかい？　全部だよ、全部」


「全部か。しばし待て」


　学生服のボタンを外はずして、彼はその他の装そう備びを外しはじめた。


　するとまあ、出てくる出てくる。


　九ミリオートの予よ備びマガジンが四つ、三八口こう径けいのリボルバーが一挺ちよう、コンバット・ナイフとグルカ・ナイフ、投げナイフが二つ、手しゆ榴りゆう弾だんが二つ、スタン・グレネードが二つ、高性能爆ぼく薬やくと起き爆ばく信しん管かん、スタンガンに催さい涙るいガス、小型注ちゆう射しや器きに各種薬やく物ぶつ。他にも、使い方のよくわからない物騒な代しろ物ものがごっそりと……。


　啞あ然ぜんとして見守る一同の前で、彼は上うわ着ぎを脱ぬぎ、逆さかさまに振って見せた。


「要求には従したがったぞ。千鳥を放せ」


「おやぁ？　あたし、そんなこと言ったっけ。なあ？」


　芝しば居いがかった調子で万里が叫さけぶと、男たちはゲラゲラと笑った。


「そんな……。ズルいわよ！」


　かなめが抗こう議ぎする。万里は彼女の髪かみを鷲わしづかみにして、


「その通り。あたしはズルい奴やつさ。で、腕うでっぷしも強いし、頭も切れる。ついでに人数も集められるし、向かうところ敵なし、ってわけ。文もん句くある？」


　手下のヤンキー連中は、そんな万里に心しん酔すいした様よう子すで、『イカすぅ！』だの『超ちよう燃えっス！』だのと、口々に奇声をあげた。


「……さてと。じゃあ、そこのバカを可か愛わいがってやんな」


　総そう勢ぜい五〇名のヤンキー集団は宗介を取り囲かこみ、各おの々おののエモノを構かまえると、じりじりと歩み寄った。


「ソースケ、逃げて！」


　戦場育ちの宗介とはいえ、さすがに超人ではない。四、五人程度なら難なんなく倒せるだろうが、五〇人ともなると話が違う。たちまち全身の骨を叩たたき折られて、病院送りになるのは確実だった。武器も逃げ場もまったくない。まさに絶ぜつ体たい絶ぜつ命めい……！


　ところが宗介は少しも動どう揺ようせずに、右腕を振り上げ、天てん井じようを指さした。


「全員、頭ず上じようを見ろ」


『ああん？』


　一同は天井を見上げた。


　彼らの八メートルほど頭上、廃はい工こう場じようの屋根を支ささえる鉄てつ骨こつに、小こ柄がらな少年が吊つり下げられていた。年は一〇歳さいくらいだろうか。意識を失うしなっているらしく、ぴくりとも動かない。


「なんだ、あのガキ？」


　男たちは怪け訝げんそうに顔を歪ゆがめた。だが一人だけ、少年を見て愕がく然ぜんとした者がいた。


　だれあろう、阿久津万里である。


「よ、ヨシキ……！」


「そうだ、阿久津万里。おまえの弟だ。つい先ほど、俺がひそかに吊るしておいた」


　なんと、宗介は現れる前からこの場にいたのだ。だれにも気付かれず、天井に貼はりつき、頭上でこっそり作業をしていたとは……！


「おまえは両親との折り合いは悪いが、あの弟にだけは心を許ゆるしているそうだな。彼がどうなってもいいのか？」


「な、なにを……」


「隠かくしても無む駄だだ。調べはついている。薬やく物ぶつで眠らせ、小学校から拉ら致ちしたのが九〇分前。そろそろ目め覚ざめるころだ」


　あたかもその言葉に反応したかのように、少年は目を開け、自分が置かれた状じよう況きように気付くと、甲かん高だかい悲ひ鳴めいをあげた。


「ひっ!?　あっ、ね、姉ねえちゃん……!?」


　身から体だをよじり、ぶらぶらと揺ゆれる。危あぶなっかしいことこの上ない。万里は青ざめ、


「ヨシキっ！　ちょっ、暴あばれちゃダメだよ、暴れるなっ！」


「案ずることはない。普通に暴れただけでは、あの縄なわはまず切れない。そう、普ヽ通ヽにヽ暴ヽれヽたヽだヽけヽではな……」


　彼はズボンのポケットから、小さなリモコン装そう置ちを出し、スイッチの一つを押した。


　ぱんっ！


　少年を吊るした鉄骨の近くで、盛せい大だいな火花が散った。数本の縄のうち一本が焼き切られ、小さな身体が五〇センチほど降こう下かした。


「うわぁあぁ～～～～っ!!」


　廃工場に轟とどろく少年の絶ぜつ叫きよう。


「このリモコンに反応する五つの信しん管かんのうち一つは、あの少年の衣服に仕込んである。破は裂れつすれば大おお怪け我がだ。だが、それがどのスイッチかは俺にもわからん。運が良かったな」


　こんな主人公、見たことない。


　あまりのド汚ぎたなさに、その場の五〇人は戦せん慄りつ、あるいは絶ぜつ句くした。


　万里は半分涙なみだ目めになって、


「やめろ、てめえ！　ヨシキを降おろしな！　さもねえと……」


「さもないと、どうする気だ？」


　宗介はふたたびスイッチを押した。またしても小さな爆発。少年の身体が、さらに五〇センチ落下する。


「こわいよ、姉ちゃん！　助けて！」


「ヨシキ───っ！」


「あの高さから落ちれば、ただでは済すまんだろうな。ちなみにスイッチはあと三つだ」


　恐きよう怖ふの悲鳴などどこ吹く風、とでもいった様よう子すで、宗介は告げた。


「てめえ……！　この女がどうなってもいいってのかい!?」


　かなめの首くび筋すじにノコギリを押しあてる。


「殺すか。それもやむなし、だ」


「ちょっ……ソースケ！」


「千鳥。すまんが、あの少年と運命を共にしてくれ。君も副会長ならわかるだろう。再発を防ぐためにも、テロリストには譲じよう歩ほしない。これは国際常じよう識しきなんだ」


「ナニよ、それ!?」


「心配するな。遺い族ぞくへの手紙は俺が書く」


「書くな、おい！」


　宗介はそれを無視して、


「さて、阿久津万里よ。あの少年を助けたければ、千鳥を放はなして部下を解散させろ。二人とも助けるか、二人とも殺すかだ」


「ぐっ……くくっ……」


　一同が固かた唾ずを飲んで見守る中で、万里は弟と手下たちとを交こう互ごに見た。私し情じようを挟はさめば、この場にいる連中の尊そん敬けいを失うのは明らかだ。だがしかし、だからと言って……。


　宗介は彼女の苦く悩のうを見み透すかしたように、


「だれにでも大たい切せつなものはある」


　一同によく聞こえる声で言った。


「例たとえばおまえ。……そう、そこのおまえだ」


　鉄パイプを握にぎった、大おお柄がらな男を指さす。


「おまえの名前は高たか山やま清きよ司し。硝がら子す山やま高校二年。西山中学に通かよう、一四歳の妹を可か愛わいがっている。その妹は普ふ段だん、夕方六時ごろに弁べん天てん通りを通って帰宅する。人通りが少ない道だ。どこかの悪党に狙ねらわれないか、心配だな」


「な、な……！」


　初対面の相手にそこまで言われて、男は真っ青になった。


「それから……おまえだ、伊だ達て悠ゆう太た」


　彼はパンチパーマの男に告げた。


「ボタンインコを飼かっているそうだな。一一歳の時に、親に懇こん願がんして買ってもらった。名前は『ポンちゃん』だ。聞いた話では、ボタンインコはすぐに死ぬらしい。窓の隙すき間まから部へ屋やに殺さつ虫ちゆう剤ざいを流し込まれただけで、もだえ苦しみ痙けい攣れんした挙あげ句に──」


「や、やめろ……！　やめてくれ！」


「おびえることはない。俺はおまえのインコの話をしただけだ。ほかには……」


　宗介は自分を取り囲かこむ五〇人の顔を、ぐるりと見渡した。男たちは冷ひや汗あせを浮かべ、彼の視線を避さけようと顔を伏ふせた。


　それでも彼は容よう赦しやなく、


「……おまえは五い十が嵐らし功こう一いち。汗水たらして、やっと購こう入にゆうしたバイクがある。……そこのおまえは遠えん藤どう敬たか志し。元女優の母親に女手一つで育てられた。そこの菅すが谷や茂しげるは最近、一つ年下の恋人が出で来きた。その隣となりの五ご代だい政まさ義よしもそうだ。さらにそこ、中なか島じま慎しん太た郎ろうの姉は──」





　五分後──


　五〇人のヤンキーは意い気き消しよう沈ちんして、ぞろぞろと廃はい工こう場じようを去っていった。


「……これで気が済すんだろ。さあ、弟を降おろしな」


　一人残った阿久津万里は、憔しよう悴すいしきった様よう子すで言った。


「千鳥が先だ」


　宗介は自分のナイフで、かなめを縛しばっていたビニール紐ひもを切せつ断だんした。


「サンキュ。でも、なんというのか……」


　かなめの物言いたげな様子を見て、宗介はうなずいた。


「君の言いたいことはよくわかる。回りくどい手は使わずに、奇き襲しゆうをかけて全員射しや殺さつすべきだったと……」


「違うわよ。なんの罪つみもない男の子をあんな目に遭あわせて、ヒドいんじゃない？　そりゃ、あたしは助かったけど……」


「ふむ。その件か……」


　宗介は例のリモコンスイッチの一つを押した。すると鉄てつ骨こつの上で電動ウィンチの作さ動どうする音がして、少年の身から体だがするすると降りてきた。


「え……？」


　少年は静かに床ゆかに足を下ろすと、宗介の手を借かりて、身体に巻きついた麻あさ縄なわ、そして目立たないよう巧こう妙みように着つけてあった頑がん丈じようなザイルを解いた。


「サガラさん。これでいいんだね？」


「そうだ。ご苦労だった」


「どうだった？　オレの演えん技ぎは」


「対テロ訓くん練れんの人ひと質じち役でも、ああはいかない。なかなかのものだった」


「えへへ。でも、やっぱ怖こわかったなぁ。ちゃんと約やく束そく、守ってよね」


「『光る超ちよう電でん磁じヨーヨー』だったな。買っておこう」


　かなめと万里は、そのやりとりをぽかん、と眺ながめていた。


「……てめえ、相良！　ペテンかよ、え!?」


　万里は宗介に食ってかかり、その胸むな倉ぐらをむんずとつかむ。


「そんなところだ。俺の発案した作戦に、会長閣かつ下かが助じよ言げんしてくれてな。手下どもの情報も、彼の提てい供きようだ」


「会長？　林水のヤローかい!?」


　宗介は万里の手を解ほどき、


「おまえに『よろしく』と言っていたぞ」


「ちくしょう。あのキザ野や郎ろう……！」


「阿久津万里。……俺は安全には気を配くばったが、おまえの弟もそれなりの危険を冒おかしたのだ。彼になにか言うことはないのか？」


「なんだとぉ!?　このクソガキはなぁ……！」


　万里は弟をきっとにらんだ。だが少年は彼女の剣けん幕まくをものともせず、


「ねーちゃんこそバカじゃんか。人質なんかとって、大人数で脅おどかしてさ。いつもオレに『強くなれ』だとか言ってるクセに。オレ、情なさけないよ」


「た、退たい屈くつしのぎにからかってただけだよ！　ったく、このガキ、いい加か減げんにしろよ!?　あたしはテメエのせいで、大おお恥はじかいたんだかンね!?」


「自分で招まねいたことじゃん」


「うっ……」


　口こう論ろんではとうてい勝てないと見て、万里はその場で唾つばを飲み込んだ。


「……相良。この落とし前は、キッチリ付けてやるからね。覚かく悟ごしてなよ」


「いいだろう。ただし、おまえも覚悟しろ」


　宗介は、自分より背の高い相手の顔をのぞき込み、


「実力以上の敵を倒すには、なにかしら犠ぎ牲せいを伴ともなうものだ。おまえが俺を過か小しよう評ひよう価かしてなければいいがな……」


　妙みような迫はく力りよくのある口ぶりに、万里は思わず息を呑のんだ。その宗介を、かなめが後ろから小こ突づいて、


「ほらほら、そこ。あんたねー、仲直りするとか、そういう発想はないの？」


「仲直りもなにも、この女とは初対面だ」


「理り屈くつをコネない。……まーいいわ。もう帰ろ。お礼れいに夕ゆう御ご飯はん、オゴったげるから」


　かなめは宗介の手を引き、すたすたと歩きはじめた。


「じゃあね、万里ちゃん。ヨシキくんも、元気でね」


「さらばだ、阿久津万里。ヨシキも健けん康こう管かん理りに細さい心しんの注意を」


　かなめに半なかば引きずられ、宗介は廃はい工こう場じようから姿すがたを消した。取り残された万里は、


「なんなんだい、あいつは？」


　棒ぼう立だちになってぽかんとした。


「おもしろい人だよ。いきなり授業中に踏ふみ込んで来てさ、『人助けをする気はあるか』だって」


「小学校に？」


「うん。先生が怒おこったら、ピストル突きつけて『緊きん急きゆう事じ態たいだ』って。よっぽどあのお姉さんが心配だったんだろうね」


　宗介の言動がすべてハッタリだったことを、万里はようやく理解した。あの状じよう況きようで、あれだけ平然と『かなめを見み捨すてる』などと噓うそをついた度ど胸きようを考えると──


「まあ……たいした奴やつかもね」


　小さくつぶやく。


「え？」


「なんでもない。もうクタクタだわ。帰るよ、ヨシキ」


「うん」


　万里は弟を伴ともない、廃工場を後にした。
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『わが背せ子こを大やま和とへ遣やるとさ夜よふけて暁あかとき露つゆにわが立ちぬれし』


　万まん葉よう集しゆうの中の短歌である。


　古典のプリントのこの一文を見ただけで、相さが良ら宗そう介すけは頭を抱かかえてしまうのだった。


　むっつり顔に脂あぶら汗あせが浮かび、引き結んだへの字口が焦しよう燥そうに震ふるえる。休み時間の明るい喧けん騒そうなど、彼の耳には入っていない。


（わからん……）


『わが背子を──』。背中にいる子供のことだろうか？　つまりこの歌の作者は、負ふ傷しようした子供を背せ負おっている？


　だが、その子供を『大和へ遣る』とは？


『大和』と言ったら、太平洋戦争中の超ちよう弩ど級きゆう戦せん艦かんのことだ。つまり負傷者を戦艦に移送して……なぜ戦艦なのだ？　近くに野や戦せん病院がなかったのか？　いや、そもそもこの万葉集の時代は、第二次大戦とは無関係のはずでは？


（まったくわからん……）


　幼おさない頃ころから海外の紛ふん争そう地帯で育ち、日本の歴史などほとんど知らない宗介にとって、古典は最大の苦にが手て科目だった。


『古典IIの藤ふじ咲さき教きよう諭ゆが出した宿しゆく題だいは、こうした短歌を計一八ほど品ひん詞し分ぶん解かいし、現代語訳やくしてくることだった。


　締しめ切りは明あし日ただ。


　宿題が出てから四日間、寝る間まも惜おしんで取り組んできた彼だが、いまだに一文も訳せていない。未み提てい出しゆつや白はく紙しの場合は、次の試し験けん休みで補ほ習しゆうを受けなければならないのに。


（絶望的だ）


　頭ず脳のうの酷こく使しに疲つかれ果はて、全身にひどいだるさを感じ、机つくえに突つっ伏ぷしたところで──


「どしたの、ソースケ？」


　クラスメートの千ち鳥どりかなめが声をかけてきた。腰こしまで届とどくロングの黒くろ髪かみ、赤いリボン。ちょっと大おと人なびた顔だちの少女である。


　彼女は宗介をしげしげと眺ながめ、


「なーんか具ぐ合あい悪そうね。顔色悪いし。ヘンなモンでも拾ひろい食いした？」


「いや。体調に問題はない」


「ホント？」


「本当だ」


　宗介はそれだけ答えて、プリントを机の中にしまおうとする。ところがかなめはそれより早く、彼からさっとプリントを奪うばい取ってしまった。


「む……」


「なに隠かくしてんのよ。どれどれ……？　ははん。これが原因なわけね」


　早はや々ばやと事情を察した様よう子すで、彼女は笑ってプリントを突き返した。


「ソースケって古典、苦手なんだ」


　なぜか愉ゆ快かいそうなかなめの言葉に、宗介はいくらか憮ぶ然ぜんとした。


「仕し方かたがない。アフガンでもカンボジアでも、俺おれの周囲には万葉集や土と佐さ日記を読める人間などいなかった」


「まあ、戦せん闘とうの合あい間まに土佐日記を読んでるアフガン・ゲリラってのも、あんまり聞かないわよね……」


「うむ。コーランならば暗あん唱しようさえできるのだが」


「あ、そう……。それより提出、明日の五時間目でしょ？　藤咲先生って、スゴい締め切り厳きびしいよ。間に合うの？」


「君が案ずる必要はない。これは俺の戦いだ」


「戦いって、また大げさな……」


「いや。これは戦いだ」


　宗介はあくまで真剣だった。かなめはすこし考える素そ振ぶりを見せてから、


「ちょっと待ってて」


　きびすを返し、自分の席に小走りすると、一冊さつのノートを抱かかえて戻もどってきた。


「ほら」


　ぽんとノートを机き上じように置く。


「これは？」


「あたしの古典のノート。宿題は済すんでるから、明日まで貸かしてあげる。丸まる写うつししたらバレちゃうからダメだけど、一度答えを知っとけば訳やくすのも楽でしょ？」


「ふむ。しかし──」


「あー。お節せつ介かい……かな？」


　かなめの声がわずかに曇くもった。


「いや……」


　宗介は状じよう況きようを吟ぎん味みした。たいていの危機は独どく力りよくで切り抜けてきた彼だったが、どう考えてもこの問題については、かなめの助じよ力りよくにすがるよりほかなさそうだった。


「では借かりよう。助かる」


「素す直なおでよろしい。じゃ、がんばりなさい」


　かなめは笑顔を見せてから、そそくさと自分の席に戻ろうとした。ただ、その前に一度だけ振り返って、


「ただし、明日ちゃんと持って来てよ。そのノート忘れたら、あたしまで補ほ習しゆうなんだから。いいわね？」


　ぴしりと人差し指をつきつけ、念を押す。


「忘れん。安心しろ」


　宗介はしっかりと請うけ負おった。





　かなめのノートは大変な援えん軍ぐんになった。


　彼女は最初の歌をこう訳していた。


『大たい切せつな弟が大やま和とへ帰るので見送っていると、夜がふけて、私は明け方の露つゆに立ちぬれてしまったことだ。あーあ、なんてかわいそうな私。るーるーるー』


「なるほど。るーるーるー、か……」


　なにかが間ま違ちがっている気もしたが、それでも大きな指し針しんにはなる。一度トリックを知ってしまえば、どんな手品でも見抜くのは難むずかしくない。


　いまや突とつ破ぱ口こうは見えた。反撃開始だ。


　マンションの自室に帰るなり、宗介は夜どおし宿題に取り組み、艱かん難なん辛しん苦くの旅たび路じを経へて──ついに翌よく朝あさ、最後の短歌を訳し終えたのであった。


「任務……完かん了りよう……」


　肩で息して、宗介はつぶやいた。身から体だが重い。視界がなぜかぼんやりしている。


　窓から朝日が射さし込んでいた。


　苦しい作業だった。これほどの窮きゆう地ちはかつてなかったかもしれない。だがきょうもまた、俺は生き延のびた。こうして朝日を拝おがむことができたのだ。しかし、次の宿題の時は……。


　──などと、しばし独ひとりで感かん慨がいにふけってみたりする。


　時計を見ると、〇七四五時だった。急がないと学校に遅ち刻こくする。さっそく出発しようと、かなめのノートを閉じたところで──


「き……きやぁあぁあぁぁぁ～～～～～!!」


　この世のものとも思えぬ悲ひ鳴めいが、宗介の耳に届とどいた。


　女の声。となりの五〇六号室からだ。


（強ごう盗とうか……!?）


　彼は自動拳けん銃じゆうを引っつかみ、玄げん関かんめがけて駆かけ出した。





　　　　●





　四時間目が終わり、昼休みのチャイムが鳴り響ひびく。いつも通りの騒さわがしい教室で──


「……で、ドアをぶち抜いて突とつ入にゆうしちゃったわけ？　おとなりさんに」


　常とき盤わ恭きよう子こが言った。いつもと同じ、とんぼメガネにおさげ髪がみ。席に座すわったままの宗介を、あきれ顔で眺ながめている。


「一いつ刻こくを争あらそうと思ったのだ。仕し方かたがない」


　そう答えた宗介の目は真っ赤だった。寝不足以外の疲ひ労ろうもにじみ出ている。


「それで暴ぼう漢かんと間ま違ちがえられて、部へ屋やの奥さんに殺さつ虫ちゆう剤ざいをかけられちゃったんだね。ゴキブリの代かわりに」


「そういうことだ。催さい涙るい弾だんより効きいた」


　恭子は困こまったような笑顔を見せて、


「そりゃ、相良くんが悪いよ、やっぱ」


「虫を見ただけで、あんな大声を出すほうがおかしい。夫の射しや殺さつ体たいならまだしも──」


「えー！　でも、あたしも叫さけんじゃうよ。朝、枕まくら元もとにゴキブリなんかいたら」


　なぜかはしゃぐ恭子だったが、宗介は大おお真ま面じ目めに彼女を凝ぎよう視しした。


「常盤。それが命取りになることもある」


「なんで？」


「かつてペルーでの極ごく秘ひ作戦に従じゆう事じしていた時のことだ。徒と歩ほでジャングルを偵てい察さつ中、俺のポケットにいつのまにか体長一〇センチの毒どくサソリが潜もぐり込んでいたことがあった」


「はあ……」


「残ざん忍にんなゲリラの勢せい力りよく圏けん内ないだ。あのとき俺が叫んでいたら、偵察チームは敵に発見されて全ぜん滅めつしていただろう」


「……そうですか」


「虫ごときで悲鳴をあげるのでは話にならない。残念だが、君とはチームを組めないな」


「組みたくないなぁ……あたしも」


　二人の間に非ひ建けん設せつ的な合ごう意いが成立したところで、その場にかなめがやってきた。きょうは朝から上じよう機き嫌げんのようで、足取りも妙みように軽い。


「あ、カナちゃん」


「二人でなーに話してんの？　ソースケ、宿しゆく題だいはできた？」


「できた。君のおかげだ」


　かなめはにっこりと笑った。


「そう、よかった。じゃあノート返してくれる？」


「ああ。しばし待て」


　宗介は鞄かばんに手を伸のばした。しばらく中を探さぐってから──


「……ぬかった」


「ん？」


　にこにこ顔のかなめが聞きかえす。一方の宗介は、額ひたいに脂あぶら汗あせを浮かべ、


「千鳥。非常に言いにくいことなのだが……」


「なぁに？」


「この問題は、弾だん薬やく切れや通信機の故こ障しようと同じように、冷静に対たい処しよする必要がある」


「え？」


「どれだけ絶ぜつ望ぼう的てきだろうと、激げつ昂こうしたり、パニック状態になってはいけない。それは破は滅めつへの一本道だ」


「なんの話？」


「おそらく、今朝けさの騒そう動どうが原因だ」


「だから……なによ？」


　さすがにかなめも焦じれてきた様よう子すだった。


「包つつみ隠かくさずに言えば──」


　宗介は唾つばをごくりと飲みこみ、


「君のノートを自宅に忘れてきてしまった」





　宗介の前置きにもかかわらず、かなめは激昂し、パニックに陥おちいった。


「どどど……どーするつもりなのよぉっ!?」


　相手の胸むな倉ぐらを乱暴につかんで、がくがくと頭をシェイクする。彼女の顔は真っ青で、はげしい動どう揺ようからデッサンが狂いまくっていた。
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「どうにかする。落ち着け、千鳥」


「落ち着けるわけないでしょ!?　このままじゃ補ほ習しゆうよ!?　絶望よ！　試し験けん休みにバイトしないと、来らい月げつのお小こ遣づかい全然ないのに！　なのに、なのに……ああっ！　あんたはっ！」


　次の瞬しゆう間かん、かなめは跳ちよう躍やくした。電でん光こう石せつ火かの早はや業わざで、宗介の背中に飛び乗ると、彼の両腕うでをたくみにねじり上げ、


「ど・う・し・てっ！　あ・ん・た・はっ！　そんな冷静でいられるのよっ!!」


「ぅおっ……！」


　異い様ような関かん節せつ技わざだった。その姿すがたは、あたかも翼つばさを広げた大おお鷲わしのごとく──


「それは伝説のパロ・スペシャル……!?　こんな身近に使い手がいたなんて！」


　恭子が興こう奮ふんして叫さけぶ。


　ぎりぎりと両肩を襲おそう激痛に耐たえつつ、宗介はかなめをなだめるように、


「とにかく……行動だ。いまから職員室に行って、藤咲先生に事情を話そう。君の……宿題の提出を待ってもらう……ように。きっとわかってくれるはず……だ……」


「ふむぅ……」


　かなめは『ばっ』と宗介から離れると、


「行ってきなさい！　いますぐっ！」


　教室の出口をびしっと指さす。宗介はうなずくと、矢のように廊ろう下かへと飛び出していった。


　それから三分後。


　出ていった時とまったく同じ勢いきおいで、宗介は教室に戻もどってきた。


「行ってきたぞ、千鳥っ」


「どうだった!?」


「駄だ目めだった」


　すぱんっ！


　その三分の間に作っておいたハリセンで、かなめは宗介をはたき倒した。


「胸むねを張って絶望的なコト言ってんじゃないわよ、あんたは！」


「…………。正確に言うと、藤咲先生は不在だった。ほかの先生から聞き出した情報によれば、藤咲先生は──」


　しばし口ごもる。


「先生は？」


「……いや、ありえんな。とにかく、藤咲先生は五時間目までに戻ってくるだろう」


「カナちゃん、どうするの？」


「くっ……まいったわ」


　ワーニン、ワーニン。緊きん急きゆう事じ態たい発生、緊急事態発生……。心の警けい報ほうが鳴り響ひびく中、かなめは必死に考えた。


　古典の授業は五時間目だ。


　宿題は授業の最初に集める。それ以外は受け付けない方ほう針しんで、しかも遅ち刻こく者しやは欠席として扱あつかわれる。藤咲先生はキビしいのである。いくら事情を話しても、大おお目めに見てはくれないかもしれない。


　いまは一二時三八分。五時間目の一時三〇分まで、まだ五二分ほど猶ゆう予よがある。


　五二分。


　微び妙みような時間だ。しかし、こうして迷まよっている間にも──


「こうなったらソースケ、ノートを取りに行くわよ！」


「俺の部へ屋やにか」


「決まってるじゃない。さあ早く！」


「あ、カナちゃん……！」


　かなめは宗介の首根っこをつかむと、衝しよ撃うげ波はが発生しそうな勢いで教室を飛び出した。宗介をバタバタと引きずったまま、廊ろう下かと階段を爆ばく走そうする。


　靴くつも替かえずに正門を突とつ破ぱすると、


「タクシ─────っ!!」


　車道の真ん中に宗介を放ほうり投げて、通りかかったタクシーを急停車させた。ブレーキの悲ひ鳴めい。あと一〇センチで、宗介はバンパーの錆さびと消えるところだった。


　さすがの彼も戦せん慄りつし、


「殺す気か……!?」


「うるさい、早く乗る！」


　かなめは宗介をタクシーに押し込むと、運転手の抗こう議ぎを遮さえぎって、


「多た摩ま川がわ町のタイガーズ・マンション！　テニスクラブのすぐそばよ！　ゴーゴーゴー！」


　ごつごつとアクリルの仕切り板を叩たたく。乱暴に急せかされて、あわてた運転手はぐいっとアクセルを踏ふみこんだ。





　うってかわって、その後の移動は静かに、かつ緩かん慢まんに進んだ。


　かなめはむっつりと押し黙だまり、外の景け色しきと腕時計を交こう互ごににらむ。ときおり苛いら立だたしげに舌した打うちして、小さな悪あく態たいをぶつぶつと漏もらしたりもする。


　一方の宗介は肩身が狭せまそうに、


「千鳥。俺は──」


「うるさい。言い訳わけなんか聞きたくない。あんたの責任感なんて、けっきょくその程度のもんなのよ。マジであきれたわ」


　刺とげ々とげしい声でたたみかける。


「すまないとは思っている」


「ゴメンで済すんだら戦争は起きないし兵隊も要いらないのよ。おわかり？　専ヽ門ヽ家ヽのヽ相ヽ良ヽ軍ヽ曹ヽどヽのヽ」


　この皮ひ肉にくは相当こたえたようで、宗介はそれ以上なにも言えなくなってしまった。かなめも頭に血が上のぼっているので、自分の言い過ぎを考え直しもしない。


　険けん悪あくなままの十数分が過ぎ、やがてタクシーは宗介のマンションの前に停車した。


　時じ刻こくは一二時五六分。


　意外に早く到とう着ちやくした。同じ市内だから当然といえば当然だ。この調子なら、余よ裕ゆうで帰れるかもしれない……。


「はいよ、一二八〇円」


　運転手が告げる。


「俺が払おう」


「あたりまえよ。それより、帰りも乗るから待っててもらって」


　言い捨すて、かなめはタクシーを降りた。運転手が宗介に『あんたも大変だねぇ』などとささやいているのが聞こえたが、かなめは無視してエレベーター・ホールへ走った。





　五〇五号室に着つくと、宗介は靴くつも脱ぬがずに自分の部屋に上がり込んでいった。


「急ぎなさいっ！」


「了りよう解かい」


　かなめは部屋には入らず、共通廊ろう下かで彼を待つ。そこで彼女は、となりの五〇六号室のドアが壊こわれていることに気付いた。蝶ちよう番つがいが吹き飛ばされたドアが、とりあえず……といった感じで戸口にたてかけてある。


「…………？」


　怪け訝げんに思っていると、宗介が二冊さつのノートを手に部屋から出てきた。


「あったぞ、戻もどろう」


「え？　あぁ、そうそう、行こ！」


　二人はエレベーター・ホールへと走った。待たせてあったエレベーターに駆かけこみ、一階へ降おりて、ホールを飛び出して──


　マンションの玄げん関かんを出ると、彼らを待っているはずのタクシーが消えていた。


「うそ……」


　影も形もない。棒ぼう立だちした二人の前を、酒さか屋やの軽トラックが通り過ぎていった。


「待つように言ったのよね……？」


　かなめが問うと、宗介はきびしい顔つきで、


「ああ。しっかりと言い含ふくめた。俺たちが戻るまで決してここを離れるな、と」


「だったら、なんで？」


「わからん。銃じゆうをちらつかせて、『逃げたら殺す』とまで脅おどしておいたのだが──」


　すぱんっ!!


　しっかりと持ってきていたハリセンで、かなめは宗介をはたき倒した。


「逃げるに決まってるでしょっ!?」


「むう……」


　彼女はたまらなくなったように、両手で顔を覆おおい、悲ひ痛つうな涙なみだ声ごえで、


「もうやだ。ぐすっ。どうして、あんたってそうなの……？　なんであたしを苦しめるの？　たまには平へい穏おん無ぶ事じで、なにもかもスムーズにコトを運ばせてくれて、最後にピシっと『問題ない』とかキメてくれたっていいじゃないの。なのにもう、いつもいつもいつも、要いらない面めん倒どうばっかり起こして……！　つまり、あんたは！　徹てつ底てい的てきに！　主人公とかヒーローとか白はく馬ばの王子さまとかの資質が、欠けまくってるのよっ!!」


　最後は路上で地じ団だん太だを踏ふみ、はげしく怒ど鳴なりちらす。一方の宗介は、青ざめた顔で腕時計の秒びよう針しんを見つめて、


「君の言い分はよくわかったが、いまの口こう上じようで二六秒浪ろう費ひしたぞ。どうする。タクシーなどもう拾ひろえん」


　あたりの交通量は少なく、新たなタクシーがやって来る気け配はいなどまったくない。


　かなめはたちまち正しよう気きに戻もどり、


「くっ……ヒステリってる場合じゃないのよね。どうしたものか──」


「こうしよう」


　宗介は大おお股またでマンションの駐ちゆう輪りん場じようまで歩くと、自動拳けん銃じゆうを引き抜いた。


　たたん！


　いきなり発はつ砲ぽう。停とめてあった自転車の鍵かぎとチェーンが吹き飛ぶ。ひらりと自転車にまたがると、かなめの前にそれをこぎ付け、


「乗れ」


「ちょっと、これって犯はん罪ざいよ!?」


「借かりるだけだ。後で修理して返す。急げ」


「ったく、信じらんない……！」


　などと言いながらも、かなめは自転車の後ろに腰こしかけた。さすがにまたがったりはせず、両足をそろえた女の子座ずわりである。


「あたしのマンション、すぐそこだし、自転車だって持ってるのに──」


「時間が惜おしい。行くぞ」


「ひゃっ……」


　急発進した自転車から振り落とされそうになって、彼女は宗介の腰にしがみついた。





　宗介の脚きやく力りよくは相当なものだった。


　人ひとりを乗せているのに、みるみる路上を加速していく。かなめの体重など感じていないかのような、力強い走りだった。


　午後ののどかな住じゆう宅たく街がい。東京郊こう外がいならどこにでもあるような景け色しきの中を、自転車はすいすいと走り抜けていく。


　のろのろ運転のスクーターを追い抜き、信号を無視して交差点を突っ切って──


「これで間に合うの？」


「わからんが……ほかに手はない」


　二人を乗せた自転車は、やがて上のぼりの坂道までやって来た。極きよく端たんに急な勾こう配ばいではなかったが、代わりに距きよ離りが長い。二人乗りではかなりきつそうだった。


「このまま……行くぞ」


「感心。それ行けっ！」


　宗介はサドルから腰を浮かすと、さらに力強くペダルを踏ふみ込んだ。


　最初のうちは、すいすいと坂を上がっていった。だが──坂の中ほどまで来ると、さすがに自転車のスピードが鈍にぶってくる。宗介の息も次し第だいに荒くなってきた。


「降おりようか？」


「その必要はない」


　答える声にも、やせ我が慢まんが見え隠かくれする。


「あのねー、あんま無理してヘバられても困こまるんだけど」


「俺が倒れたら……君だけで行け」


「はあ」


「もともと俺のミスだ。気にするな」


「あ、あたりまえよ。気にしないし、さっさと見み捨すてて行くから」


　宗介は懸けん命めいにペダルを踏み続ける。彼の筋きん肉にくのきしみが伝わってきて、かなめはなぜか気き恥はずかしくなった。


（やっぱ男の子なのよねー……）


　風になびく髪かみを片手で押さえながら、彼女はふと思った。


　苦労の甲か斐いあってか、二人の自転車は坂道を上りきり、平へい坦たんな住宅街を滑かつ走そうしはじめる。


「おおー、がんばったわね」


「いや、まだ先は長い。これから都道を──」


『そこの二人乗り！　止まりなさい！』


　スピーカー越ごしの女の声。背はい後ごから、警けい察さつのミニパトがこちらに向かって走ってくるところだった。


「……あっちゃ～～」


「警察か……」


　つぶやき、宗介は自転車を止めるどころか──一気に加速させた。


「ちょっ、ソースケ!?」


『はん、逃げる気ね!?　させないわよっ！』


　妙みように不ふ敵てきな婦ふ警けいの声。ミニパトはエンジンを唸うならせ、すぐさま二人を追つい跡せきする。


「追ってきてる！　どーするのよ!?」


「捕つかまったら……最後だ。盗とう難なん車しや輌りように二人乗り。留りゆう置ち所じよで一いつ泊ぱくするはめになるぞ」


「いや……さすがに留置所はないと思うけど──きゃっ！」


　強ごう引いんに角かどを曲がり、細めの市道に入っていく。犬と散歩していた老婦人に、危あやうく激げき突とつしそうになった。ミニパトも市道に飛び込んで、きわどいところで通行人をパスする。


『甘あまい、甘いわっ!!』


　ミニパトは歩道に半分乗り上げたまま、急加速して二人に迫せまる。まるで『捕まえる』というより──


「ひき殺す気だわっ!!」


　かなめが悲ひ鳴めいをあげた。


『ふはははっ！　覚かく悟ごおしっ!!』


　どういう婦警なのか知らないが、相当に過か激げきな性格のようだ。これみよがしに道どう交こう法ほうを無視して、歩道に乗り上げ二人に迫る。


「やるな……」


　Ｔ字路が目もく前ぜんに迫っていた。


「千鳥。俺が合あい図ずしたら、自転車から飛び降りろ」


「はあ？　あんたなにを──」


　宗介は答えず、いきなりハンドルを切って後こう輪りんを横よこ滑すべりさせ、


「いまだっ!!」


　有う無むをいわさず鋭するどく叫さけぶ。かなめは考えるヒマもなく、言われた通りに自転車から跳とんだ。


「わ……わわっ！」


　遠えん心しん力りよくが働いて、彼女の身から体だは進行方向に放ほうり投げられた。なんとか着地するが、勢いきおいは止まらない。彼女は路上に転てん倒とうし、二回、三回と前回り受け身をするはめになった。


　その間に宗介のほうは、自転車を一八〇度回かい頭とうし、迫りくるミニパトに向かって突とつ進しんさせていた。


『なにっ!?』


　十分に加速してから、ひらりと飛び降りる。無人の自転車はそのまままっすぐ、ミニパトへ向かって走っていった。


　激げき突とつ。ミニパトは自転車を踏み潰つぶして、右へ左へ蛇だ行こうした。


『ば……馬ば鹿かなぁ～～っ!!』


　なぜか悪役っぽい悲鳴。


　すばやく電柱に飛び移った宗介の足あし下もとを、ミニパトは通り過ぎていく。かなめもあわてて手近の塀へいに飛びついて、暴ぼう走そうしてくる車をどうにかしのいだ。
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　ミニパトは制せい御ぎよを失うしなったまま、Ｔ字路へと突進し、民家の塀へいを突き破った。けたたましい騒そう音おんと衝しよう突とつ音おん。悲鳴と犬の吠ほえる声。ラジエーターから立ち昇のぼる蒸じよう気き……。


「な、なんと……」


　塀のてっぺんにしがみつき、あっけにとられるかなめの腕を、宗介がくいくいと引っ張った。


「逃げるぞ」


「へっ？　あ、うん」


　ここまでやってしまっては、ますます捕つかまるわけにはいかない。かなめは路上に飛び降りて、宗介とその場を走り去った。





「……まったく、あたしがひかれたらどーする気だったのよ!?」


　すたこらと走りながら、かなめは宗介に抗議した。


「だが、君はひかれなかった」


「結果でモノを言うんじゃないっ！」


「君ならあれくらいの真ま似ねはできると信しん頼らいしたのだ」


「ったく。それより……」


　かなめは目もつ下かの最重要課題を思い出した。はやく学校に帰らなければ、補ほ習しゆうの運命が待っているのだ。


「こうなったら、電車しかないわね。自転車で距きよ離りは稼かせいでるから、途と中ちゆうの駅えきから快速に乗れば──」


　かなめは時計をちらりと見た。


　一時一一分。授業まであと一九分……！


「まだ……なんとか間に合うな」


「急げっ！」


　二人は一いつ気きにペースを上げた。


　宗介は言うまでもないことだが、かなめも相当な体力派である。瞬しゆん発ばつ力りよくと運動神しん経けいでは学内の女子でもトップクラスだ。入学以来、数々の運動部から熱心な勧かん誘ゆうを受けている。


　とにかく足が速い。通行人はみな一いち様ように目を丸くし、爆ばく走そうする二人を振り返る。


　なぜか遅れがちな宗介を、かなめは急せかして、


「モタモタしないっ!!」


「……していない」


　住宅街から繁はん華か街がいへ。二人は渋じゆう滞たいした道路を横切り、乗用車のボンネットを踏み台にして、駅前商店街へと跳ちよう躍やくした。


　滞たい空くう。着地。ふたたび疾しつ走そう。きれいに並んで大通りを突っ走る。クラクションの猛もう抗議など気にもしない。


「いま時じ刻こく表ひようを見たのだが……」


　ペースを緩ゆるめることなく、宗介が言った。手にはポケット時刻表の入った定てい期き入れ。


「あと三〇秒ほどで……駅から電車が出発する。それから当分……快速は来ない」


「あー、なんてこと……！」


　駅が近付いてくる。見ると、すでにホームには上のぼり方面の電車が停とまっていた。


「あの電車だ……乗り損そこねたら終わりだ」


　発車まであとわずかだ。これから改かい札さつ口ぐちに向かって、定期を出して、階段を上り下おりしてホームに出て──そんな手順を踏んでいたら、絶対に間に合わない！


「強きよう行こう突とつ破ぱよっ！　直接突っ込む！」


「了りよう解かい……」


　二人は猛もう然ぜんとスパートをかけた。バス・ターミナルを突っ切って、駅のフェンスまで突とつ進しんする。フェンスの高さは二メートルちょっと。よじ登るには骨が折れそうだったが──


「いくわよっ！」


「来い」


　宗介の肩を踏み台にして、かなめは高々とジャンプした。フェンスのてっぺんに飛びつくと、下の宗介に手をさしのべる。互たがいにがっちりと手を握にぎり合うと、


「せーのっ……！」


　渾こん身しんの力で引っ張り上げると、宗介の脚きやく力りよくがそれを助けた。フェンスを乗り越こえた宗介とかなめは、もつれあうように線路の上へと転落する。


「いたっ……！」


　さいわい駅員には見付かっていない。ホームには発車のベルが鳴り響ひびいていた。上り電車が行ってしまう……！　


「急いでっ！」


「わかってる……」


　その後の二人の動きは神かみ業わざに近かった。


　転ころがるように線路を突っ切り、ホームにひらりと跳とび上がり、いましも発車しようとしている電車に向かって、弾だん丸がんのようにまっしぐらに──


「ま・に・あ・えぇ～～～っ!!」


　二人が乗車口に飛び込むのと、電車の扉とびらが閉まったのはほとんど同時だった。


　彼らはそのまま床ゆかに倒れ込み、勢いきおいあまって反対側の扉に激げき突とつした。





「はぁっ……はぁっ……」


「…………」


　がたごとと電車が走り出した。


　驚おどろく乗客の見守る中、汗あせだくになって肩で息をし、二人はゆっくりと身を起こす。


「間に合ったな……」


　さすがに宗介も息が上がっていた。


「はぁっ……はぁっ……はははっ。いやー、もう、駄だ目めかと思ったわ」


　立ち上がり、乱れた着衣を直して、閉じた扉によりかかる。


　かなめは腕時計を見た。


　いまの時じ刻こくは一時一六分。五時間目まで一四分ある。この快速に乗っていけば、陣じん代だい高校の最も寄より駅・泉せん川がわに着くのは六分後だ。


「おー、余よ裕ゆうじゃない！　泉川駅から学校までなんて、歩いてもすぐだし」


　明るい声で感かん嘆たんする。


「どうやら、なんとか切り抜けたようだな。かなりきわどかったが」


「ほんと。無む茶ちやしたよね」


「君の行動力には、ときどき驚かされる」


　宗介にしては珍めずらしい言葉だった。


「なんにしろ、ちょうど快速があって良かった……。塞さい翁おうが馬ってやつ？」


「サイオウというのがなにかは知らんが、ともかく快速に感かん謝しやだ」


「ヘンなの」


　かなめは明るく笑い、宗介も小こ刻きざみにうなずいた。


「でもあたしたち、けっこう息合ってたよね。最後とか」


「そうだな。なかなかのコンビだった」


　二人は顔を見合わせた。


　宗介は例によってのむっつり顔だった。しかしよくよく観察してみると、いつもはきびしく逆八の字になっている眉まゆが、こころなしか弛ゆるんでいるようにも見える。


　宗介もそれなりに喜んでいるのだ……同じ感情を共有していることに気付いて、かなめは妙みように嬉うれしくなった。つい一〇分前まで、絞しめ殺してやりたいほど彼に腹を立てていたことなど、すっかり忘れていた。


　電車はみるみる加速していく。快速なら、泉川駅にはすぐ着つくことだろう。


　アナウンスが車内に響ひびく。


『え～、本日は京けい王おう線をご利用いただきまして～、まことにありがとうございます。この車しや輌りようは～、特ヽ急ヽぅ～、新しん宿じゆく行きです。次の停車駅は明めい大だい前まえ～。明大前に～……』


　二人が同時に凍こおりついた。


「特……急……？」


　こわばった笑顔のまま、かなめは宗介を凝ぎよう視しする。彼は元通りの、険けわしいむっつり顔に戻もどっていた。顔にはたっぷりと脂あぶら汗あせ。


「ソースケ。あんた……この電車、快速だって言ったわよね？」


「言ったな。……認めがたいことだが」


　かなめは床ゆかを指さして、


「でもこれ、特急なのよね？」


「そのようだ」


「特急っていうのは、快速よりも速い電車のことで──しかも泉川駅には停とまらないってことは、知ってる？」


「知っている。……残念なことだが」


「説明してくれる？」


「どうやら、休日のダイヤを見ていたようだ。俺らしくもない。単純なミスだ」


「あはは……は」


　かなめは宗介の胸むな倉ぐらをつかむと、手近にあった列車の窓をがらりと開けた。


「一度死ななきゃ、あんたのバカは絶っ対に治なおらないわ……！」


「落ち着け、千鳥」


「死になさいっ！　いますぐここで死になさいっ!!　あたしをすこしでも哀あわれに思うなら、お願いだから、いっぺん死んでっ！」


　加速中の列車から、彼の身から体だを放ほうり出そうとする。周囲の乗客が真っ青になって、彼女の凶きよう行こうを止めに入った。





　二人を乗せた特急は、陣代高校の最も寄より駅・泉川駅を順ヽ調ヽに通過し、七駅ほど先の明大前駅に停車した。


　下くだり方面の電車に乗り換かえて、すこしたったところで──時計の針はりが一時三〇分を差した。


「終わったわ……なにもかも」


　くたびれたハリセンとノートを握にぎり締しめ、かなめはつぶやいた。


「……申し訳わけない」


　がっくりと肩を落とし、宗介は重たげに言った。目の下には隈くまができ、全身から脱だつ力りよく感かんが漂ただよっている。


「きょうの俺は……どうかしていた。こうも致ち命めい的てきなミスを繰くり返したことなど、これまでの人生で一度も──」


　言いかけて、それを弁解がましいと思ったらしく、


「いや……。とにかく、すまない」


　その様よう子すがあまりにも弱々しく、憔しよう悴すいしきって見えたので、かなめは不ふ審しんに思った。


「ソースケ……ホントに具ぐ合あい悪いんじゃないの？　なんかヘンよ、やっぱり」


「そんなことはない。どこも体調は──」


　かなめは有う無むをいわさずに、手のひらを宗介のおでこにあてた。


「ちょっと。すごい熱じゃない……！」


　軽く三九度を超こえているだろう。普通だったら寝込んでいる体温だ。こんな状態で、あれほどはげしい運動をしていたとは……。


「ただの風か邪ぜだ。問題ない」


「なんで黙だまってたのよ？　こんな熱で走り回ったりして……あんた正しよう気き!?」


「この程度ならば、死にはしない」


「死ぬわよ、バカっ！　なんだってまた、こんな無む茶ちやを……」


　そこまで言って、彼女は気付いた。宗介が無理をした理由──それは言うまでもなく、かなめが原因だった。かなめに対して負おい目がなければ、彼もここまで無理はしなかっただろう。


「ったく、もう……。これじゃ、あたしの方が悪者みたいじゃない」


「面めん目ぼくない」


「そうじゃなくて。具合が悪いって言ってくれれば、あんな怒おこったりしなかったのに」


　宗介は意外そうに顔を上げ、


「そうなのか……？」


「そーよ。あたしだって、そこまで冷たくないわよ」


　もちろんノートを忘れたのは腹が立つが、仕方がない。それに『貸かしてあげる』と言い出したのも、元はといえばかなめだったのだ。考えてみれば、宗介を一方的に責せめるわけにもいかない。


　彼女は深いため息をついた。


「もういいから。気にするの、やめよ」


「……許ゆるしてくれるのか？」


「間に合わなかったものは仕方ないし。あんたの誠せい意いも──まあ、わかったし。いっしょに補ほ習しゆう、受けてあげるわよ」


　そう宣せん言げんすると、なぜか気分がすっきりとしてきた。ぽかんとしている宗介に、かなめは小さく微ほほ笑えんで、


「その代わり、学校に戻もどったら保ほ健けん室しつで寝ること。いい？」


「わかった。寝る」


　こくこくと宗介はうなずいた。





　五時間目の授業でひっそりとした校こう舎しやに、二人は入っていった。ふらふらの宗介を支ささえるように保健室へ向かう。


「……にしても、あんたでも風か邪ぜとかひくのよねぇ。驚おどろいたわ、ホント」


「俺もだ」


　保健室の養よう護ご教きよう諭ゆに事情を話すと、


「運が良かったわね。ベッドの空あきはあと一つだったのよ」


　笑って言った。きょうは病人で盛せい況きようらしい。


　養護教諭とかなめとで、ぐったりとした宗介をベッドに運ぶ。そのはずみで、ベッドを仕切っていたカーテンに、宗介の腕が引っかかってしまった。さっとカーテンがひるがえり、となりのベッドの病人が姿すがたを見せる。そこに寝ていた人物──四〇過ぎの教師──を見て、かなめは目を丸くした。


「ふ……藤咲先生!?」


「お、おー……。千鳥かぁ、どうした」


　かすれた声で、『古典II』担当の藤咲教諭は言った。


「先生、これは？」


「風邪をひいて……。三時間目にばったり倒れてなぁ……いや、情なさけない。四組の連中は、ちゃんと自習してるかぁ？」


「じ……自習？」


「そうだー……。伝言を忘れとったがぁ……宿しゆく題だいはぁ……千鳥、学級委員の……おまえが集めておくんだぞぉ……いいなぁ？」


「え、えぇ!?」


「放ほう課か後ごまでに……俺の机つくえに置いといてくれ。頼たのんだぞぉー……」


　なんと。助かった。かなめは啞あ然ぜんとしながら、宗介と顔を見合わせた。彼はのろのろとベッドに潜もぐり込み、


「やはり……先生も動けなかったか」


　辛つらそうな声で言った。その言葉を聞いて、かなめは眉まゆをひそめる。


「『やヽはヽりヽ、先ヽ生ヽもヽ』……ですって？」


「昼休み……職員室に行った時……『藤咲先生が三時間目に熱で倒れた』とは聞いていたのだが……。風邪くらいで……任務を放ほう棄きするはずがないと……思ったのだ……。だが、やはり……これは……こたえる……」


「なぜそれを……どうしてそれを、最初に言わなかったのよ!?　たった一ひと言こと、『先生が風邪で自習かも』と！」


　かなめが病人の首をぐいぐいと絞しめだしたのに驚おどろき、養よう護ご教諭があわててそれを引き離した。


「千鳥……それが命取りになることもある」


「なにがよぉ!?」


　涙なみだ声ごえでかなめは叫さけんだ。


「……俺がミャンマーでの……極ごく秘ひ作戦に従じゆう事じしていた時の……ことだ。敵の有能な指し揮き官かんが……負ふ傷しようで後こう送そうされたという噂うわさが流れて……それを信じた味方が……」


　うわごとのような宗介の説明を、かなめはほとんど聞いていなかった。


　なぜなら──すべての努力が徒と労ろうだったと知って、彼女は怒いかりと脱だつ力りよく感かんのあまり、その場で気を失うしなってしまったのだ。


　養護教諭だけがその場に棒ぼう立だちし、空あきのベッドがないことに困こまり果はてていた。







〈空回りのランチタイム　おわり〉





















　罰ばち当たりなリーサル・ウェポン













　まるで飾かざり気けのないリビングの床ゆかに、ずらりと銃じゆう器き類が並べられていた。


　手のひらサイズの小型ピストルから、重さ五八キロの重じゆう機き関かん銃じゆうまで、その大きさはまちまちだ。ざっと数えてみただけで、五〇挺ちよう以上はあるだろう。


　このすべてが、相さが良ら宗そう介すけの所有する銃器の数々だった。


「…………」


　いつも通りのむっつり顔にへの字口で、宗介はそれら銃器を分解整せい備びする。彼もこれほど本格的に、自分の銃器類すべてを掃そう除じすることは滅めつ多たになかった。日ひ頃ごろ、まったく使わない銃がほとんどだからだ。戦友の形かた見みだったり、買ってはみたが不満な性能だったり、破は壊かい力がありすぎて使う機会がなかったり──そういう代しろ物ものばかりである。


　しかし、なんとしてでも、すべての銃をきちんと掃除しなければならない。


　なぜならきょうは、大おお晦みそ日かなのだ。


　一年を終えるにあたって、生活の節ふし目めとして身ヽのヽ回ヽりヽのヽもヽのヽを整せい理り整せい頓とんする。戦場育ちの宗介といえど、これくらいの常じよう識しきは一応あるのだった。


　そうして居い並ならぶ銃と格かく闘とうしていると、そばの携けい帯たい電話が呼び出し音を奏かなでた。宗介はすぐさま応答する。


「はい」


『もしもし相良くん？　常とき盤わですけどー』


　相手は宗介が通かよう陣じん代だい高校のクラスメートの常盤恭きよう子こだった。


「常盤か。どうした」


『あのねぇ、いまいい？　いい？　ヒマ？』


「暇ひまではないが、話なら聞くぞ」


　肩と頰ほほで携帯電話をはさみ、空あいた両手で作業を続けながら、宗介は答えた。


『うんふん、だいじょふだよね！　良かった。ちょっとぉ、頼たのみたいことがあって。相良ふんじゃないと、ひょっと無理っぽいの。でね、どーいうことかって言うとね、女の子しかいなふてぇ、困こまってるの。助けて～～。……そう、あたしは助けて欲しいのだぁ』


「………………？」


　恭子の様よう子すがどうもおかしい。彼はリボルバー拳けん銃じゆう──世界一の威い力りよくを誇ほこる４５４カスール──を磨みがく手をぱたりと止めた。


「なにかあったのか、常盤」


『ないよー。あるかな。ははは。それでねそれでね、あと一人男の子がいればぁ、なんとかなると思うんだなぁ。だからね、電話ひたの。そ。つまり、そーいうことなの！』


「……事情がよくわからんのだが」


『うん！　だからね、助けに来てひょーだい！　だいじょぶだよぉ、すぐに済すむから。お菓か子しいっぱいあげるから。お願いよぉ、ソースケぇ。来てぇ。うっふん。あはは』


「と……常盤？」


　彼が当とう惑わくしていると、いきなり彼女は涙なみだ声ごえになって、


『あのね……あのね……ぐすっ。ごめんね。でも相良くんしか頼たよれないの。だから助けに来て。じゃあね。お願いね』


「おい、常盤──」


『アラハバ神じん社じやにいるから。アラハバさんだよ。頼んだからね。来てね……相良くん』


　ぷつん。つー、つー、つー……。


（神社だと……？）


　頭のおかしくなったクラスメートが、どこぞの神社から助けを求めている。詳くわしい事情はわからないが、『相良くんにしか頼れない』というのだ。


　あらゆる武器を使いこなし、数々の戦場を潜くぐり抜けてきた自分でなければ解決できない問題とは……いったい？


（これはただ事ではない）


　宗介の脳のう裏りに、邪じや教きようの神しん殿でんに囚とらわれた恭子の姿すがたが思い浮かんだ。薬やく物ぶつで恐きよう怖ふ心しんを奪うばわれた彼女は、数百人の狂った信しん徒とたちに囲かこまれ、残ざん忍にんな儀ぎ式しきのいけにえに──


「いかん……」


　彼は机つくえの引き出しから、市内の地図を引っ張り出した。銃器の整理は後回しだ。まずは恭子を邪教徒から救い出さなければ……。





「♪わーお。あぃふぃーるぐっ、ぱらららららら……♪」


　のんきに歌を口ずさみながら、千ち鳥どりかなめは竹ぼうきで、石いし畳だたみの上を掃はき清きよめていた。


　市し街がい地ちからさほど離れてもいない、雑ぞう木き林ばやしに覆おおわれた丘きゆう陵りよう地ち。大きなケヤキの木々に囲まれた、小さな神社の境けい内だいである。


　空は青く、澄すんだ空気が心ここ地ちよい。


　かなめは巫み女こさん姿だった。白の小こ袖そでに赤の袴はかま。腰まで届とどく黒くろ髪かみを、今日はポニーテールに結ゆわいている。


　この神社の名は『荒あら羽は場ば神社』といった。彼女はここで、なにかと忙いそがしい年ねん末まつ年ねん始し、掃そう除じや神しん事じを手伝うバイトをしているのだ。


「……よし、おしまい」


　落ち葉やゴミを集めて捨すてて、かなめは社しや務む所しよへと戻もどっていった。


　裏手から中に入ると、畳たたみ敷じきの部へ屋やの中で、こたつに入った常盤恭子が眠りこけていた。いつもと同じとんぼメガネにおさげ髪だったが、やはり服装は巫女さん姿だ。


「キョーコ。まだダメなの？」


「うー。もう飲めないよぉ……」


　ろれつの回らない声で、恭子が答えた。


「……ったく。普通、お神み酒き一杯でここまで酔よう？　もしかして体ていよくあたしに仕事押し付けてない？」


「そんなことないよぉ……。すまないと思ってるもん……。思ってるからぁ……」


　恭子はのろのろとした手つきで、こたつの上の携帯電話をつついた。


「応おう援えんを呼んだよー……」


「応援？」


「そう。応援～～。来てって頼んだのぉ……。たぶん……もうすぐ来るよー……」


「なに言ってんの？　だれかに電話したの？」


「うん」


「だれに？」


「うふふ。カナちゃんがねぇ……大好きな人」


「はあ？　あんた、なにを──」


　ばあんっ!!


　なんの前まえ触ぶれもなく、かなめの背はい後ごの壁かべが吹き飛んだ。木もく片へんが飛び散り、煙けむりが広がる。


「きゃっ……！」


　かなめは前のめりに倒れ、恭子とこたつを巻き込んでひっくり返った。間かん髪はつを容いれず、壁にうがたれた大穴から、黒い人影が飛び込んでくる。


「伏ふせていろ！」


　散さん弾だん銃じゆうを構かまえた人影が、鋭するどく叫さけんだ。
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　その声を聞くやいなや、かなめは逆に床ゆかから跳はね起きて──男めがけて、猛もう烈れつな勢いきおいで突とつ進しんした。


「聞こえなかったのか、伏せていろと──」


　がすっ！


　巫女さんパンチがヒットした。侵しん入にゆう者しやは空中できりもみしてから、床に激げき突とつする。


「こーなるだろうと思ってたから、ここでのバイトはあんたには黙だまってたのよ……」


「千鳥……？」


　黒い戦せん闘とう服ふくに身を固めた相良宗介が、重たげに身を起こした。その前にかなめは仁に王おう立だちして、両の拳こぶしを震ふるわせつつ、


「年の瀬せくらい穏おだやかに過ごせないの、あんたは!?　どうしてこーいう真ま似ねをするのよ！」


「しかし。屋おく内ないに突とつ入にゆうする場合、入り口からのエントリーは避さけ、指し向こう性せい爆ばく薬やくで壁に突入口を開けるのは常じよう識しきだ」


　巫女さんキックが炸さく裂れつ。宗介は畳たたみに叩たたき付けられた。


「全然説明になってない！」


「だが。特にこの場合、邪じや教きよう徒とが常盤を餌えさにして、俺おれをおびき寄せている可能性も捨すて切れなかったので──」


「こ、この……」


　巫女さんタイフーンがうなった。敵を高速回転させて放ほうり投げる、人じん外がいの荒あら技わざである。宗介は窓を突き破り、社務所の外へと吹き飛んでいった。





　荒羽場神社の神かん主ぬし・檜ひ川かわ義よし勝かつの前で、かなめは深々と頭を下げた。


「……ほんとーに、もう、すみません。ほら、あんたも謝あやまるのよっ」


　となりでふんぞり返っている宗介の首根っこをつかみ、むりやりお辞じ儀ぎさせる。


「申し訳わけない」


「敬語で！」


「申し訳ないです」


　いまいち誠せい意いが足たりない。しかし神主の檜川氏は、それを豪ごう快かいに笑ってのけた。


「いやいや、友達の身を案じて、ということなら赦ゆるしましょう」


　檜川は初老の小こ柄がらな男性だった。つるりとした禿とく頭とう。がっしりした短い手足に、太たい鼓こ腹ばら。袴はかま姿すがたのよく似に合あう、典てん型けい的てきな日本人体型だ。


　檜川の寛かん大だいな態度に、かなめは驚おどろいた。


「え……本当ですか？」


「いかにも。たいした怪け我がもないようだしね」


「あ、ありがとうございます！」


「……ただし、できれば彼には神社の仕事を手伝ってもらいたいな。常盤さんはあの状態だし、人ひと手でが欲しいのは確かなのでねぇ」


「は……。ソースケが、手伝いを？」


「そうだが。いかんかな？」


　かなめは内心でうろたえた。経けい験けんからいって、こういう場合はさっさと宗介を追い払った方がいいに決まっているのだ。


「いえ、もちろんそうするのが筋すじでしょうが……あんまりお勧すすめできません。あたしが頑がん張ばって二人分働きますから、このバカは帰らせたほうが得とく策さくかと──」


「いえ、手伝います」


　宗介がはっきりと答え、かなめの控ひかえめな努力を台だい無なしにした。


「おお。そうかね、それは助かったよ！　では、あなたは千鳥さんの指し示じに従したがっていただきたい。それでいいかね、千鳥さん？」


「で、ですが……」


「では、頼たのんだよ。相良くんといったね。千鳥さんにも言ってあるが、本ほん殿でんには決して立ち入らないでくれ。おっと……？」


「あ……」


　社務所のほうで電話のベルが鳴り出したのに気付き、檜川は小走りでその場を離れた。





　仕し方かたなく、かなめは宗介を巫み女こさん助手として使うことにした。恭子はといえば、紅こう白はくの幕まくで穴を塞ふさいだ社務所の中で、いまだにすやすやと寝入っている。


　どこの神社でも行おこなわれる大おお祓はらえの儀ぎ式しきは午前に済すんでいるので、いまは除じよ夜や祭さいの準備中だった。……とはいえ大きな神社でもないので、それほど大げさな仕事はない。古い破は魔ま矢やを焼いたり、新しく仕入れたおみくじを整理したり、参さん拝ぱい者しやにふるまう菓か子しやお神み酒きを用意したり──そんな具ぐ合あいだ。


　社しや殿でんの清せい掃そうなど、本ほん来らいならばきのうまでに済ませておくような仕事も残っている。いい加か減げんなようだが、地元の小神社なんてそんなものなのである。


　かなめと宗介は、冷たい水の入ったバケツを持って本殿の方へと歩いていく。ふと彼女は、うろんげな顔で宗介を眺ながめた。


「どういうつもりよ」


「なにがだ」


「たいして悪いとも思ってないクセに、『手伝います』だなんて。あんた、なにを企たくらんでるわけ？」


「企んでなどいない。ただ、この神社はなにかが匂におう。君たちを放ほうっておくのは危険だと思ったのだ」


「さっきも説明したでしょう？　キョーコは単に酔よっ払ぱらってただけで、困こまってることなんて何にもないって」


「それは理解した。問題は別のことだ。ここはただの神しん殿でんにしては警けい戒かいが厳げん重じゆうすぎる」


「はあ？」


「ここに来る時、俺は正しよう面めんの石段を避さけて裏の林から侵しん入にゆうしたのだが……そこは罠わなだらけだった。並なみの人間ではとうてい侵入できないようになっていたのだ」


「罠って、あんたねぇ……」


　かなめはあきれ顔で周囲を見回した。静かな境けい内だいのたたずまいは、平和そのものだ。宗介の言うようなものものしさは──当たり前だが──まったく感じられない。


「うそ。そんなの気のせいよ」


「噓うそなどつかん。警戒が厳きびしかったからこそ、俺は常盤が囚とらわれていると疑ったのだ。この神殿は異常だ」


　宗介の物言いに、かなめは眉まゆをひそめた。バイトとはいえ、巫女さんたる自分の立場を意識しながら、やんわりと諭さとす。


「ソースケ。ここはね、『神殿』じゃなくて『神じん社じや』です」


「似にたようなものだろう」


「ちがうわよ。それから神社の中ではね、あんまりヒドいことを口にしちゃいけないの。神様の来るところで『ここは異常だ』なんて。バチが当たるわよ？」


「神しん罰ばつが下くだる、ということか」


「そーよ。特にこの神社は、スサノオっていう戦いの神様も祀まつってあるんだから。ツキが落ちても知らないわよ」


「その程度で落ちるツキなら、元から頼たよりにならん」


「……もう。ああ言えばこう言うんだから。とにかく、お願いだから大おと人なしくしててよ。また騒そう動どう起こしたら、あたしもクビになっちゃうもん」


「しかし、本当にトラップが──」


「しつこいわね！　ここの神かん主ぬしさんは、それはそれは立りつ派ぱな方よ。あんたと違って、そこかしこにトラップを仕掛けまくるような異常者じゃないの！」


　そのとき。


　なんの前まえ触ぶれもなく、林の中から男の悲ひ鳴めいが聞こえてきた。


「ひ……ひやあぁあぁっ!!」


　ざざっ、と落ち葉の舞まう音。革かわジャン姿すがたの若い男が木々の間、およそ三メートルくらいの高さに跳はね上がるのが見えた。足首に巻き付いた荒あら縄なわが、樹じゆ上じようから彼を吊つり上げたのだ。


　林に仕掛けられた巧こう妙みようなトラップだった。


「見ろ。ああいう具ぐ合あいだ」


　やたらと冷静に宗介が言った。男は悲鳴をあげながら、狂った振り子のように、空中を上下左右に揺れ動く。


　かなめはあっけにとられながらも、


「あ、あんたが仕掛けたんでしょ!?」


「いや、俺ではない。ずっと以前から設せつ置ちされていたものだ」


「そんな。そもそもあの人、だれよ？」


「知らん」


「私のせがれだよ」


　いつのまにか神主の檜ひ川かわがふらりとやってきて言った。


「ここの神しん職しよくを継つがせようと思って、國こく學がく院いんの神しん道とう学がつ科かにまで通かよわせたのだがねぇ……。悪い仲間と付き合って、放ほう蕩とう三ざん昧まいだよ。家を飛び出し、けっきょく大学も中退して、時たま金かね目めのものを盗ぬすみにやってくる」


「はあ……」


「どれだけ叱しかっても聞こうとしない。ほとほと困こまり果はてていてねぇ……」


「それでトラップですか」


　おもいきり失望した声でかなめが言った。


「そうだが。おかしいかね？」


「いえ……。まあ、いいんじゃないですか」


　投げやりに答える。


「ちくしょう、このクソ親おや父じ！」


　そんな彼らを見下ろして、檜川氏の放蕩息むす子こは泣き叫さけんだ。


「さっさと降ろせ！　エラそうに腕組んで見てんじゃねぇ！　聞こえてんのか、こら!?」


　息子の罵ば声せいを、檜川は涼すずしげに受け流した。


「これ勝かつ彦ひこ。いい加か減げんに懲こりんのか？　お前が何度来ようと、このお社やしろの御ご神しん宝ぽうは決して盗むことはできんぞ。そんなことをしようとすれば、必ずや神しん罰ばつが下くだる。さよう、ちょうどいまのようにな」


「おめーが仕掛けたワナだろうがっ！」


「黙だまるがいい。大おお晦みそ日かでもあるし良い機会だ。おのが不ふ徳とくを見つめなおし、そこで新年を迎むかえなさい」


「なんだと？」


「元がん日じつの朝、お前の心が清きよらかになっていたら降ろしてあげよう」


「お、おい……！」


　檜川はくるりと背を向けると、宙ちゆう吊づりの息子を置き去りにして、その場を立ち去ろうとした。


「ちょっと、檜川さん。息子さんをあのままにしておくんですか？」


「そうだよ。なにを言われても相手にしないでいただきたい」


「でも、夜になったら凍こごえちゃいますよ」


「せがれには良い薬くすりだよ。もっともこの程度で治なおる病やまいなら、とうの昔むかしに治っているだろうがねぇ……」


　初老の神かん主ぬしはしんみりとした声で言った。


「とにかく、あなたたちは気にせずに仕事をなさい。それから何度も言うようだが、本ほん殿でんには決して立ち入らないように。みだりに足を踏み入れると、あなたのような優やさしい娘むすめさんにも災わざわいが降ふりかかるよ」


　最後のあたりは妙みように重々しい口ぶりである。なぜそこまで本殿にこだわるのか、かなめにはわからなかった。よほど大たい切せつな宝たから物ものがしまってあるのだろうか？


　彼女は小さな好こう奇き心しんを覚おぼえたが、檜川の態度に気け圧おされて、けっきょく、


「はあ。わかりました」


　とだけ答えた。


　


　ぶら下がったままの放ほう蕩とう息子──檜川勝彦を放ほうったまま、かなめたちはそれぞれの仕事に精せいを出すことにした。


「しかし──」


　宗介がぽつりと言った。


「しかし、なによ？」


「檜川氏は『本殿には決して入るな』と言っていたが……その本殿というのはどれだ？」


「あんたの目の前にあるわよ。これ」


　かなめはすぐそばの切きり妻づま屋根・白しら木き造づくりの簡かん素そな建たて物ものを親指でさした。ちょっと大きめの民家くらいの大きさである。


　宗介は意味ありげにうなずいた。


「なるほど。つまり、この中に神じん社じやの宝物が隠かくされているのだな」


「そうだけど……どうかしたの？」


「見たところ、この本殿にも多数の防ぼう犯はん装そう置ちが仕掛けてある。林の中よりも、さらに高度なものだ。電でん子し制せい御ぎよされたセンサーと、それに連動する複数のトラップ。最新とまではいかないが、プロでも手を焼く代しろ物ものだな」


「ここに？　そんなものが？」


　かなめは疑わしげな眼めで本殿を眺ながめた。どう見ても普通の建物だったが、宗介にはそうでないことがわかるらしい。


「もし本当だとしたら、あんたって一種の超ちよう能のう力りよく者しやよね……」


「単なる観かん察さつ力だ。それよりも、ここまでして守る宝とはいったい何なのか？　それが非常に気になるところだ。金かね目めのものというだけでは説明がつかん。もっと危険な物ぶつ品ぴんではないだろうか」


　宗介の指し摘てきを聞いて、彼女は腕組みした。


「むー……。そりゃあ、あたしも気になるけど。でも、そんな大したモノじゃないんじゃないの？　古い鏡かがみとか剣とかよ、きっと」


「剣。武器か。ありうるな」


「武器って、あんた……」


「俺が戦ったカンボジアでは、ゲリラが武器弾だん薬やくを神しん殿でんに隠していることがよくあった。ここにも強力な武器があると考えれば──警けい戒かいが厳きびしいのも納なつ得とくできる」


「するなってば」


「小型で高性能な大量破は壊かい兵器……きっと化学兵器だ。有ゆう事じの際の切り札ふだとして、ＶＸガスのタンクでも保管してあるのだろう」


「毒どくガスをうやうやしく祀まつってる神社が、この日本のどこにあるのよ……？」


　かなめのつぶやきなど気にもせず、宗介は大おお真ま面じ目めに、


「やはり中を探さぐってみるべきだ。もし俺の推すい測そく通りだったら、強ごう引いんにでも持ち出して、〈ミスリル〉のメリダ島基き地ちに送って処しよ分ぶんしてもらおう」


「あのー」


「それがいい。宗しゆう教きよう者しやが化学兵器を保有するなど、危険この上ないからな」


「その発言こそ危険なのでは……？」


　額ひたいに脂あぶら汗あせを浮かべるかなめをそっちのけに、宗介は注意深い眼で本殿の観察をはじめた。


　どうやら本気で侵しん入にゆうする気らしい。


「ちょ……待ちなさいよ！」


　かなめは我われに返って宗介を引き止めた。


「なんだ、千鳥」


「あれだけ『入るな』って言われたんだから、入っちゃだめ！　それに、いくらなんでも毒ガスなんてあるわけないでしょ!?」


「しかし──」


「あたしはダメって言ったのよ」


　かなめににらみつけられて、宗介は不ふ承しよう不ぶ承しよううなずいた。


「……そこまで言うなら、仕し方かたがない」


「けっこう。じゃあ、馬ば鹿かなこと考えるのはやめて、仕事しよ。いいわね？」





　かなめが立ち去ると、宗介は言われた通りに境けい内だいの清せい掃そうにとりかかった。


　まずは本殿の近くの石せき碑ひを、ごしごしと雑ぞう巾きんでこすっていく。石碑をすっかりきれいにしたところで──


「なあ、あんた」


　いまだに逆さかさ吊づりの檜ひ川かわ勝彦が、林の中から宗介に声をかけた。


「ここから降ろしてくれないかな。足が痛くて……ちぎれそうなんだよ。頼たのむよ」


　それを無視して、宗介は掃そう除じに専念する。


「おい、無視するなよ」


「…………」


「雇やとわれてるからって、親おや父じに義ぎ理り立てしてるのか？　だったら馬鹿げてるぜ。あのタコ親父ときたら、ひどいドケチなんだ。バイトの時じ給きゆうなんてその辺のスーパーより低いんだぜ？　もっとあんたにも払えるのに、ケチってるんだよ。なあ、聞いてるのか？」


　聞いてはいたが、宗介は答えなかった。自分は雇われているわけではない、ということも説明しない。


「家も車もボロでよ、テレビなんか二〇年前の中古品なんだぜ？　バカなジジイだ。本殿のお宝たからを売れば、もう少しマシな生活ができるってのに。だからさ、あんなケチの命令なんてシカトして──」


　そこで宗介はくるりと振り返って、林の中の勝彦を見上げた。


「お、わかってくれた？」


「いや。いま、『本殿のお宝』と言ったな。中になにがあるのか知っているのか？」


　勝彦の期き待たいした顔が一いつ瞬しゆん、曇くもった。しかし彼はすぐに思い直して、


「あ……ああ、知ってるぜ！」


「なんだ、その宝というのは」


「それは……。話してもいいけどよ、まずここから降ろしてもらわないとなあ。へっへ」


　宗介は右手を一いつ閃せんさせた。


　ナイフが空気を切り裂さいて飛ぶ。勝彦を吊り下げた縄なわが断たち切られ、彼の身から体だはまっ逆さかさまに落下した。


「ひ……あああ……ぎゃんっ！」


　ひどく背中を打ちつけて、地面に大の字になった勝彦に、宗介はのしのしと近付いていった。痛そうに腰こしをさすりながら、勝彦は身を起こす。


「す……すごい特とく技ぎだな」


「降ろしたぞ。言え」


「お宝のことか。とにかく、えらい高価なモンらしい。いくらになるか……オレもよく知らないんだけどさ、親おや父じは『売らん』って」


「ウラン。ウランだと……!?」


　宗介の顔がこわばった。


「ああ。売らんってさ。あんたもおかしいと思うだろう？」


「形は。中身を見たことはあるのか」


　宗介にがっしと肩をつかまれて、勝彦はやや当とう惑わくしながら、


「昔むかし、ちらっと見ただけだからなぁ……。こう、ポットとか樽たるみたいな形で……丈じよう夫ぶな袋ふくろに包つつんであったよ。大きさは……これくらいだったかな」


　両手でサッカーボール二つ分くらいの大きさを示してみせる。それを見て、宗介は戦せん慄りつに身を凍こおらせた。


「……ＳセＡイＤダＭムだ」


「なんだ、そりゃ？」


「破は壊かい用特とく殊しゆ原げん子し地じ雷らいの略りやくだ。遠えん隔かく起き爆ばくも可能な超小型の核かく爆ばく弾だんで、重さはわずか二〇キロ程度しかない。だがその威い力りよくは四・五キロトン──広島型原げん爆ばくの約半分の爆発エネルギーに相当する」


　ナレーション口く調ちようで、宗介は独どく白はくした。


「はあ？　なんのことだよ？」


「かつて八〇年代、米軍が東ドイツ領内にＳＡＤＭを極ごく秘ひ裏りに埋まい設せつしようとして、その作戦中に事故で数基きを紛ふん失しつした噂うわさを聞いたことがある。それが紆う余よ曲きよく折せつを経へて、あの神かん主ぬしの元に転ころがり込んだとすれば……これは……」


「おーい。大だい丈じよう夫ぶかー？」


　勝彦が宗介の目の前で片手をひらひらさせた。宗介はそれを気にもせず、厳きびしい目付きで神社の本殿を凝ぎよう視しした。


「あの本殿の中の構造が分かるか？」


「そりゃあ、少しは。でも親父が物ぶつ騒そうな防犯装そう置ちを仕掛けまくったからなぁ。危あぶなくって近づけないよ」


「俺なら突とつ破ぱできる。案内してくれ」


　言われて、勝彦はぱっと明るい顔をした。


「おおっ。あんたが来るなら百ひやく人にん力りきだ。お宝たからを売ったら七・三の分け前でどうだい？」


　宗介は『売るなど論外だ』と言いかけて、思いとどまった。ここは適当に同意しておいて、問題の核地雷を確認してから、後で説せつ得とくした方がいい。


「いいだろう。待っていろ」


　宗介は一度その場を離れると、社しや務む所しよから各種装そう備びの詰まったバックパックを持ってきた。中から衛えい星せいデータリンク機能のついた多目的ゴーグルを取り出し、作さ動どうさせる。


「行くぞ」


「お、おう」


　二人は気を引き締しめ、本殿の瑞みず垣がきを乗り越こえた。





「檜ひ川かわさん。お夕ゆう飯はん、いつごろにしますか？」


　社務所の一室、本ほん棚だなで囲かこまれた部へ屋やに入ってかなめが言った。神主の檜川は、お札ふだに参さん拝ぱい者しやの名前を書き込んでいるところだった。


「おお。そうだね、すこし早めにしておこうか。簡かん単たんなものでいいよ」


「わかりました。あと、息むす子こさんの分はどうします？」


「要いらんよ」


「でも……」


　ためらうかなめを見て、檜川はほほ笑えんだ。


「お気き遣づかいはありがたい。だがけっこう。用意する箸はしは四人分でいいからね」


「そうですか……」


　かなめは少しかしこまって、机き上じようの写真立てを見た。白黒の写真の中で、四〇過ぎくらいの上品そうな婦人がほほ笑んでいた。


「奥さんですか？」


「うん。もう一五年になるかな。癌がんを患わずらってねえ」


　さして感かん慨がいもないような声で檜川は言った。


「爾じ来らい、この神じん社じやで親一人、子一人で暮くらしてきたのだが……たしかに私は、母親の役を果はたしていなかった。叱しかることしか知らなくてね」


「はあ……」


「その報むくいが今のせがれだ。本殿の御ご神しん宝ぽうを付け狙ねらうなど──なにを考えているのやら」


　筆ふでを置き、ふうっとため息をつく。


「そのことなんですけど。あの本殿、本当に罠わなとか仕掛けてあるんですか？」


「千鳥さん。あそこに入ってはいけないと言ったはずだが」


　檜川は両目をぎょろりと動かして、かなめを凝ぎよう視しした。その迫はく力りよくに、思わず彼女は息を呑のむ。


「は、入りませんよ。ただソー……相良くんが、そーいうことを言ってたもので。本当なら気を付けなきゃなぁ、と……」


「防犯装置があるのは本当だが、勝かつ手てに入らなければ良いことだ。本殿には絶対に近付いてはいけない。いいかね？」


　断だん固ことした口く調ちようで言われて、かなめはこくこくとうなずいた。


「も……もちろんですよ。じゃあ、あたし、お夕飯の仕し度たくしますから。失礼します」


　そそくさと部屋を出ていく。背中に刺さすような視線を感じたが、彼女はあえて気付かないふりをした。


（うー……やっぱり変よね）


　かなめは思った。


（いつもは温おん厚こうな檜川さんが、本殿のことになるといきなり人が変わったみたいになるんだから。もし黙だまって本殿に入ったりしたら、クビだけじゃ済すまないかも）


　そう考えると、急に宗介のことが思い浮かんで不安になった。雑ざつ用ように追われていて、かれこれ一時間以上ほったらかしにしている。


　そろそろ様よう子すを見ておいた方がいいだろうと思い、かなめは社しや務む所しよを出ていった。





　実際、本殿の中は防犯装置の巣そうくつだった。


　専門の業者にでも依い頼らいしたのだろう。肉にく眼がんでは見えない赤せき外がい線せんレーザーの網あみと、感かん圧あつ式しきセンサーだらけの床ゆか。震しん動どう感知器や高感度マイクもひそかに設せつ置ちしてある。


　侵しん入にゆう者しやを撃退する電テ気イ銃ザーやワイヤー・ネットの発射装置、催さい涙るいガスの噴ふん霧む器きなどもあった。


　これらの警けい備びシステムだけでも、相当の予算がかかっているはずだった。


（やはり、普通ではない……）


　宗介は苦労して、それらのセンサーを一つ一つだまし、無力化し、迂う回かいできるものは迂回していった。後から続く勝彦のために、足を踏ふみ下ろしていい位置に、マジックで印を付けておく。


「印の場所以外は、絶対に踏むなよ」


「あ、ああ。わかった」


　警報機の配線をいじったりしたので、いまや本殿の床や壁かべは小さな穴だらけだった。


　彼も神かん主ぬしに直接『あれは核かく地じ雷らいだな？』と詰きつ問もんすることは考えたが、それはむしろ危険だと判断した。もし相手が追いつめられたと思い込み、隠かくし持っていた核地雷の遠えん隔かくスイッチを押したら──


（一巻の終わりだ）


　自分はもちろん、かなめも恭子も一いつ瞬しゆんで原げん子しにまで分解されてしまう。神じん社じやは消し飛び、小山の代わりにちょっとしたクレーターが生まれることだろう。それを避さけるには、ひそかに核地雷の起き爆ばく装置を無力化しなければならない。


　おっかなびっくり足を運ぶ勝彦を従したがえ、宗介は本殿の奥の部屋までやってきた。


　そっけない板の間まの中央に、簡かん素そな箱はこが二つあった。子供の背せ丈たけほどの大きな箱と、そのとなりにやや小さい箱が一つ。


「すげえな……ここまで来られたのなんて、初めてだよ！」


「静かに。それから息をはく時は入り口の方を向け」


「どうしてだよ？」


「箱の後ろにもセンサーがある。人体から放ほう射しやされる、わずかな二酸化炭素を検出する装置だ」


「……あのオヤジ。偏へん執しゆう狂きようか？」


　あきれる勝彦の袖そで口ぐちを、宗介はくいくいと引っ張った。


「問題の宝たからはどっちだ？」


「大きい方の中身はつまらない石ころだよ。小さい方だったと思うけど……」


「では、そちらから開けよう」


　宗介が膝ひざの高さに張られたレーザーをまたいだ。勝彦も後に続き、そろりとレーザーをまたごうとする。そのとき──


「ソースケ！　なにやってんのよっ!?」


　彼らの背はい後ごから、いきなりかなめがどやしつけてきた。戸口の向こう、本殿の外に立って、宗介たちをにらみつけている。


「千鳥……！」


「わわっ……」


　驚おどろいた勝彦がバランスを崩くずし、右足でレーザー光を遮さえぎってしまった。


「しまっ……」


　次の瞬間、天てん井じようから『じゃきんっ！』と黒い電テ気イ銃ザーが突き出した。


　ばしんっ!!


　先端の電でん極きよくがスパークする。宗介たちめがけて、まばゆい電光が発射された。


「ぎゃんっ!!」


　髪かみを逆さか立だたせて、勝彦は昏こん倒とうした。宗介は反射的に飛びすさり、電光を避よけた。


　……が、その動作が別のセンサーに引っかかってしまった。


　どすんっ!!


　壁かべに開いた隙すき間まから、ワイヤー・ネットが撃うち出された。今度は避けることもできず、ネットに殴なぐり付けられて、彼は反対側の壁にはりつけになった。


「くっ……！」


　たちまち警報のサイレンが鳴り響ひびく。


「あ、あれほど入るなって言ったのに、どういうつもりよ!?　これであたし、クビ確定だわ！　どうしてくれるのっ!?」


　危険なトラップに驚いたのもつかの間、かなめは泣き叫さけんだ。宗介はその場に釘くぎ付づけになって、


「事情が事情だったのだ」


「事情ですって!?　どんな事情が──」


（何事だっ!?）


　外から神かん主ぬしの檜ひ川かわの声がした。砂じや利りを踏ふみしめる足音が、本ほん殿でんへと近付いてくる。


「いかん……」


　侵しん入にゆうが知れた以上、檜川は今にも逆ぎやく上じようして、核かく地じ雷らいの遠えん隔かくスイッチを押すかもしれない。その前に、なんとしてでも核地雷を無力化しなければ……！


（こうなったら……）


　宗介は決断した。不自由な姿し勢せいのまま、胸むねの手しゆ榴りゆう弾だんを手にとって、口でピンを抜く。


「千鳥、核地雷を破は壊かいする！　君は常とき盤わを連れて、可能な限り遠くへ逃げろっ!!」


「はあ？」


「外側の容器を破壊すれば、核爆発は起きない。しかし、この境けい内だいは核物質の放射能で汚お染せんされる。逃げるんだ！」


「あのー。話がよく見えないんだけど……」


「お別れだ、千鳥。君に会えて良かった」


「あー。それはどうも。……って、なにそれ？」


　その時、戸口に檜川が現あらわれた。その顔は真っ青でこわばり、明らかになにかを恐れているようだった。もはや猶ゆう予よはない。


「さあ、逃げろっ!!」


　叫さけぶと、宗介は部へ屋やの対たい面めんの木き箱ばこめがけて、手榴弾を放ほうり投げた。


「ちょっ……！　あんたなにを──」


　かなめが血けつ相そうを変え、檜川が息を呑のみ──


　ばあんっ！


　手榴弾が爆発し、木箱が真っ二つに引き裂さかれた。


『核地雷』は破壊された。


　すぐに襲おそってくるだろう放射能を覚かく悟ごし、宗介は眼めを閉じた。死と破壊に彩いろどられた一生だったが、最後に核爆発を阻そ止しできて良かった、と彼は思った。





　しばらく眼を閉じたまま、宗介が静かに死を待っていると──


「こら！」


　壁に張り付いたままの彼の頭を、かなめがごつんと叩たたいた。防犯装そう置ちはすでに解かい除じよされたらしく、檜川氏も板の間まに入り込み、息むす子こを助け起こしている。


「なぜ逃げない。ここにいたら核地雷の放射能が──」


　もう一度、彼女は宗介の頭を小こ突づいた。


「核地雷？　放射能？　そんなものがどこにあるってのよ？　大たい切せつな御ご神しん宝ぽうを吹き飛ばして……わけわかんないこと言ってるんじゃないわよ！」


　かなめが壊こわれた木箱をびしりと指差した。核地雷の残ざん骸がいなど影も形もない。木箱の中には、一部が焼け焦こげ、穴だらけになったアルバムが数冊さつ収おさまっていた。


「あれが御神宝とやらか」


「え……？　あ、あれ？」


　かなめは首をかしげて木箱へと近づき、ぼろぼろのアルバムを手に取った。宗介もほどなく自じ力りきでネットを抜け、かなめの後ろからアルバムをのぞき込む。


「…………？」


　アルバムの写真には、リーゼントにサングラス、アロハシャツといった格かつ好こうの若者が写うつっていた。


　挑ちよう戦せん的なポーズで、似にたような感じの仲間たちとカメラに向かって笑っている。彼らはスポーツカーに箱乗りし、鉄パイプで自じ販はん機きを叩き壊し、『立ち小しよう便べんするな』と書かれた看かん板ばんの前で立ちションしていた。


「親おや父じ……これは？」


　いつのまにか意識を取り戻もどし、横からアルバムを見ていた勝彦が、檜川氏にたずねた。初老の神かん主ぬしは困こまった顔で、


「ばれてしまっては仕方がない。それは、私の若いころの写真だよ……。もう三〇年以上昔むかしになるかな」


「これが……檜川さん!?」


　かなめが愕がく然ぜんとする。


「ああ……。私も若いころは向こうみずで愚おろかだった。父親に反発し、悪い仲間と付き合って……。どうしようもないチンピラだったが、妻つまと出会い、勝彦──おまえが生まれ、真ま面じ目めに生きようと決意したのだ」


「…………」


「驚おどろいたか、せがれよ。私とて、最初から神しん職しよくに相ふさ応わしい人間ではなかったのだ。しかし──いつまでもそんな生活を続けられるわけがない。人は老おいる。生きている限りな。本当に大切なものは金きん銭せんや豊ゆかかな生活ではない……おまえがそれを悟さとった時に、このアルバムを見せてやろうと思っていたのだが……」


「と、父さん……」


「私の気持ちが、すこしは分かってくれたか」


「ああ。こんな……オレ、知らなかったよ」


「うん、うん……」


　優やさしく息子の肩を叩たたく。親子の間に、温あたたかい空気が漂ただよった。


　──が。


「……ちょっと待ってくださいよ」


　かなめがぼそりと言った。


「なんだね、千鳥さん」


「あのー。きれいにまとまりかけたところで申し訳わけないんですが。……なんだってまた、御ご神しん宝ぽうの箱にアルバムが？　本当の御神宝はどこなんです」


「うむ。もともと御神宝は、室むろ町まち期より伝わる鼓つづみだったのだが……」


「だったのだが？」


　檜川氏は遠い目をした。


「金に困こまって売ってしまった」


　かなめ一人が『がたーん！』と倒れ、ぼろぼろのアルバムをひっくり返した。


「あ、ああ……あの、あの……」


「もともと御神宝を守るために防犯装そう置ちを付けたのだが……ついつい装置に凝こってしまってね。後でとてつもない金額を請せい求きゆうされてしまったのだよ」


　宗介は『さもあらん』とばかりに、こくこくとうなずいた。


「仕方がないので、鼓を売った。箱が空からになって寂さびしかったから、代わりに人には見せられない物をしまっておいたわけだ。せっかくの防犯装置だしねえ」


「ひ、檜川さん……。『本ほん末まつ転てん倒とう』って言葉、知ってます？」


「もちろん知ってるよ。それがなにか？」


「…………」


　がっくりとしたかなめの肩を、宗介がぽんと叩いた。


「いいではないか、千鳥。核かく地じ雷らいではなかったから、俺も安心した」


「オレは……おかげで、父さんのことが身近に思えるようになった」


「うむ。私も人に見られて、むしろ肩の荷が降おりた気分だ。不ふ思し議ぎなものだよ」


　檜川親子が快かい活かつに笑い、宗介もうんうんとうなずいた。


　三さん者しや三さん様ように納なつ得とくした格かつ好こうである。


「こ、この……バチ当たりども……」


　かなめだけが一人、怒いかりと恐れと失望の入り混まじった顔で、うつむき肩を震ふるわせていた。







〈罰当たりなリーサル・ウェポン　おわり〉
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「僕ぼくたちが……僕たちが、いったいなにをしたっていうんです？」


　その男子生徒は、いまにも泣き出しそうな様よう子すで言った。弱々しい声に似に合あわず、身から体だは大きい。ぶあつい胸むな板いたが、詰つめ襟えりの制服からはちきれそうだ。


　正しよう面めん、執しつ務む机づくえに座すわる中年女性に、彼はすがるような目を向けた。


「校長先生。僕たちのクラブは……これまでずっと真ま面じ目めにやってきました。信じてください、本当です」


「それはわかっています」


　校長は重々しい声で答えた。


「ではなぜ『廃はい部ぶだ』などと？　僕たちがだれかに迷めい惑わくをかけたことなんて、ただの一度もありません。部室棟とうの修しゆう繕ぜんをしたり、グラウンドの整備をしたり、かわいいウサギたちの面めん倒どうを見たり……」


「知っています」


「地元の子供たちと遊んであげたり、孤こ独どくなお年寄りの家を訪ほう問もんしたり……」


「立りつ派ぱなことです」


「ほかにも沢たく山さんの奉ほう仕し活動をしてきました。なのに、なぜです？　僕たちにいったいどんな落ち度が？　どうか教えてください」


　彼は乞こうように言った。


「では教えてあげましょう」


　校長は深いため息をついてから、言った。


「廃部の理由。それはあなたたちが、ラヽグヽビヽーヽ部ヽだからよ」





　　　　●





　暇ひまな放ほう課か後ご。場所は生徒会室である。


　生徒会副会長の千ち鳥どりかなめは、頰ほお杖づえをついて、ぼけーっと型遅れの液えき晶しようテレビを眺ながめていた。いつもと同じ制服姿すがたに、腰まで届とどく黒くろ髪かみ、赤のリボン。


　画面には、ずいぶん昔むかしの青春ドラマの再放送が流れている。


　夕ゆう暮ぐれの海岸で涙なみだぐむ若者たち。見ているだけで、いたたまれない気分になってくるような、そういうヘアスタイルだ。そんな若者たちが、そろってラグビーのユニフォームを着ている。


『先生……！』


　目の前の熱ねつ血けつ教師に向かって、若者の一人が言った。


『オレたちが間ま違ちがってました！　先生はいつもオレたちのことを、本気で考えていてくれたのに……。許してくださいっ』


　熱血教師はうんうんとうなずき、


『いいんだ。おまえたちがわかってくれたのなら──俺おれは満足だよ』


『せ、先生～～っ！』


　歳とし若い教師は、ぶわっと泣いてすがりついてくる教え子たちの肩を優やさしくたたく。


『大だい丈じよう夫ぶだ。おまえたちなら、きっと明あ日すの試合にも勝てるさ』


『でも、先生……！』


『元気を出せ。さあ、あの夕日に向かって競走だ！』


『は……はいっ!!』


　どういう脈みやく絡らくなのかは知らないが、若者たちは一いつ斉せいに砂すな浜はまを走り出し、画面の奥へと遠ざかっていくのであった。


　つづく。


　ドラマが終わると、和田アキ子が出演する『永なが谷たに園えんの麻マー婆ボー春はる雨さめ』のＣＭが流れる。


「うーん。いい話よねぇ……」


　おもむろに腕を組み、かなめは感想を漏もらした。オリバー・ストーンかスパイク・リーの問題作でも観みたかのように、思し慮りよ深げにうなずいてみたりする。


「てんでダメな連中が、栄えい冠かんを勝ち取るこのプロセス。努力、友情、勝利ってやつよ。スポ根こんっていうのは、こうでなくっちゃ」


　したり顔でかなめは語る。すこし離れた椅い子すに座すわり、黙もく然ねんと読書をしていた相さが良ら宗そう介すけが、彼女の横顔を不ふ思し議ぎそうに眺ながめた。


「よくわからんのだが」


　例によってのむっつり顔で、宗介は言った。


「無能な連中が勝つのを見るのが、そんなに楽しいのか？」


　身も蓋ふたもない物言いである。宗介は幼おさない頃ころから海外の戦場で育ち、日本の常じよう識しきなどまるで知らない。スポ根のお約やく束そく事ごとなんかも、もちろん理解していない。


　かなめはすこしむっとした。


「ええ、そーよ。弱いけど見み所どころのある人たちが頑がん張ばってたら、応援したくなるのが人情ってもんじゃないの」


「ふむ……」


　宗介は手にしたノベルズを見下ろした。


「そういう民族性なのかもしれんな……」


「なんの話よ？」


　不ふ審しんに思ったかなめは、宗介の読んでいた本をのぞき込む。そのノベルズのタイトルは、『大逆転！　沈ちん黙もくの太平洋戦争』とあった。


「…………」


「備び品ひん係がかりの一年生に勧すすめられてな。架か空くう戦せん史しものという奴やつだ。第二次大戦で、なぜか日本軍が米軍に勝つ話らしい」


「いや、それはスポ根とはなにかが違うような気が……」


「弱い方が勝つぞ」


「まあ、それはそうだけど……」


　議論が続かない状態になったところで、部へ屋やの扉とびらががらりと開き、生徒会長の林はやし水みず敦あつ信のぶが入ってきた。


　オールバックに真しん鍮ちゆう縁ぶちの眼め鏡がね。すらりと背は高く、静かな威い厳げんが漂ただよっている。


「ふむ。待たせたかね？」


　かなめと宗介を見て、林水は言った。


「ええ、けっこう。人を呼び出しておいて、どこ行ってたんです？」


「校長室だ。折せつ衝しようがあってね」


　気取った風もなく、林水は答えた。小こ脇わきに抱かかえていた書類の束たばを、自分の執しつ務む机づくえにどさっと置いて、優ゆう雅がな動作で椅い子すに座すわる。


　背もたれをきしませると、彼は用件を切り出した。


「……さて。君たちを呼び出した用件はほかでもない。我わが校のラグビー部の問題なのだが──」


「あのー。そんなクラブ、うちの学校にあったんですか？」


「あるのだよ。あまり知られていないことなのだが」


「へえー……」


　かなめは、中国の奥地に首狩り族がいる、とでも聞いたような顔をした。


「それで、そのラグビー部がどうかしたんですか？」


「どうかしたのだよ。つまり──」


　林水は事情を説明した。


　陣じん代だい高校のラグビー部は、弱じやく小しようである。


　五〇年近い伝でん統とうがあり、二〇年前には花はな園ぞのまであとすこし、というところまで勝ち進んだこともあるのだが──ここ一〇年以上、あらゆる対外試合で一勝もあげていない。


　あまりにも成せい績せき不良で、試合への熱心さも欠けるため、先週、このラグビー部の廃はい部ぶが職員会議で決定された。


「──しかし、これは生徒会の自じ治ち権けんに対する明らかな干かん渉しようだ」


　林水は言った。


「私も職員側の決定は妥だ当とうだと思うが、やはりこういう形での廃部は避さけたい。そこで校長と取り引きして、ある条件を設もうけた」


「条件、と言いますと？」


「来週、ラグビー部は練習試合をする。強きよう豪ごう・硝がら子す山やま高校との恒こう例れい試合だ。それに勝利すれば、廃部は一年間見合わせる。負けたら即そく廃部……という条件だ」


「なるほど。で、勝つ見込みは？」


「ない。おそらく、負けるだろう」


　飄ひよう々ひようとした口ぶりで林水は言った。


「…………」


「硝子山とはこれまで四九試合が行おこなわれ、陣代が四九敗している。しかも部員は一四人しかいない。ラグビーは一チームに必要な人数が一五人なのだが……」


「ぜんぜんチャンスになってないじゃないですか」


「チャンスというのは与えられるものではない。摑つかむものだ。あとは彼ら次し第だい、ということだよ」


「まあ、それはそうでしょうけど……」


「ただ、いちおうはテコ入れをしてやろうと思う。そこで生徒会執しつ行こう部ぶから、助すけっ人との補ほ充じゆう選手とマネージャーを派は遣けんすることにした」


「は？」


　かなめは目を丸くした。


「聞こえなかったかね？　補充選手と──」


　宗介を指さし、


「マネージャーだよ」


　次に、かなめを指さす。


　彼女は、ほけっと林水の指先を眺ながめていたが、数秒後には我われに返って、


「どーして、そうなるんです!?」


　がたっと立ち上がり、抗こう議ぎした。


　林水はその反応を予期していたかのように、『さもあらん』とうなずいてみせた。


「私は明日から用があるのでね。多た自じ連れん──多た摩ま地ち区く高こう校こう自じ治ち連れん絡らく会かい──の首しゆ脳のう会議で議長を務つとめなければならない。五日間連続の退たい屈くつきわまりない集会だ。君が代わってくれるのなら、それでもいいのだが？」


「うっ……」


　その自治連絡会の会議の不ふ毛もうさは、彼女も一度出席してよく知っていた。『高校生の喫きつ煙えんをどう防ぐか』などといった、どーにもならないような議題がエンエンと繰くり返されるのだ。ましてやその議長など……！


　かなめは憮ぶ然ぜんとして、


「わかりましたよ。ったく。……ところで、ソースケ。あんたはイヤじゃないの？」


「別に。閣かつ下かには色いろ々いろと借かりがある」


　当然のように宗介は答えた。


「助かるよ、相良くん」


「いえ。お安い御ご用ようです」


　なぜかこの二人の変人の間には、奇き妙みような信しん頼らい関係があるようだ。感かん傷しよう的な『友情』やら『絆きずな』やらとは違う──強しいて言うなら『共シン感パシー』だろうか。ある分野に秀ひいでた者同士の持つ、利害を超こえた敬意が成立しているのだ。


　女の子同士だと、あんまりこうはいかないだろうなぁ……と、かなめは思った。


「では二人とも、ラグビー部に出しゆつ向こうしてくれたまえ。それと千鳥くん……これを持っていくのだ」


　林水は机つくえの下から、黄こ金がね色いろの大きなヤカンを引っ張り出した。


「これは？」


「女子マネージャーの必ひつ須すアイテムだ」


「…………」


「それからもう一つ。美しい脚きやく線せんだとは思うが──」


　彼は腕組みして、かなめのすらりとした脚あしをしげしげと眺ながめた。決していやらしい視線ではなく、なにか場違いなものに難なん色しよくを示すような目付きだった。


「な、なんです？」


　かなめは思わずすそを押さえた。


「スカートの丈たけが短すぎるな。およそ女子マネージャーたるもの、スカートの丈は膝ひざより下と相そう場ばが決まっている」


「それって、スゴい偏へん見けんでは……？」


「偏見ではない。こだわりと美学だよ。君も大おと人なになればわかる」


「いえ。……一生わかりたくありません」


　そう言ってかなめは立ち上がった。


　


　けっきょくかなめは家か庭てい科か室で、丈の長いスカートを借かりた。さっさと着き替がえてヤカンをたずさえ、体育系クラブの部室棟とうへと向かう。


「千鳥。君はラグビーというスポーツを知っているのか？」


　並んで歩く宗介がたずねた。かなめは小こ首くびを傾かしげてから、


「いや、あんまり。暑あつ苦くるしい男たちが泥どろだらけになって、組んずほぐれつすることくらいしか知らないなぁ……」


「つまり、格かく闘とう技ぎか」


「いや、いちおうボールは使うみたいだけど。にしても……う～～。やだなぁ」


　宗介は、露ろ骨こつに気の進まない様よう子すの彼女を見て眉まゆをひそめた。


「なぜそこまで嫌いやがる？　昔むかし、ラグビー選手に捕つかまって、きびしく拷ごう問もんされた経けい験けんでもあるのか？」


「どこの秘密警察よ、それは？　……まあ、戦争ボケのあんたには、ピンとこないかもしれないけどね。なんというのか……クサそうじゃないの」


　かなめにも偏見はあった。ラグビーというと、とにかく汗あせ臭くさく、男臭いイメージがつきまとう（そしてそれはおおむね正しい）。


「ごっつ～～い兄ちゃんたちが、きったならし～～い部室でスシ詰づめになって。もう、近付いただけで妊にん娠しんしちゃいそうな感じで」


「そうなのか」


「ん。きっとそーよ」


　かなめは決め付けると、部室棟の一角、ラグビー部の部室の前に立った。


　すこしためらってから、ノックする。


「はい」


　扉とびらの向こうから弱々しい返事。


「あのー、ですね。生徒会から来たんですけど。練習の手伝いを仰おおせつかりまして」


「あ……これはどうも」


　扉が開き、大おお柄がらな生徒が姿すがたを見せた。ごつい容よう貌ぼうではあったが、清せい潔けつ感かんのある、こざっぱりとした青年だった。


「千鳥さんと相良さんですね。話は林水先せん輩ぱいから聞いています。僕たちに力を貸かしてくれるそうで……とても感かん謝しやしています」


「いえ、まあ」


「がんばって硝がら子す山やまとの試合に勝ちましょう。……あ、申し遅れました。僕は部長の郷ごう田だ優ゆうです。どうぞよろしく」


　そう言って、郷田優は二人を部室に招まねき入れた。


「さあ、どうぞ。汚きたないところですが……」


「はあ……」


　郷田の言葉とはうらはらに、部室はとてもきれいだった。


　隅すみ々ずみまでがていねいに清せい掃そうされている。木もく目め調の調ちよう度ど類るいと籐とう家具に、いくつもの観かん葉よう植物。壁かべには印いん象しよう派はの絵かい画がの絵え葉は書がきが、上品に散りばめられていた。部へ屋やの照しよう明めいは明るく柔やわらかく、いる者の心を和なごませる。


　何人かの部員たちが、清潔なテーブルを囲かこんで座すわっていた。彼らはかなめと宗介を見て、友好的なほほ笑えみを浮かべた。


「……あの、ここ、ラグビー部よね？」


「そうですが。それがなにか？」


「でも、だって……」


　泥どろだらけの縞しまジャージは？　汗あせだくの男たちは？　なぜこの部屋には、ほのかなラベンダーの香かおりが漂ただよっているのか？


「まあ、おかけになってください。お二人とも、お茶はいかがですか？　肩かた凝こりと腰よう痛つうに効きくハーブ・ティーがあるんですよ」


「あ、あの……」


「いま部員の者を、駅前のコージーコーナーに買い物に行かせてます。あそこのガトー・ショコラがおいしいんですよ。なあ、みんな？」


「そうそう」


「楽しみだなぁ、うふふ……」


　ラグビー部員たちはにこにこと笑って、うなずいた。席に座って啞あ然ぜんとするかなめの肩を、宗介が横からつついた。


「いい場所ではないか」


「それは認めるけど……」


「ラグビーか。きっと平和なスポーツなのだろうな」


「なにかが違う……」


「わあっ！」


　お茶をいれていた郷田が、いきなり小さな悲ひ鳴めいをあげた。その声に反応し、拳けん銃じゆうを引き抜いた宗介が飛びかかってくるのを、かなめはひらりとかわした。


　宗介は宙ちゆうを泳ぎ、ポインセチアの鉢はちに頭から突っ込んで沈ちん黙もくする。


「やあ、危あぶない。大だい丈じよう夫ぶですか？」


「気を付けて。怪け我がをしたら大変ですよ」


　脳のう天てんからぶすぶすと煙けむりをあげる宗介を、部員たちが心配そうにのぞき込む。一方のかなめは何事もなかったかのように、


「どうしたの、郷田くん？」


「い、いえ。クモがいたものだから、ついびっくりして……」


　見ると、小指の爪つめほどのサイズのクモが、壁かべをさかさかと這はっていた。


「…………」


「ど、どうしましょう、千鳥さん。部屋の中にいられると恐こわいし、でも殺すのはかわいそうだし……」


「……本気で困こまってるみたいね」


　あたふたとする郷田を見て、かなめは深いため息をついた。





　翌日から硝がら子す山やま高校との試合に向けた練習がはじまった。


　まったく、陣代高校ラグビー部の軟なん弱じやくさときたら、もはや天てん然ねん記念物級ですらあった。


　一四人の部員たちは総じて大おお柄がらで、脚きやく力りよくもあり、見るからに頑がん丈じようそうなのだが──とにかく気が弱い。


　着き替がえる時は扉とびらにしっかり鍵かぎをかける。


　ボールを生まれたての赤ん坊のように扱あつかう。


　練習の前には全員でグラウンド中を歩き回り、直径五ミリ以上の小石を見つけたら取り除のぞく。転ころんだ時に危ないからである。


　パスの練習をする時は、互たがいに何度も声をかけ合い、万一にもボールを相手の顔にぶつけたりしないよう、細さい心しんの注意を払う。


　タックルの練習はしない方ほう針しんである。


「……どうして？」


　夕ゆう暮ぐれ時のグラウンドで、かなめが郷田にたずねた。


「だって、危ないじゃないですか。走っているところに飛びかかるなんて」


　郷田は当然のように答えた。


「……こ・ん・な・調子でやってたら、いつまでたっても強くなれないわよっ!!」


　イライラが頂点に達して、彼女は叫さけんだ。ヤカンとハリセンを振り回し、ラグビー部員たちに食ってかかる。


　郷田はたちまち泣きそうな顔をした。


「そ、そんなこと言われても……。僕たちはこれまで、ずっとこうやってきたんです」


「だから負けてばっかりなんでしょっ？　もっとシャキっとしなさい、シャキっと！　男でしょ、あんたたちは!?」


　ラグビー部員たちは顔を見あわせ、


「千鳥さん、その発言はおかしいです」


「そうですよ。いまの社会は男女平びよう等どうのはずだ」


「『男らしく』『女らしく』という考え方が、不当な差別の温おん床しようになっているのに」


　だのと、口々に反論した。
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「こ、こいつらは……」


　かなめは肩をわなわなと震ふるわせて、


「ちょっとソースケ!?　あんたもなんか言ってやりなさいよ！」


　グラウンドの隅すみで、ルールの勉強をしている宗介に向かって叫ぶ。ちなみにテキストは吉よし田だ聡さとしの『ちょっとヨロシク！』だった。


「ん。怪け我がをしないようにな」


　漫まん画が本ぼんから目も離さず、彼は答えた。カロリーメイトのフルーツ味を、ぽりっとかじって、もぐもぐする。


「あー、もう。……とにかく、練習試合まであと一週間なのよ？　硝子山高校に負けちゃったら、廃はい部ぶだっていうのに。それでもいいわけ、あんたたちは？」


「そ、それは……」


　郷田は口ごもった。


「もちろん廃部はいやです。でも、人を傷つけるのもいやだし……」


「傷つけるんじゃなくて、試合に勝つだけよ。部の存そん続ぞくがかかった正しよう念ねん場ばなんだから、覚かく悟ごを決めなさい！　さあ、気合いを入れて練習練習っ！」


　それなりに自分の役目を果はたすべく、かなめはハリセンでヤカンを叩たたき、部員たちを叱しつ咤たする。


「は、はい。それじゃあ、みんな、スクラムの練習をしよう」


「よろしい」


　郷田たちの巨体を考えれば、力がものをいうスクラムの強化は賢けん明めいな選せん択たくだ。


　が。


　ラグビー部員たちはグラウンドの一角に集まって、おもむろに円えん陣じんを組んだ。それからみんなでうつむいて、それぞれ胸むねの前で手を組み、静かに目を閉じる。


「…………？」


　かなめがいぶかしんでいると、郷田がぶつぶつとなにかの文もん句くをつぶやき出した。なにやら厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きである。


　三分近くはそうしていただろうか。


「……あのー。なにやってるの？」


　かなめが遠えん慮りよがちにたずねると、瞑めい目もくしていた一同が、すうっと顔をあげた。


「スクラムの練習の無ぶ事じと成功を、神に祈いのっているんです。そうしないと不安で……」


　郷田が真ま面じ目めな声で言った。





　日にち没ぼつ後の商しよう店てん街がい。ぞろぞろと入ったハンバーガー屋で──


「こりゃもう、絶ぜつ望ぼう的ね」


　かなめは不ふ機き嫌げんな声で言った。雁がん首くびそろえたラグビー部員たちが、周囲の席でしゅんとしている。


「で、でも。僕たちだって一生懸けん命めいなんです」


　郷田が弱々しく言った。


「あれを『一生懸命』なんて言うんだったら、コアラの一生だって壮そう絶ぜつに見えちゃうわよ。なんとゆーのか、もう、闘とう志しゼロ？　スポーツっていうより、単なる傷の舐なめ合いね」


「ひどい……。それに、コアラはああ見えて気の荒い動物なんですよ？」


「どーでもいいわよ、そんなこと」


「し、しかし──」


「理り屈くつを言わない！　行動であたしを納なつ得とくさせてみなさいよ！」


　かなめはいきなり立ち上がると、隅すみっこに座すわった宗介を『びしっ』と指さした。


　彼は相変わらず、むっつりと漫まん画が本ぼんを読みふけっていた。


「見なさい。彼だってルールを覚おぼえようと必死になってるのよ!?　自分にできることをやろうとしてるの。どれだけ苦しくても！　そうでしょ、ソースケ？」


　宗介はやはり漫画から目を離さず、


「ん。なかなかうまいぞ」


　言ってから、Ｍサイズのコーラをストローでずるずるとすすった。


「…………」


「そこはかとなく、満ち足たりた様よう子すに見えますが……」


「なんか今回はマイペースなのよね、あいつ……」


　かなめが肩を落とし、席に座り直したところで──


「くっ……はーはっはっはっはっ!!」


「ヒャハハハハハハハっ!!」


「ぐわっはっはっはっはっ!!」


　大おお勢ぜいの笑い声。振り向くと、かなめたちから離れた喫きつ煙えん席せきで、大おお柄がらな男たちがこちらを見てにやにやしていた。顔が傷きず痕あとだらけだったり、前歯がなかったり……それが総勢で一〇名あまり。着き崩くずしたブレザー姿すがたである。


「だれ……？」


「あ、あれは……硝がら子す山やま高校のラグビー部」


「あれが？　へえ……強そうね、やっぱ」


　かなめが素す直なおに感心していると、硝子山高の男たちはがたがたと席を立ち上がり、陣代の面めん子つを取り囲かこんだ。


　リーダー格とおぼしき角かく刈がりの男が、下げ卑びた笑顔で彼女を見下ろす。


「なあ、お嬢じようちゃん。こんな屁へみたいな連中に説せつ教きようたれても無む駄だだぜ。骨の髄ずいまで負け犬根こん性じようが染しみ付いてるんだからよ」


　こういう場合は『そんなことないわ！』とか言うべきだったのだろうが、


「……いや、まったくその通りね」


　などと、かなめは思わず同意してしまった。


「強きよう豪ごう同士だった時代からの伝でん統とうでよ、ずっと練習試合に付き合わされて──俺たちも迷めい惑わくだったわけ。わかる？」


「うん。わかる」


「それも来週で終わりだけどな。俺たちがこいつらをぶちのめし、有ゆう終しゆうの美を飾かざってやろうじゃねえか」


「それはどうも」


「ま、クズはなにやってもクズってことよ。なあ？　うわっはっはっは」


「はっはっは」


　かなめと男たちは豪ごう快かいに笑った。


　郷田たちはその場でうなだれ、みるみる小さくなっていく。中にはさっそく涙なみだぐんでいる者までいた（宗介は相変わらず漫画を読んでいた）。


「物分かりがいいな、お嬢ちゃん」


「いえいえ。人並なみに分ふん別べつがあるだけです」


「気に入ったぜぇ。こいつらといても時間の無駄だろ？　これから俺たちと、どっか遊びにいかねえ？」


「それはダメ」


　笑顔のまま、かなめはあっさりと答えた。


「そんなこと言わずによ。いいカラオケ屋、知ってんだ。楽しませてやるからさ……」


　角刈りの男は、かなめの肩に手を回した。


「あー。えーとぉ……」


「なあ。いいじゃんか。な、な？」


　さすがにかなめも嫌けん悪おを覚おぼえた。


「手をどけてくれません？　なんとゆーのか……あたし、ムツゴロウさんじゃないし、ゴリラと遊ぶ趣しゆ味みないのよ」


「ゴリラ？」


　男はきょとんとした。


「俺のこと言ってんのか？」


「そう。聞けばルワンダじゃ、内戦のせいで絶ぜつ滅めつ寸すん前ぜんらしいですよ。こんなところに棲せい息そくしてるなんて、驚おどろきよねぇ。あはははは」


「わ……わっはっはっは」


「はっはっはっは」


　かなめとゴリラ男はひとしきり笑った。それから一秒、沈ちん黙もくして──


「このアマ……！」


　激げき怒どした男が、かなめの腕を力任まかせにねじ上げようとした瞬しゆん間かん、一枚のトレイが高速回転して飛んできた。角かどが男のこめかみに『かつんっ！』と突き刺ささる。


「がっ……」


　巨体がよろめき、ずしんと倒れた。


「ミーティング中だ。向こうへ行け」


　トレイを投げた宗介が言った。


『や……やんのか、コラぁっ!?』


　硝がら子す山やまのラグビー部員たちが、たちまち臨りん戦せん態たい勢せいに移る。腰こしの後ろ、ホルスターの位置に手をのばした宗介に、かなめが叫さけんだ。


「銃じゆうはダメっ！」


　宗介が凍こおり付く。郷田たちが縮ちぢこまる。男たちが殺さつ到とうする。


　大だい乱らん闘とうが開かい幕まくした。





　その五分後──


「楽しみにしてっからなっ！　逃げんじゃねえぞっ!?」


　ハンバーガー屋からの去り際ぎわに、硝子山高校の面々は怒ど鳴なった。


　半数はふらふらとよろめき、残りの半数は意い気き揚よう々ようと、めちゃめちゃになった店を出ていく。一方的に郷田たちを痛めつけた連中と、素す手での宗介一人にのされた連中との明暗が、くっきりと分かれた格かつ好こうだ。


　いちおう、乱闘は引き分けという形だったが──郷田らラグビー部員たちは例外なくボコボコにされていた。


　その場に立っているのは宗介と、ひたすら店中を逃げ回っていたかなめだけだ。


「あー、おもしろ恐こわかった……」


　肩で息して、かなめはつぶやいた。


「怪け我がはないか、千鳥？」


「うん。全然」


　けろっと答える。彼女は自分が宗介にぴたりと寄り添そっていたことに気付いて、さりげない足取りで彼から離れた。


「それにしても気の荒い連中ねー。ちょっとからかっただけなのに。みんな、大だい丈じよう夫ぶ？」


　床ゆかに這はいつくばった郷田たちを、かなめは心配そうにのぞき込む。


「ぼ、僕たちが……僕たちが、なにをしたっていうんですっ!?」


　郷田の声は号ごう泣きゆうに近かった。


「硝子山高校ラグビー部……なんて人たちだろう！　僕らが必死になって平和を説といたのに……。それを、それを、ぶつなんて！」


「せめて『殴なぐる』と表現しなさいよ……」


「千鳥さん。僕はいま、はじめて『悔くやしい』という気持ちが分かったような気がします。このままでは終われない。そう、僕は彼らに勝ちたい……！」


「そ、そうだ。僕も悔しい」


「ぐすっ。勝ちたいよぉ……」


「廃はい部ぶはいやだよぉ……うっうっ」


　涙なみだと鼻はな血ぢで顔をくしゃくしゃにした部員たちが、郷田の言葉に同調した。


　すこしは前向きになったのかしら、とかなめは思った。しかしこの体ていたらくでは、とうていあの荒くれ男たちに勝つことなど……。


　そこで。


「それほど勝ちたいのか」


　宗介が言った。


「も、もちろんです。僕たちだって、人間なんだ」


「本気で勝ちたいんだな？」


「ええ。このままじゃ、このままじゃ……」


　すすり泣く郷田。


　宗介はひざまずき、彼の肩に手を置いた。


「それなら、俺が鍛きたえてやる」





　四日後の日曜日。


　秩ちち父ぶ多た摩ま国立公園、鷹たか丸まる山やま。東京都の最さい果はて、山やま梨なしとの県けん境ざかいのあたり。


　深く、切れ目のない針しん葉よう樹じゆの森と、険けわしい斜しや面めん。頼たよりない登と山ざん道どうもあるにはあるが、それ以外の人造物などほとんどない。


　春はまだ遠く、大気は冷たい。


「カナちゃん……ほんとにこの道でいいの？」


　かなめの友人、常とき盤わ恭きよう子こが疲つかれた声でたずねた。とんぼメガネにおさげ髪がみ。ダウンジャケットにハイキング・ブーツ姿すがただ。


「たぶん。このあたりのはずなんだけど」


　同じくハイキング姿のかなめが答えた。手には携けい帯たい式のＧＰＳ搭とう載さい型デジタル・マップ。宗介からの借かり物である。


「こんな山で特とつ訓くんだなんて。ボール投げるような場所もないじゃない」


「そうよねぇ……。学校もサボって、なに考えてるんだか」


　宗介とラグビー部員たちは、三日前からこの山さん中ちゆうで合がつ宿しゆくをしている。かなめはその合宿をパスしたが、きょうは日曜日なので様よう子すを見に来たのだった。


　そのとき──


　静かな森の中に、鋭するどい罵ば声せいが響ひびき渡った。


「このクズどもめっ。トロトロと走るんじゃないっ」


「あ……」


　木々の向こうに、郷田ほかラグビー部員たちの姿が見えた。野や戦せん服ふく姿で、どでかい丸太をかつぎ、よろよろと走っている。


「まったく、なんたるザマだ！　貴き様さまらは最低のうじ虫だっ！　ダニだっ！　この宇宙で、もっとも劣おとった生き物だっ！」


　彼らを罵ば倒とうするのは宗介である。同じく野戦服姿でメヽモヽ帳ヽを片手に、ラグビー部員たちと並へい走そうしている。


「ひい……はあ……」


「し……死んじゃうよ……」


　ラグビー部員たちは泥どろと汗あせと涙なみだにまみれ、疲ひ労ろうと恐きよう怖ふで顔を歪ゆがませていた。


「いいか、くそ虫どもっ！　俺の楽しみは貴様らが苦しむ顔を見ることだ！　じじいの●●●●みたいにひいひい言いおって、みっともないと思わんのか、この●●の●め!?　●●が●●たいなら、この場で●●●を●ってみろっ！　●●持ちの●●どもっ！」


　宗介はときおりメモ帳に目を落としながら、『教育上、不適切な表現』を機き関かん銃じゆうのように連発する。それを聞いたかなめと恭子は啞あ然ぜんとして、次に顔を赤くした。


「相良くん、おげれつ……」


「っていうか、意味わかって言ってるのかしら……？」


　そこで、ラグビー部員の一人が転てん倒とうした。丸太を放ほうり出し、冷たい地面に身を投げ出す。


「も、もう駄だ目めだ……」


　四つんばいになってあえぐ部員の前に、宗介が立ちはだかった。


「どうした石原、もうギブアップか」


「ぜえ……ぜえ……」


「しょせん貴様の根こん性じようなど、その程度のものだ。家に帰って、おまえが大好きな広●涼子とやらの写真を抱いて寝るがいい」


「くっ……」


「もっとも、おまえのような腰抜けが惚ほれてるアイドルのことだ。さぞや救いようのないあばずれなのだろうな」


　宗介の仮か借しやくない言葉に、部員はくわっと目を見開いた。


「ひ……広●の悪口を言うなぁっ!!」


　涙目で殴なぐりかかってきた彼を、宗介は『がっ！』と脚あしで蹴けり払った。


「うぐぅっ……！」


「何度でも言ってやる。広●涼子はあばずれだ。ちがうと言うならガッツを見せろ！　丸太をかついであと一〇往おう復ふくだっ！」


「ち、ちくしょう……！」


　よほどそのアイドルを愛しているのだろう。その部員は泣きながら、転ころがった丸太に這はっていく。ほかの部員たちは、必死の形ぎよう相そうで斜しや面めんを駆かけのぼる。


　宗介は厳きびしい目付きで彼らを眺ながめてから、かなめたちのそばに歩いてきた。


「二人とも。道に迷まよわなかったか」


　うってかわって落ち着いた声で、彼は言った。


「うん。それにしても……あんた、なんて下げ品ひんなコト口走ってるのよ？　なんなの、そのメモは？　見せなさい」


　宗介が持っていたメモ帳を、かなめは取り上げた。ありとあらゆる罵ば詈り雑ぞう言ごんが書き込まれたメモ帳の表紙には、『マオお姉さんの海かい兵へい隊たい式ののしり手帳（新しん兵ぺい訓くん練れん編）／照てれずに力いっぱい叫さけんでみようね[image: ]』とあった。


「…………。あの人は……」


「問題ない」


「……だいたい、こんなので効果あるの？」


「気き迫はくと自信はつく。彼らの弱さは技術以前の問題だ」


「まあ、そうだろうけど……。ところで、お腹なかすいてない？　キョーコとおにぎり作ってきたんだけど」


「そうそう、たくさんあるよ。オカカとシャケと梅うめ干ぼしと……」


　やおら明るい声で、恭子がリュックからアルミホイルの包つつみを次々に取り出す。だが宗介はそれを見て、なぜか難むずかしい顔をした。


「ふむ……」


「どしたの、相良くん？　もしかして、もうお昼ご飯はん、食べちゃった？」


「いや。上等な食事を与えて良いものかどうか、考えてな」


「もう……。わざわざ早起きして作ってきたんだから。『要いらない』なんて言わないでよ」


「……そうだな」


　宗介はうなずくと、斜しや面めんを往おう復ふくするラグビー部員たちに向かって叫んだ。


「よろこべ、ブタどもっ！　マネージャーが食事を持ってきた！　三二時間ぶりのメシだぞっ！　終わった者から食ってよし！」


　部員たちは一度立ち止まり、その目をぎらりと光らせると、いきなり猪いのししのように猛もうスパートをかけた。


『三二時間……？』


　かなめと恭子はあっけにとられ、異い口く同どう音おんに言った。


「そうだが。やはり、もう少し飢うえさせた方がいいだろうか？」





　試合当日、世せ田た谷がや区のラグビー場──


　空はどんよりと曇くもり、いまにも雨が降ってきそうだった。季き節せつ外はずれの雷らい鳴めいが、遠くでごろごろと轟とどろいている。


　グラウンドには硝がら子す山やま高校ラグビー部の面々。強きよう豪ごうニュージーランド・チームを彷ほう彿ふつとさせる、黒一色のユニフォームである。


　陣代高校チームの姿すがたは見えない。かなめと恭子がグラウンドの隅すみに立っているだけだ。


「はん。逃げちまったんじゃねえのか？」


　例のゴリラ男が言うと、周囲の男たちがげらげらと笑った。


「うー、それはないと思うけど──」


「あ……カナちゃん、来たよ」


　競きよう技ぎ場じようの入り口に、一五人の男たちが現あらわれた。宗介と郷田たち陣代高校チームだ。山から直接来たらしく、全身が泥どろだらけ、生なま傷きずだらけだった。


「待たせたな」


　先頭の宗介は言うと、どでかいバックパックを地面にどさりと落とした。


　郷田たちは無む言ごんだ。ひどく憔しよう悴すいして見えたが、目だけがぎらぎらと異い様ような光を放はなっている。彼らは背せ筋すじを反そらし、ゆっくりとグラウンドを睥へい睨げいした。


「あのー、郷田くん。だいじょぶ？」


「はっ。自ヽ分ヽは大だい丈じよう夫ぶであります」


「じ…………自分？」


　かなめがぽかんとしていると、その場に硝子山高校の選手たちが近付いてきた。


「よく来たじゃねえか」


　ゴリラ男が言った。


「覚かく悟ごしな。どうせきょうで廃はい部ぶだ。全員病院送りになっても、別に困こまらねえだろ？」


「…………」


「ひとり残らず腕をへし折ってやる。泣いてもわめいても許ゆるさねえ。いいな？」


　郷田たちはおびえた様よう子すもなく、ただ胸を張って相手チームをにらんでいるだけだった。


「はじめるぞっ！」


　審しん判ぱんが叫さけんだ。硝子山の選手たちは自じ陣じんへと去っていく。


「よし。戦せん闘とう準備だ」


　宗介が言うと、一同はその場で野や戦せん服ふくを『ばっ！』と脱ぬいだ。その下から、ぴかぴかのユニフォームが現れる。紅こう白はくの横よこ縞じまジャージの胸むねには、陣代高校の校章が燦さん然ぜんと輝かがやいていた。


　一いつ矢し乱れず整列し、直立不動の姿し勢せいをとった郷田たちの前を、同じくユニフォーム姿の宗介が行き来する。


「いまこの時をもって、貴き様さまらはウジ虫を卒そつ業ぎようする。貴様らはラガーマンだ」


『サー、イエッサーっ!!』


　地も割れんばかりの声で、郷田たちがこたえた。


「さて……貴様らはこれから、最大の試し練れんと戦う。もちろん逃げ場はない。すべてを得るか、地じ獄ごくに落ちるかの瀬せ戸と際ぎわだ。どうだ、楽しいか？」


『サー、イエッサーっ!!』


「いい声だ。では……」


　宗介は力強くうなずくと、ぴたりと立ち止まった。すこし間まを置いてから、彼らに向かって声を張り上げる。


「野や郎ろうども！　俺たちの特とく技ぎはなんだっ!?」


『殺せっ!!　殺せっ!!　殺せっ!!』


「この試合の目的はなんだっ!?」


『殺せっ!!　殺せっ!!　殺せっ!!』


「俺たちは学校を愛しているか!?　ラグビー部を愛しているかっ!?　クソ野郎ども!!」


『ガンホー!!　ガンホー!!　ガンホー!!』


「ＯＫ！　行くぞっ!!」


　陣代高校ラグビー部は、フィールドに向かって突とつ進しんしていった。


　取り残されたかなめと恭子は、その場で呆ほうけたように棒ぼう立だちするばかりだった。


「これって一種の悪質な洗せん脳のうだよね……」


　恭子がぽつりと言う。


「それもそうだけど……。ソースケ、本当にルールとか分かってるのかしら？」


　かなめの懸け念ねんは正しかった。





　試合開始直後。


　スクラムから飛び出したボールを、郷田が拾ひろって宗介にパスした。たちまち硝がら子す山やまのフォワード陣じんが、宗介めがけて殺さつ到とうする。


「くたばれやぁっ!!」


　先頭には例のゴリラ男。敵てき意いむき出しで、重戦車のように突っ込んでくる。


「軍ぐん曹そう殿どの、パントです!!」


「なんだ、それは」


「キックですっ!!　キックっ!!」


「了りよう解かい」


　次の瞬しゆん間かん、宗介は跳ちよう躍やくした。牛うし若わか丸まるかクライング・フリーマンのように滞たい空くうして──


　かっ!!


　宗介の飛び蹴げりが、ゴリラ男の顔がん面めんに炸さく裂れつした。男は一度大きくのけぞり、それから二度、三度とよろめいて……フィールド上に轟ごう沈ちんした。


　背中を反そらし、痙けい攣れんするゴリラ男。


「次はだれだ？　前に出ろ」


　宗介は不ふ敵てきにつぶやく。


　その場に突進してきたかなめがハリセンを振り下ろし、同時に審しん判ぱんが『退場っ!!』と叫さけんだ。


「………………」


　かなめに腕を引っ張られ、宗介がとぼとぼと下がっていく。


　フィールドは静せい寂じやくに包つつまれていたが、やがて郷田が狂きよう暴ぼうな叫び声をあげた。


「う……うおぉおぉおぉっ!!　軍曹殿が目にもの見せたぞっ!!　野郎ども、あとに続けぇっ!!」


『おぉうっ!!』


　大気を震ふるわす鬨ときの声。


　硝子山の選手たちが青ざめ、そろって半歩、後あとずさった。
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　中国に『殺シヤー一イー[image: ]ジン百パイ』という言葉がある。


　一人を無む残ざんに殺して、百人の敵に警けい告こくするという意味だ。宗介の暴ぼう挙きよは、図はからずも同じ効果をもたらした。


　要するに、硝子山の選手たちはビビりまくったのである。


　おびえた兎うさぎを狩ることなど、狼おおかみとなった郷田たちには造ぞう作さもないことだった。なにしろ『死ぬつもり』ではなく、『殺すつもり』でプレイしているのである。タックルで押しつぶした相手が泡あわを吹いているのを見て、『くそっ、生きてやがる』などと吐はき捨すてるほどだ。


『悪質な反則』で、宗介に続いて四名もの退場者が出たが、相手チームの負ふ傷しよう退場者はその倍に上のぼった。気き迫はくに負けて、硝子山はペナルティ・キックさえものにできない。


　そんなわけで六〇分の試合後──


　陣代高校ラグビー部は、硝子山高校に圧あつ勝しようした。


「これほど残ざん虐ぎやくで悲ひ惨さんな試合を、私はかつて見たことがない」


　と、審判は後のちに述じゆつ懐かいしたりした。


　花はな園ぞのの常連・硝子山高校はこの敗戦のショックから立ち直れず、以後長期にわたって成せい績せき不ふ振しんが続くことになる。また、この試合は『二ふた子こ玉たま川がわの悪あく夢む』として語り継つがれ、しばらくの間、高校ラグビー界では陣代高校が恐きよう怖ふの代名詞となった。


「……でも、これでいいの？」


　試合後、勝利の雄おたけびをあげて猛たけり狂う郷田たちを眺ながめて、かなめがつぶやいた。


「一週間前は『だれも傷つけたくない』なんて言ってたのに。なんか、あたし悲しい」


「うむ」


　宗介がうなずいた。


「戦いとはいつも空むなしい。彼らは身をもってそれを俺に教えてくれた」


「……あんたね。きれいにまとめてんじゃないわよっ！」


　かなめは宗介の頭をはたき倒す。


　一方の郷田たちは──縮ちぢこまって震ふるえる敗戦チームを罵ば倒とうしまくっていた。


「終わりか、このクソッタレどもが!?　さあ立て、もう一度勝しよう負ぶしてやる！　ガッツを見せてみろ、●●●●野郎！　貴様らは●●くさい●●●にも劣おとった●●だっ!!　悔くやしいかっ!?　悔しかったら俺たちの●●●を──」







〈やりすぎのウォークライ　おわり〉





















　一いち途ずなステイク・アウト










　中学校の卒そつ業ぎよう式しきのあと。


　だれもいない部室に、彼女は一人で立っていた。床ゆかに転ころがったままのバスケットボール。ぼろぼろのシューズが、からっぽのロッカーにひっかけてある。


　彼のロッカー。もう卒業してしまった、先せん輩ぱいのロッカー。四月からは遠くの高校に行く、先輩の──


（なにやってるんだろ、あたし……）


　その場に突っ立って、彼女は思った。


　先輩は、もうここには来ないのに。いまごろは他の仲間や、ファンの女子に囲かこまれて、校門を出ているころだ。その輪の中に、自分の居場所はない。


　けっきょく、一ひと言ことも話せなかった。『卒業おめでとうございます』とも、『あたしは元気にやっていきます』とも──


『好きです』とも。


　彼女はロッカーの縁ふちに指を這はわせ、ため息をついた。


　もう帰ろう。そう思ったとき、部室の扉とびらが開いて、いきなり彼が現あらわれた。


「……先輩？」


「やっぱりいた」


　そう言って、彼は笑った。


「みんながいる場所には、絶対いないと思ってたんだ。千ち鳥どりはへそ曲がりだからね」


「わ……悪かったですね。どうせあたしはへそ曲がりのヤな子ですよ……！」


　彼女は頰ほほを膨ふくらませてそっぽを向いた。彼の前で、いつもそうしてきたように。


「でも、いてくれて良かったよ。最後に、どうしても会いたかったからね」


「え……」


　驚おどろく彼女を前にして、彼はきまりが悪そうな顔をした。


「おかしいかな？」


「いえ……別に。おかしく……ないです」


　長い沈ちん黙もくが訪おとずれた。彼女はなにを言うべきか分からなかった。さっきまでは、言いたいことが山ほどあったはずなのに。


「せ、先輩……？」


「な、なんだ？」


「あたし……その……先輩と……」


　声が出ない。勇気が出せない。


　けっきょく、彼女は逃げてしまった。うって変わって明るい声で、間まが保もたないのを取り繕つくろうように、


「き……記念撮さつ影えいしません？　せっかくだし。あたし、カメラ持ってるんです」


「あ……いいよ」


「じゃあ……ここで」


　彼女は机つくえの上にカメラを置いて、タイマーをセットした。それから彼のとなりに走って、ちょこんと並んだ。


　カメラのフラッシュが光った。


　二人は離れ、そこに別の部員がやってきて、彼女は礼を言って、部室を去り──


　彼は過か去この存在になった。





　　　　●





「あー、授業中だぞ、私し語ごはやめなさい……!!」


　がやがやと騒さわぐ四〇名を前にして、その数学教師は声を張り上げた。


「えー……。静かにしろ！」


　生徒たちは、わいのわいのと喋しやべり合い、きのう観みたドラマのことやら、不ふ倫りんが発はつ覚かくした局アナの話題やらで盛もり上がる。


　小こ柄がらで風ふう采さいもあがらず、話も退たい屈くつな彼の授業は、いつもこの調子だった。


「ここ試し験けん範はん囲いなんだけどね……！」


　それでも私語と雑談の嵐あらしはやまない。


「このクラスはどうなっとるんだ!?　私を馬ば鹿かにして！　え？　まったく……！」


　教きよう諭ゆはだだっ子のように地じ団だん太だを踏ふむ。


「あのー。もう一度、あたしが注意しましょうか？」


　学級委員の千鳥かなめが言った。


　いつもと同じ制服姿すがた。ロングの黒くろ髪かみの端はしっこを、赤いリボンで結ゆわえた少女である。


　かなめが親しん切せつに提案しても、数学教師は苛いら立だちをあらわにするばかりだった。


「そう言ったって、君が叫さけんでも全然効果がないじゃないか!?　え？」


「まあ、そうですけど……」


　彼女は何度か『みんな、静かにしなさいよ！』などと注意をしたのだが、沈ちん黙もくはせいぜい三〇秒ほどしか続かなかった。


「君じゃ駄だ目めだ！　ほかにだれかいないのか？　日につ直ちよくはだれだ!?　言え！」


「えー……。相さが良らくんです。でも──」


「よし、そいつだ！　相良！　いるか!?」


「ここに」


　教室の隅すみの席で、分ぶ厚あつい洋書を読んでいた相良宗そう介すけが顔をあげた。むっつり顔にへの字口。油ゆ断だんのない緊きん張ちよう感かんが全身に漂ただよっている、戦場育ちの転校生である。


「君は日直だな!?　こいつらを黙だまらせろ！」


「は。しかし、日直にはそういった職務はないはずですが──」


「いいから静かにさせろっ！」


　半分キレかけた数学教師は、自分の理り不ふ尽じんな怒いかりを宗介にぶちまけた。


「……了りよう解かいしました」


　宗介は鞄かばんの中をごそごそと探さぐり出す。それを横から見ていたかなめは、


「ちょっとソースケ」


「なんだ、千鳥」


「鉄てつ砲ぽうとかで天てん井じようをガガガガーって撃うって『静かにしろ！』ってのは駄目よ」


　宗介は首を横に振った。


「安心しろ。銃じゆうなど使わん」


「本当？　……ならいいけど」


「目を閉じ、耳を塞ふさいでいろ。……先生も同様にお願いします」


「へ？　って、なにを──」


　彼は鞄から手しゆ榴りゆう弾だんを取り出すと、ピンを抜いて空中に放ほうった。
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　わいわい、がやがや──


　どかんっ!!


　教室の中央、高度二メートルの空中で手榴弾が破は裂れつした。危険な破片や炎ほのおはまったく出ない。ただその代わりに、猛もう烈れつな閃せん光こうと爆発音が、教室中の全員に襲おそいかかった。


　しーん……。


　晴れていく煙けむりの中、机つくえや床ゆかに突つっ伏ぷして、気を失うしなった生徒、生徒、生徒……。それまで教室に横おう溢いつしていた、私語と雑談の嵐あらしが、その一撃で完全に消え失うせた。


　テロリストを殺さずに無力化する、非ひ致ち死し性せいのスタン・グレネード。その威い力りよくたるや絶大であった。


「よし……」


　宗介は膝ひざを付き、教きよう壇だんの下に倒れた数学教師の肩を揺ゆすった。


「ご命令通り、静かにしました。……先生？」


　数学教師が口から泡あわを吹き、失しつ神しんしているのを見て、彼は静かに瞑めい目もくした。


「愚おろかな……」


「愚かは……あんたよっ!!」


　最初にダメージから立ち直ったかなめが、その場に突とつ進しんしてきて、宗介の背中を蹴けり飛ばした。





　その放ほう課か後ご、帰り道の電車の中。


「まったく……。三日に一度はああいう騒さわぎになるんだから……。いつになったら適応できるのかしらね、あのバカは」


　疲つかれた声で、かなめは言った。


「んー。でも、転校したてのころは一日に三度くらいだったよね。いちおう進歩してるんじゃない？」


　隣となりに座すわったクラスメートの常とき盤わ恭きよう子こが言った。とんぼメガネにおさげ髪がみの小こ柄がらな少女だ。自分もひどい目に遭あったというのに、どこかおかしそうな様よう子すにも見える。


「心が広いのね、キョーコは」


「うん。よく言われるよ」


　あっさり認めるあたり、いい性格である。頭の上に輪わっかを浮かべて、背中に小さな翼つばさをくっつけたら、さぞや似に合あうことだろう。


「…………。とにかく、こっちはいい迷めい惑わくよ。叱しかったり尻しり拭ぬぐいしたりする、あたしの立場にもなって欲しいわよね、まったく」


「じゃあ、しなきゃいいじゃない」


「それは……あたしは学級委員だし、副会長でもあるからして──」


　毎度のいいわけを聞いて、恭子は『はいはい』と手を振った。


「なによ、その態度」


　かなめがむっとし、恭子がそっぽを向く。


「別に……。ただ、カナちゃんも進歩がないなぁ、と思っただけ。自分の気持ちに全然素す直なおになれないっていうか……」


「あのね、キョーコ」


　かなめは恭子に顔を近付けた。相手が一いち言ごん一いつ句く聞き逃のがさないように、注意深い声で、


「マジな話でね。恋れん愛あい対たい象しようとか、そういう次じ元げんの住人じゃないのよ、ソースケは」


「そうなの？」


「そう。最初からはっきりしてるでしょ？　戦争ボケの迷惑男で、デリカシーとかそういうモノが全っ然ないんだから」


「まあ、それはわかるけど。でもね、カナちゃんと相良くんって、一いつ緒しよにいると、二人ともすごく楽しそうに見えるから……」


　恭子の言葉に彼女はすこし戸と惑まどったが、すぐに気を取り直して鼻はなをふんと鳴らした。


「み、見えるだけ。錯さつ覚かくよ」


「あ、そう……」


　電車が調ちよう布ふ駅えきで停車した。


　駅前のパルコで買い物をすることになっていたので、かなめと恭子は電車を降おりようとする。その車しや輌りようの乗車口で──


「あ……」


　ばったりと鉢はち合あわせになった相手を見て、かなめはぽかんとした。


「不ふ破わ……先せん輩ぱい」


　ブレザーの制服に、さらさらの髪。意志の強そうな、きりりとした眉び目もく。前より背が高く、肩かた幅はばも広くなったような気がする。


「千鳥。驚おどろいたな……」


　かなめとその若者──不破は、互たがいに目を丸くして、長い間見つめ合っていた。電車が走り去り、ホームに三人が取り残される。


「かわいい制服だな。それ、陣じん代だいだろ？」


「え？　あ……はい。そうです」


　我われに返ったかなめが答えると、不破はすこしだけ、意い地じの悪い顔をした。


「千鳥、けっこう成せい績せきヒドかったのにな。陣代なんかに入れたんだ。へえー」


「もう。馬ば鹿かにしないでくださいよ……！」


「はは。悪い悪い」


　ごく自然に、かなめはその先輩──不破の腕を小こ突づくことができた。不破は笑って、それを受け流した。


「でも……元気そうだな。良かった」


「それはどーも。先輩も元気そう」


「ああ。……もし良かったら、どこかでお茶でもどうだ？　あ、友達がいるのか」


「え？　あ……いい、キョーコ？」


「うん……いいけど」


　恭子が不安顔でいることには、かなめはまるで気付いていなかった。





　ここ数日、かなめの様よう子すがおかしい。


　日常会話の機き微びにかけては恐きよう竜りゆう並なみに鈍どん感かんな宗介でも、それくらいはうすうすと感じることができるのだった。


　たとえば朝。


　駅からの通学路で、かなめが物思いに沈しずみながら歩いている。声をかけると、彼女はなぜかぎょっとしてから、妙みように明るい声で『お、おはよ！』と挨あい拶さつする。朝の弱い彼女は、いつもは『うー。おはよ……』と不ふ機き嫌げんに答えるだけなのに。


　たとえば昼。


　武器の手入れをしていたところ、級友の一人が発はつ煙えん弾だんを勝かつ手てにいじって、暴ぼう発はつさせてしまった。それを見ても、かなめはただ『気を付けなさいよ』とうわの空で言うだけだった。いつもなら『あんたの管理責任よ！』だのと頭をはたかれるところなのに。


　そして夕方。


　たいした用の無い日は、かなめはよく生徒会室でダベっている。しかしここ数日の彼女は、屋おく上じようで一人、ぼーっとしているのだ。


　機嫌が良さそうにも見えるし、なにか悩なやみ事があるようにも見える。なんとも形容しがたい、微び妙みような不協和音。


「千鳥」


　そんな三日目の昼休み。かなめがヤボ用で生徒会室に出かけようとするところに、彼は声をかけた。


「なに、ソースケ？」


　立ち止まって、かなめが答える。無む言ごんで凝ぎよう視ししていると、彼女はそわそわとして、


「あ、あたしの顔になにか付いてる？」


「いや。なにか問題があるのか？」


「え？」


「厄やつ介かい事ごとがあるなら、俺おれが力になるが」


　そう言ったとたん、彼女の作り笑いが鳴りを潜ひそめた。当とう惑わくを隠かくしきれないように目をそむけて、


「別に……。そういうのじゃないの。その、気にしなくていいから。ごめん」


　謝あやまってから、かなめは教室を後にした。


「……やはりおかしい。そう思わんか」


　そばで弁べん当とう箱ばこをつついていた恭子に、宗介は話しかけた。


「おかしいって……なにが？」


　ぱくりと卵焼きを口に入れてから、恭子がたずねる。


「千鳥のことだ。様よう子すが変だ」


「そう……かもね」


「常盤はなにか知っているのか？」


「え……。知らないよ」


　恭子の顔が曇くもった。ぴょこんと頭から突き出したおさげ髪がみまでもが、心なしか、しなっと垂たれ下がったように見える。


「またいつぞやのように、だれかの脅きよう迫はくでも受けているのだろうか」


「それは違うと思うな……」


「ならば、薬やく物ぶつの依い存ぞん症しようかもしれん」


「それ、絶対ちがう」


「会長閣かつ下かの密みつ命めいを受けて、極ごく秘ひの特とく殊しゆ作戦に従じゆう事じしている……というのはどうだ？」


「あのねえ、相良くん……」


　恭子が困こまったような笑顔を見せると、宗介は腕組みした。


「常盤。君に頼たのみがあるのだが」


「なに？」


「もし君がなにか気付いたら、俺に教えてくれないか。どんな些さ細さいなことでもいい」


「…………」


「どうも気になる。心配だ」


　言ってから、彼は机つくえの下から弁当──変な干ほし肉とトマトを取り出して、コンバット・ナイフで切りはじめた。


　その間、恭子は弁当に箸はしも付けずにうつむいていた。長いためらいのあと、


「相良くん……」


「なんだ」


「あのね……あさっての日曜日、ヒマ？」


「空あけることはできるが」


「じゃあ、あたしと出かけない？　カナちゃんがおかしい理由、見せてあげるから」





　東京郊こう外がいに位置するその遊ゆう園えん地ちは、ありていにいって不ふ人にん気きだった。


　赤あか錆さびの浮かんだジェット・コースター。古い病院を思わせる建たて物もの。ゲームコーナーには『ゼビウス』や『スパルタンＸ』などといった、骨こつ董とう品ひん級のビデオゲームが平然と置きっぱなしになっている。従業員の態度もいい加か減げんで、日曜だというのに客足もまばら。まるでやる気がうかがえない遊園地なのである。


　かなめと不ふ破わがそんな場所をデートに選んだのは、二人でここに来た思い出があったからだ。


「授業、サボって来たんだったよな」


　遊園地の入場口を抜けてから、私し服ふく姿すがたの不破が言った。


「朝、通学路で会ったらさ、千鳥が『学校に行きたくない』って言って。あの時はびっくりしたよ」


「でも、ちゃんと付き合ってくれましたよね、先輩」


　かなめはいつもの活動的な私服ではなかった。ふんわりとした手て編あみのセーターに、淡あわいブラウンのフレアスカート。髪はポニーテールに結ゆわえている。


「そうだな。だから、今度は千鳥に付き合ってもらったわけだ」


「だけどいいんですか？　先輩、受験なんでしょう？」


「ああ……。ま、たまには息抜きしたかったから。千鳥が気にすることはないよ」


「なら、いいんですけど」


　偶ぐう然ぜん出会ったあの日、不破に『また会わないか』と言われ、かなめはそれをＯＫした。それ以来ずっと、心のどこかがもやもやとしている。不破と会うのは楽しみだったのだが、同時に後ろめたいような──いやな感じがどうしても消えないのだ。


　宗介に『厄やつ介かい事ごとか？』と聞かれた時の、あの罪ざい悪あく感かん。悪いことなど、自分はなにひとつしていないはずなのに。


　かなめは一度深しん呼こ吸きゆうして、そういう気分を頭から追い出した。そう、自分は別に、悪いことはしていない……。


「……とにかく楽しみましょ。せっかく来たんですから、ね」


「ああ、そうだな」


　二人は並んで歩き出した。





「……と、いうわけなんだけど」


　入場口の柱の蔭かげに隠かくれて、恭子が言った。黒ずくめのスーツに丸いサングラス、ロングコートといった怪あやしい扮ふん装そうである。


　一いつ緒しよに隠れる宗介はといえば──同様に黒ずくめのコート姿だった。二人で並ぶと、まるでブルース・ブラザーズの出で来き損そこないみたいである。


　すぐそばには、この遊園地のマスコット・キャラクター『ボン太くん』のぬいぐるみが棒ぼう立だちしていた。変な生き物がくりくりっとした大きな目で、宗介たちを不ふ思し議ぎそうに眺ながめていたが──とりあえず二人はその視線を無視しておいた。


「あの人ね、カナちゃんが中学のころ付ヽきヽ合ヽっヽてヽたヽ先輩なんだって。こないだ学校の帰りに、ばったり出会ったの」


　恭子が説明する。


「付き合ってた、とは……？」


「ただの先輩後こう輩はいじゃなかった、ってことでしょ？」


　宗介はあごに手をやった。


「あの男は、別の高校の生徒らしいな」


「そうだけど」


「千鳥は陣う代ちの副会長だ。あの男が我わが校の機き密みつ情報を盗ぬすむために、千鳥に接せつ触しよくしているとすれば……説明はつくな」


　恭子ががっくりと肩を落とした。


「もう、そんなわけないでしょ？　だいたいうちのガッコの生徒会に、そんな秘密なんてあるわけないじゃない」


「いや。あるのだ」


「へ？　……どんな秘密？」


「いろいろだ。一部の予算の運用法や、教職員や教育委員の弱み、不良グループに溶とけ込んでいる潜アン入ダー捜・査カ官バーの名前など……他者に渡ると危険なものばかりだ」


「まったく、林はやし水みずセンパイは……」


　あきれる恭子には構かまいもせず、宗介はあくまで深しん刻こくな様よう子すで、


「ともかく。千鳥がどこまで関かかわっているのかはわからんが……。やはり情報が渡る前に、この場で締しめ上げよう」


　宗介はコートの下に隠していた散さん弾だん銃じゆうを抜き、遠ざかっていく二人を追いかけようとした。その腕を、恭子が思い切り『がしっ！』とつかむ。


「ダメ！　相良くん、それは絶対にダメ！」


「常盤？」


「そんなことしたら相良くん、本当にカナちゃんに嫌きらわれちゃうよ!?　絶対、あの人に手を出しちゃ、ダメ！」


　これほど強い剣けん幕まくで恭子がなにかを言うのは、はじめてのことだった。さすがに宗介も気け圧おされる。彼女は我われに返ってから、


「と……とにかく、あの二人はスパイなんかしてないよ。もっと様子を見てから、もう一度考えてみて。ね？」


「ふむ……。そこまで言うなら、もう少し泳がせてみよう」


　宗介が散弾銃をしまうと、恭子はほっと胸をなで下ろした。


「ありがと。じゃ、こっそり尾つけよ」


「うむ。では、ぬかるなよ、常盤」


　二人はこそこそとかなめたちの後を追った。





　実際、かなめとその先輩──不ふ破わの様子は、スパイの密みつ談だんには程ほど遠とおい雰ふん囲い気きだった。


　ジェット・コースターから降おりてきたかなめたちは、心から楽しそうに笑っていた。彼女がなにやらせがんで、彼の腕を引き、もう一度乗ったりもしていた。


　コーヒーカップでぐるぐる回ったあと、気分が悪くなったかなめを、彼がおかしそうに介かい抱ほうしていた。


　ボン太くんが売っている風ふう船せんも買った。かなめはにこにこ顔でボン太くんの頭を撫なで、ツーショットの記念撮さつ影えいまでしてもらっていた。


　ゲームコーナーでパンチ力の計けい測そくゲームもやっていた。彼が一発で一三〇キロの記録をたたき出したのに感心して、かなめは惜おしみない拍はく手しゆを送っていた。


　最初は距きよ離りをおいて歩いていた二人だったが、いまはかなり近付いているようにも見えた。ときおり、ほんの一いつ瞬しゆん、なぜか彼女は寂さびしそうな目をしていたが、ほかはまるで──恋人同士のようだった。





　ひとしきり遊んだあと、かなめたちは売ばい店てんでスナック菓が子しとジュースを買い、近くのベンチに腰こし掛かけた。


「……確かに、見込み違いだったようだ」


　恭子と一いつ緒しよに植え込みのしげみに隠かくれたまま、宗介はようやく認めた。


「スパイ行こう為いや脅きよう迫はくなどはないな。あの二人は親したしいだけだ。そう、非常に……楽しんでる。けっこうなことだ」


　しっかりとした声で言ってから、サングラスの位置を直す。


「相良くん……だいじょぶ？」


「もちろんだ。だいじょぶだ。安心がよくわかった。事情した」


「そう？　なんか、言葉がヘン……」


「気のせいだろう。俺は冷静だ。熱あつく燃えさかるほどにな」


　そう言ってから、宗介はいきなりその場で拳けん銃じゆうの分解整せい備びをはじめた。


「このように、正確な動作もできる。たとえ目をつぶろうとも──」


　ばいん、と間ま抜ぬけな音がして、彼の手から部品のひとつのリコイル・スプリングが飛んでいってしまった。


「……部品を飛ばすこともできる」


　恭子は申し訳わけなさそうに、


「……口で説明しても、たぶん分からないと思ったから。だから連れてきたの。そうしないと相良くん、ドツボにハマっちゃいそうに思えて」


「そうか」


「やっぱり残ざん酷こくだったかな。……ごめん」


「いや。問題ない」


　彼はいい加か減げんに銃を組み直して、ホルスターに押し込んだ。


「とにかく偵てい察さつは終しゆう了りようしたのだから、帰き還かんしよう。退たい路ろを確保、足あし跡あとを消す。爆ばく薬やくはここで放ほう棄き。常盤は〈デ・ダナン〉に連絡しろ。ＲランＶデヴーはポイントＡアルフア。ヘリの到Ｅ着予定Ｔ時刻Ａを聞くのを忘れるなよ」


　宗介はきびきびと、得え体たいの知れない指し示じを恭子に下くだした。


「かなり動どう揺ようしてるみたいだね……」


「とにかく、帰るのだ」


　ぎくしゃくとした動きで、宗介はその場を離れようとした。


　そのとき。


「くぉおぅらあぁっ！」


　下品なダミ声がした。見ると、ベンチに座すわったかなめと不ふ破わに、数人の男たちが因いん縁ねんをつけていた。パンチパーマの中年ばかり。酔よっ払ぱらいのようで、足がふらついている。


「昼間っから、いちゃいちゃいちゃいちゃとしおってぇ。おまーら、学生だろがぁ？　勉強しろ、勉強ぅっ！」


　昼間から遊ゆう園えん地ちで飲んだくれてる人間の方が、相当問題があるのだが、とにかく男たちはそう言ってかなめたちに絡からんでいた。


　かなめは皮ひ肉にくっぽい顔で、男たちに向かってなにやら告げていた。ここからでは聞こえないが──


「ンだとぉ？　このガキぃぃ！」


　たぶん、ひどい憎にくまれ口を叩たたいたのだろう。パンチパーマのおっさんたちは、にわかに色めきだって、かなめたちを取り囲かこむ。


「あれ……ヤクザ屋さんかな。まずいよ」


　恭子がはらはらして言った。


「問題ない。こちらは戦争屋だ」


「助けるの？」


「そうだ。彼女がだれと親したしかろうと……それは関係ない。俺は彼女を護まもる。もとより恩おんを売る気などない」


　うつむき加か減げんでそう言うと、恭子がじわーっと瞳ひとみをうるませた。


「相良くん……エラい！」


「うむ。では、行く」


「あ、でも待って。それくらいの変へん装そうじゃ、カナちゃんにバレちゃうよ？」


「む……」


　スーツ姿すがたにサングラス程度では、さすがに近付けばすぐわかってしまう。宗介は後頭部を搔かきながら、あたりを早足でうろうろしてみた。売店の裏側に回ってみると、ランニング姿の老人が目にとまる。


　その老人は、重たいぬいぐるみを脱ぬいで、一いつ服ぷくしているところだった。





「大おと人なをナメんのもたいがいにせいよぉ!?」


　かなめに向かって、その酔っ払いは怒ど鳴なりつけた。ビールくさいその息に思わず『うっ』としながらも、彼女はひるまず、


「酔ってからんで、なにが大人よ!?　だいたいさっきの発言は聞き捨ずてならないわね。なんなの、その『女子高生＝援えん交こう』って発想は？　頭悪すぎよっ！」


「ち、千鳥。あんまり……」


　不破が横からなだめようとするが、かなめはそれを聞いていなかった。


「とにかくね、向こうに行ってて！　あたしはともかく、受験生の先せん輩ぱいに、バカが感かん染せんしたら大変なんだから！」


『なんじゃとぉ、こらぁ!?』


　きれいにハモって、男たちはかなめにつかみかかろうとした。不破がそれを邪じや魔ましようとし、彼女が身を固くしたところで。


　それを制止する鋭するどい声が──


『ふもっふ』


　訂てい正せい。変な声がした。


「…………？」


　見ると、道路を挟はさんだ売店の屋根の上に、変な生き物のぬいぐるみが立っていた。


「…………ボン太……くん？」


　かなめがぽつりと言った。


　犬なんだか何なんだか、よくわからない頭。ずんぐりとしたオバＱ風の二頭身。くりくりと大きな丸い瞳ひとみ。いちおう、愛くるしい感じではある。


『ふもっ。ふもっふ。ふもぉ～～？』


　前まえ口こう上じようらしいなにかを言ってから、ボン太くんは不ふ敵てきに両腕うでを組もうとして──失敗した。腕が短いせいである。


『ふもっ、ふもっふ、ふもっ！』


　今度はなにやら強い調子で、ボン太くんは一同を叱しかり付けた。


「……なんだ？」


『ふもっふ！　ふもっふ！　ふもっふ！』


　不ふ審しん顔がおの酔よっ払ぱらいたちに、ボン太くんはなおも怒いかりの言葉をぶつける。


「…………」


　どうにも自分の意い思しが伝わらないことに業ごうを煮にやしたボン太くんは、どこからか小石を取り出すと、『ふもっ』とばかり投げつけた。


　小石がこつん、と酔っ払いの頭に当たる。


「いてっ。なにすんじゃ、こら！」


『ふもっふ』


　ボン太くんがぱたぱたと手て招まねきした。なんとなく偉えらそうな態度である。


「上等じゃぁっ！　下りてこんかぁ!?」


　男の一人が激げき怒どして、のしのしと売店に向かっていく。


『ふもっ……。ふもっふ』


　ボン太くんは一度下がると、『てくてくてく～っ！』と助走をつけて、売店の屋根から跳ちよう躍やくした。
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「お……」


　べしゃんっ！


　ボン太くんのボディ・プレスを食らって、男はその場に叩たたき潰つぶされた。


「わ……若わか頭がしらぁっ！」


　やはりヤクザ屋さんだったらしい。ほかの男たちは血けつ相そうを変え、地面に寝そべったままのボン太くんに殺さつ到とうする。


「覚かく悟ごせいやぁっ！」


　ボン太くんはすぐさま身を起こそうとして、また失敗した。足が短くて、お饅まん頭じゆうみたいな形だからである。


『ふもっふ……』


　それでも彼は冷静に、地面をごろごろと転ころがって、その勢いきおいをもって起き上がり小こ法ぼ師しのごとく立ち上がった。


「器き用ような……」


　半分あきれるかなめたちの前で、ボン太くんは大立ち回りを演じた。


　一人にぽこんと頭ず突つきをかまし、もう一人をぽいっと放ほうり投げ、それぞれに扁へん平ぺい足そくでスタンピングしまくる。男たちが『痛いよ』『やめてよ』と頼たのんでも、『ふもっ、ふもっ』と容よう赦しやのない連撃。


　まことに、鬼き神しんのごときボン太くんの戦いぶりであった。


「ひ、ひいっ……！」


　なにがなんだかわからなくなって、逆ぎやく上じようした最後の一人が、ボン太くんから泣いて逃のがれ、ドスを抜いてかなめへと突とつ進しんしてきた。人ひと質じちか盾たてにでもしようという気らしい。


「あ……」


「千鳥……！」


　不ふ破わが彼女をかばう。そこに男が、白はく刃じんを閃ひらめかせて突っ込んできて──


　じゃきっ、どかんっ！


　重たい銃じゆう声せいと共に、男がもんどりうって倒れた。背中にゴム弾だんを食らったらしく、男は地面の上でのけぞって悶もん絶ぜつする。


　かなめが驚おどろいて顔をあげると、ボン太くんが白はく煙えんの立ちのぼるショットガンを、腰こしだめに構かまえていた。


（え……？）


　彼女の視線に気付くと、ボン太くんはあわててショットガンをすその下にしまい込んだ。


　そこで、その場にやってきた子供が素すっ頓とん狂きような声をあげる。


「あ～～、母かあちゃん！　父とうちゃんたちが、またこんなところでお酒飲んで寝てるぅ～！」


「ああ？　なんだい、まったく……」


　どうやら酔よっ払ぱらいの家族らしい。ほかの野や次じ馬うまもわらわらと集まってきた。かてて加えて、遊園地の警けい備び員いんたちまでやってくる。


「あ、あいつですじゃ！　わしの大たい切せつなボン太くんを勝かつ手てに着て──」


　ランニング姿すがたの老人が、警備員の一団の後ろから叫さけんだ。


『ふもっふ……』


　うろたえるような仕し草ぐさを見せて、ボン太くんはその場から逃げ出した。すでに独特の走法をマスターしたらしく、その短足には似に合あわない高速移動である。


「こ、待ちなさい……！」


　それを追って、警備員たちが駆かけ出していった。取り残されたかなめたちは、しばらくの間ぽかんとしていた。





　かなめと不破は気を取り直し、すこし園内を歩いてから観かん覧らん車しやに乗った。


「なんだったんだろうな、あれは。新あら手てのアトラクションか？」


　二人きりになり、不破がようやく人ひと心ごこ地ちついた様よう子すで言った。


「……にしては過か激げきでしたよね。はは……」


「ああ。でも、千鳥の啖たん呵かも過激だったよな。ただの酔っ払いだったのに、火に油を注そそぐような真ま似ねをして……」


「あ……ごめんなさい。あたしのせいで、先せん輩ぱいまで危あぶない目に遭あわせちゃって」


　かなめがあわてて頭を下げると、不破は笑って手を振った。


「いいんだよ。スリルもあったしね。それになんか……千鳥らしいじゃないか。俺、おまえのそういうところも、好きだから」


「え……」


　かなめはどきりとした。自分の欠点だと思っていた面を、そんな風に言われたのははじめてだった。


　時計でいったら二時のあたりに、観覧車のゴンドラがさしかかったころ。


「あのさ……」


　すこし改あらたまって不破が切り出した。


「昔むかし──あの時は言えなかったんだけど。俺と付き合わないか、千鳥」


「先輩……」


「俺、おまえのこと……好きだと思う。前から。いまでも。だから……千鳥」


　ずっと昔、彼女はその言葉を待ち望んでいたはずだった。そしていまでも、そう言われて嬉うれしかった。


　だというのに──


「ごめんなさい」


　まったく悩なやまなかった。こう言われたら、そう答えるのはわかりきっていた。ここで『ええ、喜んで』と自分が答えるわけがない……そういう違い和わ感かんが、なぜかはじめからあったのだ。


　でも、どうしてだろう？


「そうか」


　不破は深いため息をついた。三秒ほど苦しそうな顔をして、それからふっと、すっきりしたようにほほ笑む。


「ほかに好きな奴やつがいるのか？」


「え……？」


「なんか、そんな気がしたんだ。きょうは楽しかったけど……たまに、だれかのことを思い出してるみたいな顔をしてたから」


　そう指し摘てきされて、かなめはあわてた。


「あっと……それは、その……」


「どんな奴？　興きよう味みあるな」


「いえ、別に……そういう人は……」


　いない。


　そう断言することが、彼女にはできなかった。普ふ段だんなら平然と『そんな人、いません』と答えられるはずなのだが。


　そんな彼女の躊ちゆう躇ちよを、不破は肯こう定てい──『いる』と受け取ったようだった。


「千鳥が気になるような奴だから──よっぽどしっかりしてて、大おと人ななんだろうな」


「それは違います。ええ、もう、絶対！」


　いきなり断だん固こたる口く調ちようで否ひ定ていすると、不破はきょとんとした。かなめはいたたまれなくなって、彼から目をそらし、ゴンドラの外を眺ながめた。


　窓からは、遊園地の全景がよく見えた。


　メリーゴーラウンドの周まわりを、豆まめ粒つぶのようなボン太くんが必死になって走っている。それを追う警けい備び員の一団。先回りして飛びかかってきた一人を、ひょいっとかわして木もく馬ばに飛び乗り、なお逃げる。


（あのバカ……）


　たぶん、恭子の入れ知ぢ恵えで尾つけてきたのだろう。普通だったら腹を立てるところだったが──なぜか、嬉うれしい気分だった。


（まったく。どこに来ても、ああなんだから……）


　懸けん命めいに逃げ続けるボン太くんを見て、かなめは顔をほころばせた。





　このぬいぐるみ。


　なにしろ重い。動きにくい。先せん刻こくの格かく闘とうで金かな具ぐが壊こわれたのか、脱ぬぐこともままならない。いちおう警備員の追つい跡せきはまいたが、この目立つ格かつ好こうではすぐに見付かってしまうだろう。


（まいった……）


　焦あせりながら、宗介が人ひと気けのない一本道を走っていると──


　その真ん中に、かなめが一人で突っ立っていた。どういうわけか、あの不ふ破わとかいう先せん輩ぱいの姿は見えない。彼女は宗介を待ち受けていたように、両手を広げて通せんぼした。


「…………？」


「そこの茂しげみに隠かくれて。はやく」


　深く考えもせずに、彼は従したがった。植え込みの低木にずんぐりとした身を隠すと、一いつ瞬しゆん遅れで警備員たちがやってきた。


「お客さん！　散さん弾だん銃じゆうで武ぶ装そうしたボン太くんを見ませんでしたか？　こちらに走って来たはずですが──」


「あっちに行きましたよ」


　かなめが告げると、警備員たちはまるで見けん当とう外はずれな方角へと突とつ進しんしていった。


　その場には宗介とかなめだけになる。


「さて……ひと安心ね。ボン太くん」


「ああ。助かった」


　息も荒げにそう答えたものの、変なボイスチェンジャーが勝かつ手てに機能して、『ふも。ふもっふ』という声しか出せなかった。


　かなめはおかしそうに笑ってから、


「さっきはありがとね」


『ふも、ふもっふ（いや、別に）』


「人助けのついでに、あたしの身みの上うえ話ばなし聞いてくれる？」


『ふもっ（構かまわんが）』


　不ふ審しんに思いながら答えると、彼女は手近なベンチに腰掛けた。


「きょうね……あたし、昔むかし好きだった人とデートしたの」


『……ふもっ（……そうか）』


　ボン太くんがしゅんと肩を落とす。その仕し草ぐさを見るかなめの目は、どこか楽しげだった。


「その人、中学のころの先輩でね──」


　かなめはゆっくりと、その先輩と自分とのことを語っていった。部活の助すけっ人とで知り合ったこと。ずっと片思いだったこと。最近になって、ひょっこりと再会したこと。そしてついさっき、交こう際さいを申し込まれ、それを断ことわってきたこと……。


　まったく予想外のなりゆきに、宗介は啞あ然ぜんとするばかりだった。


「なんで断わったか、ボン太くんにはわかる？」


『ふも……（いや……）』


「あたしもよくわかんない。……でもね、最近、そのことであれこれ悩なやんでたら、クラスメートが心配してくれたの。いつもは全っ然、鈍どん感かんなくせに。珍めずらしく『なにか問題があるのか？』とか言って」


　クラスメート。いつも鈍感。だれのことだろうか？


　いぶかるボン太くんのもこもこした手を、彼女がそっと握にぎった。


「すごく嬉うれしかったな……」


『ふもっふ……？（千鳥……？）』


「……いや、本当はちょっと、後ろめたかったけどね」


　そう言って、かなめはまた笑った。なにやらすっきりとした様よう子すで、彼女はベンチから立ち上がり、


「……とまあ、そういうこと。明あし日たっからは、いつも通りのあたしだから。安ヽ心ヽしヽてヽねヽ、ボヽンヽ太ヽくヽんヽ。それじゃ」


　ぬいぐるみの頭をぽんぽんと叩たたいて、かなめはその場から立ち去っていく。軽い足取りで遠ざかっていく彼女を、宗介は棒ぼう立だちしたまま見送るばかりだった。


『ふも……（ふむ……）』


　明日っからはいつも通り。


　その言葉を反はん芻すうすると、どういうわけだか、ぬいぐるみの重さが消えたような気がした。


　それはとても不ふ思し議ぎな感覚だった。


「いたぞっ！　こっちだ！」


　叫さけび声と、複数の足音が近付いてくる。


　さて、脱だつ出しゆつだ。


　ボン太くんは意い気き込ごみ、突とつ風ぷうのように駆かけ出した。







〈一途なステイク・アウト　おわり〉





















　キャプテン・アミーゴと黄おう金ごんの日々










　そこに行くには、すこしばかり時間がかかる。





　ある連休前の木曜日。


　六時間目の授業が終わると、相さが良ら宗そう介すけは学校を飛び出し、同じ市内の調ちよう布ふ飛行場へと向かった。口が堅かたく、詮せん索さくもしない小さな航空会社が用意していたセスナ機に乗り込み、彼はあわただしく離り陸りくする。


　セスナ機は南へ飛び続け、太平洋に出た。


　二時間ちょっとで、八はち丈じよう島じまの小さな空港に到とう着ちやく。むっつりと押し黙だまったままの高校生が、どうしてそう頻ひん繁ぱんに八丈島に用があるのか──年ねん配ぱいのパイロットはたずねようとはしない。宗介もまったく説明しない。


　実のところ、宗介は八丈島に用があるわけではなかった。その空港で待っている、別のプロペラ機に乗り換かえるだけである。


　その機体のパイロットは、宗介に軽く敬けい礼れいし、こう告げた。


「きょうは快かい適てきですよ、軍ぐん曹そう。空は快かい晴せい。風も穏おだやかです」


「ああ。出してくれ」


　宗介は機のキャビンで学校の制服を脱ぬぎながら、パイロットにこたえた。


　その双そう発はつのターボ・プロップ機──〈キングエア〉は見るからに古ふる臭くさく、ゆうに二〇年以上は使われていそうに見えた。しかし、中身はそうでもない。エンジンや航法装そう置ちをそっくり新品に載のせ換えて、時速五〇〇キロ以上の巡じゆん航こう速度が出せるようにいじってある。タフな作りで、嵐あらしにも強い。


　夕ゆう闇やみに暗くなりはじめた空港を飛び立ち、さらに南へ。三時間半ほど空を飛ぶ。宗介はその間に、キャビンで数学の宿しゆく題だいを済すませた。


　頭ず上じようには満天の星ぼし。眼がん下かはどこまでも黒い海だ。


　東京から二千数百キロの南。日本の最さい果はて。硫い黄おう島じまや沖おきノ鳥とり島しまさえ、数百キロの彼か方なたである。様さま々ざまな航空機や艦かん船せんの航路からも遠い。ここで墜つい落らくしたら、およそ一いつ般ぱんの救助は望むべくもなかった。


「そろそろです」


　パイロットが告げてから数分すると、なにもない真っ暗な海の一点に、孤こ島とうが見えた。月明かりの下で、ぼうっと浮かび上がる半円形の島。両りよう翼よくの長さは一〇キロ近くあるだろうか。


　パイロットが着陸許きよ可かを要よう請せいする交こう信しんをはじめた。いくつかのやり取りのあと、無線の向こうの相手が告げる。


『我わが家へようこそ、ゲーボ30サーテイ。着陸を許可する』


　すると明かり一つない真っ暗な島に、異い変へんが起きた。


　密みつ林りんに覆おおわれた島の西側、広こう葉よう樹じゆの天てん蓋がいが左右に分かれていく。ぽつり、ぽつりと、着陸灯とうがともり、黒い密林の真ん中に、一本の滑かつ走そう路ろが出現した。全長は二〇〇〇メートルほど。それが次し第だいに近付いてくる。


「さて……と」


　パイロットは上うわ唇くちびるをぺろりと舐なめてから、機体を着陸体勢に入らせた。フラップを下ろし、スロットルを絞しぼり、高度を下げ──どれも問題なかった。ジャングルに挟はさまれた滑走路に、プロペラ機はのんびりと降おりていく。


　やっと着ついた。そう思いながら、宗介は肩のこりをほぐして背せ筋すじを伸のばした。


　コンソールの上に据すえつけられたＧＰＳの表示は、北ほく緯い二〇度五〇分、東とう経けい一四〇度三一分。この島は、一般の地図には載っていない。


　宗介やパイロット、ほかの関係者たちは、この島を『メリダ島』と呼んでいる。


　メリダ島。上空から見れば、そこはただの無人島だ。だが地下は違った。


　様々な最新装そう備びや武器弾だん薬やくの備び蓄ちく、戦せん闘とう員いんの日常訓くん練れん。そして超ちようハイテクの強きよう襲しゆう揚よう陸りく潜せん水すい艦かん〈トゥアハー・デ・ダナン〉の整備基き地ち。そういった施し設せつが、このメリダ島には建けん設せつされている。


　そこは彼が属する極ごく秘ひの傭よう兵へい部隊、〈ミスリル〉の西太平洋基地だった。





「……だってのに、なんなんだ、この雨あま漏もりは？」


　コーヒーカップにたまった雨水をバケツに捨すてて、クルツ・ウェーバー軍ぐん曹そうは叫さけび声をあげた。


　オリーブ色の野や戦せん服ふく姿すがたで、胸むねには〈ミスリル〉のＩＤカードを着けている。肩で揃そろえたブロンドの長ちよう髪はつ。深いブルーの眼め。細く整ととのった顔立ち。黙だまっていれば、映画スター並なみの美青年だ。


　しかし、彼はいま黙っていなかった。


「なにが最新の秘密基地だ？　どこが超ハイテクの要よう塞さいだ？　昼間の雨がいまだに漏って来てるじゃねえか。おかげで俺おれのデスク、水びたしだぞ？　あんなドでかい変な潜水艦にカネぶち込む前に、天てん井じようの穴をどうにかしろ！」


　クルツはうなり、人のまばらなオフィスを行ったり来たりする。


　天井の石せつ膏こうボードの隙すき間まから、地上の水が漏ってくるのだ。


　一〇人分ほどの簡かん素そな机つくえ。電でん子し端たん末まつと資料のファイル、くしゃくしゃになったコピー紙や地図。壁かべには大きな液えき晶しようパネルが貼はられ、西太平洋の大きな地図とスケジュール表が投とう影えいされている。


　そこは島の地下に設もうけられた、特Ｓ殊対Ｒ応班Ｔのオフィスだった。荒あら事ごとを受け持つＳＲＴ要員でも、机仕事はある。作戦後の報告書やら、新装備の仕し様よう要求やら、作戦や戦術の提案書やら。そしてもっとも重要な──必要経費の明めい細さい書しよ。


「……食いもんはマズい、ロクな日本酒が置いてない。シャワーの水がお湯になるまで一分かかる。排水パイプから変な油の臭においがするし、兵へい舎しやには格かく納のう庫この騒そう音おんが響ひびいてくる。一〇〇段もある階段の横で、エレベーターには『故こ障しよう中』の張り紙だ。俺様みたいな貴き公こう子しを扱あつかう場所じゃねえぞ、実際。ここは？」


　クルツがぶつぶつ言っていると、離れたデスクで傘かさをたてかけ、仕事をしていたメリッサ・マオ曹そう長ちようが、彼の後こう頭とう部ぶに消しゴムを投げつけた。


「いてっ。なにすんだよ」


「うるさい上に見苦しいのよ、あんたは……！　仕事がないならどっか行ってな」


　マオは中国系のアメリカ人女性である。ベリーショートの黒くろ髪かみに、猫ねこを思わせる大きな瞳ひとみ。黒いタンクトップの胸に、ＩＤカードをとめている。


「どっか行けったって……兵舎の雨あま漏もりはもっとひどいしよー」


「娯ご楽らく室しつでも行ってたら？　さっきロジャーがヒマそうにたたずんでたわよ」


「いやだ。あそこは卓たつ球きゆう台と『テトリス』しかない。ひなびた温おん泉せん宿やどみたいで空むなしい」


「酒パ場ブは？　ビリヤード台があるじゃない」


「あれはヘリのパイロット連中が占せん領りようしてる。こないだカモってやったら、『もうお前とはやりたくない』だと」


「ガキねぇ……どっちも」


　ため息をついて仕事に戻もどるマオ。クルツは構かまわず不ふ機き嫌げんな独どく白はくを続ける。


「最近はドンパチもなくて、退たい屈くつな訓練と演習ばかりだ。ああ、都会に帰りたい。だがしかし、休きゆう暇かはまだまだ先なのだった。ソースケの野や郎ろうがうらやましいぜ……」


「俺がどうかしたか」


　いつの間にかオフィスに入ってきた相良宗介が、クルツに声をかけた。


　むっつり顔にへの字口。野や戦せん服ふく姿すがたで学生鞄かばんを引っさげている。彼はマオに目線で挨あい拶さつしてから、クルツの横を通りすぎた。


「お？　いつ戻ったんだ」


「いまだ。それにしても……」


　宗介は、じめじめしたオフィスを見回して、


「なぜ俺の机つくえが、こうも散らかっているのだ」


　自分のデスクにうずたかく積まれた、ゴミくずや書類の束たば、雑誌や専門誌の山を指さす。ちなみにクルツのデスクはその隣となりで、やはりひどく散らかっていた。『乱雑』という名の歩兵部隊が仕切り板を乗り越こえて、宗介のデスクを完全制圧しようとしている──そういう状態だ。


「来るたびにひどくなっているぞ」


「気にするな。どーせ使ってねえんだから」


　クルツが笑って、同どう僚りようの肩をぽんぽんと叩たたく。宗介は眉み間けんのしわを一いつ層そう深くしてから、荷物をデスクの下に押し込んだ。


「それで。降こう下か演習は予定通り二三〇〇時からだな？」


「あー、その件なんだけどね……」


　マオが椅い子すをきしらせて宗介の方を向いた。タブレット用の電子ペンで、自分のこめかみをつんつんとつつき、


「今夜はその、無理みたいなの。ちょっと、Ｍ９がね。整備班はんに大だい腿たい部ぶと腰こし回まわりのマッスル・パッケージ、全交換してもらってたんだけど──エラい遅れてて。ソースケに連絡しようとした時には、もうハチジョー島を出た後だったから……」


　演習で使うはずだったＭ９〈ガーンズバック〉──〈ミスリル〉が運用する主力アーム・スレイブの整備が大おお幅はばに遅れている。緊きん急きゆうの作戦用に常じよう備びしてある整備済ずみの機体はもちろんあるのだが、まさかそれに手を付けるわけにはいかない。したがって、予定されていた演習はできない。


　つまり学校が終わるなり、大急ぎで二五〇〇キロの距きよ離りを飛んできた宗介の行こう為いはまったくの徒と労ろうだった、ということだ。


「ゴメン！　あたしがうっかりしてた！」


　マオがぱちんと両手を合わせた。どこで覚おぼえたのやら、およそアメリカ人らしからぬ仕し草ぐさではあるが──なぜか妙みように板についている。


「いや……。できないのなら、仕し方かたがない」


　わずかに肩を落とした宗介を見て、クルツが不ふ思し議ぎそうな顔をした。


「変な奴やつだな。演習の延えん期きでそんなにガックリするか、普通？」


「いや。ただ夕食の誘さそいを断ことわってきたものでな……」


「だれの誘いだよ」


「カナメとキョウコだ。はじめて本物のハッシュ・ド・ビーフを食べる機会だったのだが……」


　宗介が説明すると、マオがくすりと笑った。クルツは無関心に『ふーん』と鼻はなを鳴らすと、


「そーかそーか、気の毒どくにな。じゃあパブに行こう。なんか飲もう」


　有う無むを言わさずに、宗介の背中を押してオフィスの出口へと歩き出す。


「俺は酒など飲まん」


「だーっ！　そう硬かたいコト言うなよ。どーせ今夜はヒマなんだし」


「アルコールは脳のう細さい胞ぼうを破は壊かいする。この仕事を長く続けたかったら──」


「いいからパブだ。付き合え」


　ああだこうだと言い合いながら、二人はオフィスを出ていった。後に残されたマオは、首をひねってから机つくえに向かう。


（暇ひまなら本でも読んでればいいのに）


　彼女は思った。用もなく基き地ち内をウロウロして、さんざん不平をこぼした後、遊び友達が戻もどって来たら急に上じよう機き嫌げんになる。


「……ホント、ガキなのよね」


　マオはぽつりとつぶやいた。


　


　どういうわけだか、そのパブは雨あま漏もりしていなかった。


　琥こ珀はく色の照しよう明めいの中で、一日の仕事を終えた基地の兵士たちがくつろいでいる。だいたいは部ぶ署しよごとの人間で固まって、四よ方も山やま話ばなしに花を咲かせ、酒をあおって嬌きよう声せいをあげるのだ。


　自然と縄なわ張ばり意識が出てくるので、宗介たちのようなＳＲＴ所属の下か士し官かんは──いささか肩かた身みが狭せまい思いをする。絶対的に人数が少ないせいでもあるし、最さい精せい鋭えいの戦せん闘とう員いんということで、基地の人間からやや距きよ離りを置かれているせいもある。


　実際、ＳＲＴの人間は総じて寡か黙もくで、言動も慎しん重ちようだ。リラックスしているように見えても、常にどこかに緊きん張ちよう感かんが漂ただよっている。さすがに宗介ほど無ぶ愛あい想そうな者は珍めずらしかったが、クルツのように開あけっぴろげなタイプは少数派なのだ。愛あい飲いん家かも少ない。


　そういった事情で、宗介とクルツの二人は、パブのカウンターの隅すみっこに陣じん取どっていた。


「ここに来たのははじめてだ」


　オレンジジュースのグラスを片手に、宗介が言った。


「そうだったか？」


「そうだ。こういう場所は健けん康こうに悪い。煙たば草この煙けむりが強すぎる」


「はっ。健康が心配なら兵隊稼か業ぎようなんかやってるなよ。不ふ規き則そくな生活に貧まずしい食生活、ストレスだらけの危険な毎日。お肌はだが荒れるぜ？」


　鼻で笑うと、クルツはスコッチをぐいっと煽あおった。ショットグラスが空からになると、彼はバーテンにお代かわりを注文して、小さなため息をついた。


「……しっかし。カネがあったらなー。俺もこんなヤバい商売やめて、どっかで居い酒ざか屋やでも始めるのに」


　ぼやくクルツの横顔を、宗介は不ふ審しん顔がおで一いち瞥べつした。


「それくらいの資金なら稼かせいでいるはずだぞ。基本給に上うわ乗のせして、危険手当が山ほど付いてくる。順スン安アンの一件では戦せん傷しよう手当も出たはずだ」


　事実だった。〈ミスリル〉は人材を重んじる。ＳＲＴ要員ともなると、その年ねん俸ぽうはかなりのもので、中ちゆう堅けんどころのプロ野球選手くらいは稼いでいるのだ。なにしろ並なみの人間では務つとまらない仕事だし、いつも危険がつきまとう。


「あー。そうなんだけどな。俺、もともとスゲえ借しやつ金きんある身だし。稼いでも稼いでも、貯たまらないんだよ、これが」


「それは初耳だ」


「ここだけの話だけどな。……なモンだから、もう。当分はここでクサい飯めし食わなきゃならないんだ。Ｍ９に乗れるのはいいけどな」


「…………」


　特に感想も漏もらさない宗介を、クルツはちらりと盗ぬすみ見るように、


「おまえ、かなり貯め込んでるんだろ？」


　なにかを期き待たいしてたずねた。


「貯ちよ金きんか。たしかにそうだったが……激げき減げんしている。最近、出費が激しくてな」


「出費？　何に使ってるんだよ」


「学校で破は損そんした器き物ぶつの弁べん償しようだ。本格的に東京に居い着ついてから二週間ほどで──部隊の経理担当者が『もう経費では落とさん。自じ腹ばらで返せ』と」


「……そんなに壊こわしてんのか？」


「好き好このんで壊しているわけではない。安全のためだ」


　あきれ顔のクルツの横で、宗介が平然とオレンジジュースをすすった。


「…………。だいたい、〈ミスリル〉のカネの使い方は変なんだよな。基き地ちの雨あま漏もりはほったらかしなのに、ロクでもねえ武器にはしこたま出費するんだ。先週の試し射しやなんか俺、二〇万ドル（二四〇〇万円）のミサイルを四発撃うったぞ？　その俺がいま、二ドル（二四〇円）のおつまみを注文するかどうかで悩なやんでるんだ。狂ってるよ、これ」


「対戦車ミサイルとおつまみのピーナッツを、同じ次じ元げんで考えるおまえの頭の方が狂っていると思うが……」


「……おまえにそういうこと言われると、なんかこう、妙みように腹が立つな」


「俺は軍事力というものの特とく殊しゆ性を指し摘てきしているだけだ」


「ホント理り屈くつっぽいな。カナメはよくガマンできるもんだ」


「いや。よく『うるさい』とか『黙だまれ』とか言って殴なぐられる」


「だったら改あらためろよ、おまえはよ」


　そんな調子でダラダラと不ふ毛もうな会話を続けていると、手の空あいた酒さか場ばのマスターが二人に近付いてきた。


　恰かつ幅ぷくのいい初老の白人男性で、右足をわずかに引きずるような歩き方をする。丸い赤ら顔で、灰色の髪かみ。今は亡なき名めい優ゆう、アーネスト・ボーグナインにそっくりである。


　このマスターも元は傭よう兵へいで、不自由な足は過か去この戦闘で負ふ傷しようしたものだ……とクルツは聞いていた。なんでも『コンゴやローデシアじゃあ、わしを知らん者はおらんかった』とかいう話だった。もっともクルツは、コンゴはともかくローデシアという国など知らなかったが。


「なんだ、いい若いもんが。雁がん首くびそろえて不ふ景けい気きな顔しおって」


　マスターがだみ声で言った。


「ほっといてくれ。実際、俺たち不景気なんだよ」


　クルツが投げやりに答える。こういったやり取りは、二人にとっては挨あい拶さつのようなものだった。マスターはカウンターの向こう側で腰を落ち着けると、手にしたショットグラスにワイルド・ターキーの一二年をとくとくと注つぐ。


「なに、オゴってくれんの？」


「ばかもん。わしが飲むんだ」


　ぽかんとするクルツの前で、マスターはうまそうにバーボンを飲み干ほした。


「…………」


「ぷはっ。……だいたいだな、おまえさんたち。さっきから聞いとれば──」


「聞いてるなよ……」


　クルツがつぶやくが、マスターは気にせず、


「──うだうだとカネ勘かん定じようの話ばかりしおって。情なさけないと思わんのか？　世の中には、理想のために戦う若者たちが──」


「聞いてないな……」


　宗介がつぶやいても、マスターは気にせず、


「──ごまんとおるのだぞ？　ハイテク兵器にばかり頼たよっとると、そういう風になっちまうんだ。わしに言わせれば誘ゆう導どうミサイルや、あのたわけた人型兵器など要いらん。敵一人を倒すにはただ一発の銃じゆう弾だんでよく、さらに多くの敵を倒すには、やはりただ一発の銃弾でよいのだ。わかるか？　いいや、わからんだろう」


「狙そ撃げき屋や出身の俺に、よくそーいう事が言えるな、爺じいさん……」


　クルツが肩を落とすと、老人は彼をきっとにらんだ。


「ばかもん。わしは精神性の話をしとるのだ。理想を成なし遂とげる意志、生きる糧かてとなる希望──それをロマンと呼んでもいい。そういうもんが、おまえさんたちにはごっそり欠けとるのだ。だから無む気き力りよくになる。いまこの時を楽しもうとせず、ピーナッツもサラミも頼たのもうとせんのだ」


「なにが言いたいのか全然わからねーぞ」


「察さつするに、追つい加か注文の催さい促そくか」


　クルツと宗介が口々に言う。老人は目をむき『かーっ』と変な声を出して、


「ばかもん。要するにわしは、『酒飲む時くらい、楽しそうな顔をしろ』と言っとる」


「すさまじい回り道だな」


　宗介がむっつり顔のまま言った。一方のクルツは天てん井じようを仰あおぎ見て嘆たん息そくする。


「ンなコト言われてもなぁ……。カネが無いんだからしょうがないじゃん。自分の将しよう来らいの見通しも立たないし。潰つぶしても潰してもテロ屋は出てくるし。いい女もいないし。酒が楽しいわけもないし、ロマンもへったくれもないよ」


　マスターはクルツを注意深い目で凝ぎよう視しした。それからやぶにらみで首を小こ刻きざみに動かし、顎あごを左右に動かす。どうやらこれが、この老人の黙もつ考こうの仕し草ぐさらしかった。


　やがて彼はうなずき、言った。


「ふむ。よかろう、わしがおまえさんたちにロマンを授さずけてやる」


「はあ？　なに言ってんだ。おい──」


　老人は答えずに背を向けて、調理室の奥に姿すがたを消してしまった。


「なんなんだ、あの爺さん」


「わからん。頭に負ふ傷しようの形けい跡せきはないようだったが……」


　それから一時間ほど、二人はとりとめのない会話を続けた。マスターとの話など忘れかけ、『そろそろ出るか』という話になったころ、


「ばかもん。どこに行く気だ」


　足を引きずり、老人が戻もどってきた。


「どこって、兵へい舎しやだよ。ごちそうさん」


「ばかもん。待たんか」


「……ったく。バカモン、バカモンって、あんたは自動車教習所の教官か？　たいがいにしてくれよ」


　二人が席を立つと、マスターは彼らの前にぐいっと右手を突き出した。節ふしくれだったその手には、古ぼけた羊よう皮ひ紙しが握にぎられていた。


「持ってけ、若いの。これがそのロマンよ」


「なんだよ、こりゃ」


　クルツが眉まゆをひそめると、老人はにんまりと笑った。


「このメリダ島に眠る、財ざい宝ほうのありかを記しるした地図だわい。一七世紀の大だい海かい賊ぞく、『キャプテン・アミーゴ』の遺い産さんでな」


　クルツと宗介はしばらく黙だまっていた。が、やがて相手の目が本気なのを見てとり、二人で同時につぶやいた。


『衛メ生デイ兵ツクを呼ぶか？』


　ちなみに衛メ生デイ兵ツクとは、負傷者や病人の面めん倒どうを見る兵士のことである。





　──翌朝。クルツが言った。


「アミーゴはねえだろ、アミーゴは……。どこの覆ふく面めんレスラーだ？　うさん臭くさいとか、そういう次じ元げんをブッちぎりで超ちよう越えつしてるぞ」


　うなずいて、宗介が言った。


「とてつもなく弱そうな海賊だ。仮かりに実在していたとしても、まともな略りやく奪だつ行こう為いができたとは思えん」


「そうそう。もし宝たから箱ばこなんかがあっても、中には友達との思い出の品が詰つまってるんだろうな。卒そつ業ぎよう生せいのタイムカプセルみたいなノリでよ」


「ああ。いずれにせよ、ろくなものではないだろう」


「あの爺じいさんも相当キてるよな。もうすぐ二一世紀だってのに……『海賊の財宝』だと？　そんなヨタ、だれが信じるってんだよ」


「そう思っているのなら──」


　宗介がぴたりと立ち止まった。


「なぜ俺たちはこんな場所にいるのだ？」


　二人がいるのは、じっとりと蒸むし暑あついジャングルの中だった。四階建だてのビルくらいはあろうかという高さの広こう葉よう樹じゆが、空を覆おおい隠かくしている。わずかな木こ漏もれ日と、鳥の鳴き声。すぐそばの幹みきで、やたらと大きな蛾がの一種（らしきもの）が羽はねを休めている。


〈ミスリル〉の地下基き地ちから三キロほど離れた、メリダ島の密みつ林りん地帯。ここは偵てい察さつ作戦などの演習場としても利用されている。


　宗介とクルツは野や戦せん服ふくにジャングルブーツとブッシュ・ハット、軽めの各種装そう備びにナイフ類、といったいでたちだった。敵がいるわけでもないので、武器もリボルバー拳けん銃じゆうだけだ。


「あー……。まあ、ピクニックみたいなもんさ」


　問題の地図を片手に、クルツが答えた。


　たしかに二人にとってはピクニックのようなものだったが──密林での偵察行動に長たけた彼らでなければ、たちまち迷まい子ごになった末、どこぞで野の垂たれ死じんでしまうだろう。道は皆かい無むで、視界は最悪。そこは太たい古こからほとんど人が手を付けたことのない、地球上に残された最後の秘ひ境きようのようでさえあった。
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「それに、な？　もしかしたら、万一って場合もあるだろ」


「万一にもありえん。時間の浪ろう費ひだ」


「いいじゃねえか。どうせきょうも暇ひまなんだし。おまえは月曜までに帰れればいいんだろ？」


「たしかにその通りだが……」


　宗介はどうにも気が進まなかった。きょうはひさしぶりに基地の近くの岬みさきに出かけて、海うみ釣づりをしようと考えていたのだ。整備中のＭ９に新たなトラブル──今度は電でん子し兵へい装そうだった──が発見されて、きょうも演習は中止になっていた。


　宗介の様よう子すを見て、クルツは熱心な説せつ得とくをはじめた。


「なあ。もし……もしだよ？　なにかの間ま違ちがいで金かね目めのモンがあったとしたら、きっといい気分になると思うんだよ、俺は」


「そうなのか？」


「金額は関係ないぞ。別に一生遊んで暮くらせるほどのカネじゃなくていい。古道具屋に売ったら、ちょっと豪ごう勢せいな晩ばん飯めしが食えるくらいの──そういうモノだ。わかるか？　財ざい宝ほうなんか無かったとしても、それはたいして重要じゃないのさ。つまり、問題は結果じゃない、過程だ。おまえが好きな釣りと一いつ緒しよだよ」


「釣り、か」


「そうさ。それにな、あの爺じいさんの言ってたことにも一理あると思うんだ。ロマン。これだよ。俺らみたいな因いん果がな商売でも、たまには夢を見るべきだ。そう思わねーか？」


「ふむ……」


　宗介には、ロマンという概がい念ねんがいまいちわからなかった。とはいえ、釣りの喩たとえはよくわかった。波なみ間まに釣つり糸いとを垂たれる代わりに、ジャングルを歩く。運がいい時の商品は、魚の代わりに海かい賊ぞくの財宝。つまりはそういうことだった。


「しかし、そんな古い地図があてになるのか」


「ん？　たぶんな。いちおう当たりは付けてあるから──」


「貸かしてくれ」


　宗介は問題の羊よう皮ひ紙しと、〈ミスリル〉が作成した最新の精密な地図とを受け取り、注意深い目で照てらし合わせた。


『キャプテン・アミーゴ』の地図はひどく不正確で、このメリダ島の海岸線と、おおざっぱな山の位置が記しるされている程度だった。海の部分には、潮しおを吹くクジラと楽しげにたわむれる海かい竜りゆうの絵が描いてあり──ますますもってうさん臭くさい。財宝の位置は島の南東で、目印になる渓けい流りゆうや岩が周囲に記してあった。


　地図のあちこちには、古いスペイン語であれこれと注意書きがしてある。スペイン語は簡かん単たんな会話くらいしか使えない宗介には、ほとんどの文面は読めなかった。


　が──


「なんなのだ、この『セニョリータの山』というのは……」


　馬ば鹿かにしてるとしか思えない。だいたい、この地図を描かいた奴やつは本当に一七世紀のスペイン人なのか？　実のところ、頭の悪い日本人なのではないだろうか？


「ああ。その山だったら、Ｄ３の射しや爆ばく場じようだよ。西側にあるだろ、低い山が」


「そういう問題ではない。こんな地図が信用できるのか、と言っているのだ」


「ああ？　……ったく、ちょっとよこせ」


　クルツは二つの地図を取り返すと、指先で突ついて説明をはじめた。


「いいか。この地図はいい加か減げんだが、位置関係はだいたい合ってるんだよ。ここ見ろ。Ｅ８からＥ９にかけて、小川が流れてるだろ。何百年もたってるから場所がずれてるとしても、この辺あたりはほかに川がない。……でもって、ここ、Ｆ８に低めの断だん崖がいがある。アミーゴの地図にもだ。その東側に、この岩が──」


　ひとしきり解かい説せつを終えてから、クルツは地図を折りたたんだ。


「──と、まあそういうわけだ。宝たからをしまった洞どう窟くつに、岩で蓋ふたがしてある。あとは現場に行ってから、直接探さがしてみるまでさ」


　それでも宗介は顔を曇くもらせたまま、


「俺はこの地図の出しゆつ自じそのものを疑っているのだが……」


「あの爺じいさんがでっちあげた、ってのか？　でも、この地図の古さはホンモノだぜ」


　下手へたをすると崩くずれてしまいそうな羊皮紙を、クルツはひらひらさせた。


「む……」


「わかったな？　よし、それじゃあ行こう」


　返事を待ちもせず、クルツは山マチエ刀ツトで茂みを薙なぎ払いながら前進をはじめた。


（そう都つ合ごうよく、地図の通りの地形が見付かるわけないではないか……）


　首をひねってから、宗介は彼の後に続いた。





　特とく殊しゆ部隊の兵士にとって、ランド・ナビゲーションの技術は基本中の基本である。彼らの技能をもってすれば、ただの秘ひ境きようは秘境と呼べない。単なる熱ねつ帯たい雨う林りんである。


　とはいえ、急な斜しや面めんから転落しそうになったり、沼ぬまにはまりそうになったり、でかいハチに襲おそわれたり──そういう目には遭あった。茂しげみから野生化した大きなブタが飛び出してきて、危あやうく大おお怪け我がしそうにもなった。


「ぷぎぃ──っ！」


「どうわっ！」


　二人が飛びのくと、ブタはそのまま走り去ろうとしたが──


　だんっ！


　宗介がその黒ブタ──イノシシに近かったが──をリボルバーで撃うった。ブタは悲ひ鳴めいをあげて、よろめき、息いき絶たえる。


「なにも殺すことねーだろ」


　クルツが言うと、宗介は死んだブタを肩に担かついだ。


「本部の通つう達たつを知らんのか。『地上でブタを発見した場合は、可能な限り駆く除じよ、あるいは捕ほ獲かくすること』と掲けい示じ板ばんにも貼はり出してあるぞ」


「そりゃまた、なんで？」


「生せい態たい系けいの維い持じのためだ。このブタは昔むかし、ヨーロッパ人が持ち込んだ外がい来らい種しゆでな。ブタがエサの幼よう虫ちゆうを求めて木の根を掘ほり起こし、森林を破は壊かいする。さらには死んだ木の空くう洞どうに雨あま水みずが溜たまり、蚊かが大量発生する。蚊はマラリアを媒ばい介かいする。そのマラリアで、この島固有の動物が絶ぜつ滅めつしていく。そういうことらしい」


　宗介がよどみなくうんちくを垂たれる。


「戦争屋がエコロジー気にしてどうするんだよ……？」


「単に演習場の保全が目的だろう」


「しょうもねえ。でもなんか可か哀わい想そうだな。ブタも」


　クルツがブタをつんつんと突つく。


「全滅させるわけではない。できるだけ数を減へらすだけだ」


「ふーん……。昼メシにするか。可哀想だから」


「そうだな」


　二人はさっそくブタを血ち抜ぬきして器き用ようにさばき、火にかけた上で食べてしまった。余あまった肉は持っていく。こういう手て際ぎわの良さや神経の図ず太ぶとさも、彼らのような兵士には必ひつ須すのものだった。


　実際、ブタの味はなかなかのものだった。





　予想に反し、目当ての地形はあっさりと見付かった。


　島の南東。密みつ林りんの中に横たわる低めの断だん崖がい。そばには小川が流れている。そしてその断崖のふもとに、直径七メートルほどの巨きよ岩がんがひとつ鎮ちん座ざしていた。


「あれだ。あの岩の裏側」


　二つの地図を交こう互ごに眺ながめ、クルツが言った。


「そんな簡かん単たんなものなのか……？」


「アミーゴはそう言ってるぜ。あの岩をどければ、洞どう窟くつがある。その奥に宝たから箱ばこが──」


　問題の巨岩を見て、クルツは口ごもった。


「あんなデカい岩、どうやって動かすんだよ……？」


「俺もそう思うぞ」


　もし地図の通りだとすると、この崖には真横に向かって洞窟がくり貫ぬかれているはずだった。それを巨岩が塞ふさいでいるのだ。


「なるほどな。謎なぞかけじゃなくて、単純な力ちから技わざってとこか。この隠かくし場所は」


「おそらく崖がけの上から、この岩を落として洞窟を塞いだのだろうな」


　ちょっとした民家ほどもある大きさの巨岩。二人はその周まわりをうろうろと歩きまわってみた。やはり、奥に入ることができるほどの隙すき間まは一いつ切さいない。


「うーん……。爆ばく破は、かな。これはやっぱり」


「それはやめておいた方がいい」


　巨岩が寄りかかった崖の表面を撫なでながら、宗介が言った。


「なんでだよ？」


「この岩はともかく、崖の地質が問題だ。見たところ、意外に脆もろい構造になっている。岩を取り除のぞくのに必要なだけの爆ばく薬やくをしかけることはできるが──爆破の衝しよう撃げきで洞窟が崩くずれるかもしれん」


「むう、そうか……」


　こと爆発物の取り扱あつかいと破は壊かい工作については、宗介の方が詳くわしい。クルツは相あい棒ぼうの意見をあっさり受け入れ──だからこそ、困こまった顔をした。


「参まいったな。ブルドーザーでも借かりて来るか？　いや、無理だな。こんな山の中じゃ」


「ヘリでここまで運うん搬ぱんすることは可能だな」


「冗じよう談だんじゃねえ。パイロット連中に借りなんか作りたくねえよ。それにだいいち、笑われる。まず間ま違ちがいない」


「では、諦あきらめるしかないな」


「…………。あー、くそっ！」


　クルツは悪あく態たいをついて、巨岩をブーツで蹴けった。一回だけでは気が済すまない様よう子すで、何度も何度も蹴りをくれる。しかし、当然巨岩はぴくりとも動かなかった。


　無む念ねんそうな彼の様子を見て、宗介は怪け訝げん顔がおをした。


「なぜそこまで悔くやしがるのだ。おまえは『結果ではなく、過程が問題だ』と言っていただろう」


「だー、うるせえ！　それにしたって、こんなオチは許ゆるせねーんだよ！　もっと、こう、あるだろ!?　宝探さがしってのには、劇的ななにかが!?　原げん住じゆう民みんの妨ぼう害がいだとか、謎の美少女との恋だとか、そういうの！」


　この島はもともと無人島だったから、ブタはいても原住民はいない。謎の美少女ならこの島にもいるが、その彼女は基き地ちの中で戦隊指し揮き官かんとしての執しつ務むに忙ぼう殺さつされている。


「そうなのか」


「そうだ！　それが──『ちょっと演習場の向こうまで出かけて、ブタ一頭を殺して食ってきました。宝物？　いやあ、諦めました』……って感じで終わるのは、俺の美学が！　ロマンが許さないんだよっ！」


　両の手のひらを空に向け、指をにぎにぎとさせて身み悶もだえする。


「またロマンか……。よくわからん」


　腕うで組ぐみする宗介。クルツはぜいぜいと肩で息して、しばらくその場に突っ立ったあと、


「くっ……。仕し方かたがねえ。夢を見るのはおしまいだ。やっぱり世の中、こういう風に出で来きてるんだよ。明あし日たからは、またつまんねえ訓くん練れん、不ふ毛もうな作戦の繰くり返しだ。そして俺は借しやつ金きんを返し続けて、きっとバカな事故でくたばって──いや？」


　はたとなにかに思い当たったように、目を見開く。


「どうした」


「あ……俺はバカか？　そーか、そーか。ははははっ！　なに考えてたんだろうな？　こんな単純なやり方に気付かねえとは──いや、こりゃ間ま抜ぬけだ」


「だからどうしたのだ」


「だまれ、バカ二号。いったん基地に帰るぞ」


　告げるやいなや、クルツはきびすを返して早足で歩き出した。





　夕ゆう刻こく。


　泥どろだらけになって帰き還かんした二人は、荷物とブタ肉を兵へい舎しやに放ほうり出し、そのまま基地の第一二格かく納のう庫こへと向かった。途と中ちゆうでマオに出会ったが、キャプテン・アミーゴの財ざい宝ほうのことは話さなかった。


「ブタ狩りに行ってたんだよ、ブタ狩り」


「そうだ。ブタ狩りだ」


「はあ……。そうなの」


　マオは眉まゆをひそめたものの、それ以上は追つい及きゆうしなかった。彼女は演習スケジュールの遅れや、整備トラブルのことで頭がいっぱいのようだった。


　コンクリートがむき出しの通路をしばらく歩いて、がらんとした格納庫へと入る。


　そこには左右の壁かべ沿ぞいに三機ずつ、灰色のアーム・スレイブが保管されていた。


　全高八メートルの巨人。大小様さま々ざまな火か器きを操あやつり、きわめて高い運動性を持つ、現代最強の陸戦兵器だ。それが両膝ひざを床ゆかについて、うなだれるような姿し勢せいで静止している。


　並んでいるのはＭ６〈ブッシュネル〉という機体だった。


　宗介たちが普ふ段だんの任務で使っている、Ｍ９〈ガーンズバック〉より一世代ほど古い機種だ。性能的にはＭ９より劣おとるが、いまでも西側の各国陸軍では主力Ａアーム・Ｓスレイブとして第一線で使用されている。バリエーションも非常に多い。


　厚手のダウンベストを着込んだような、ややずんぐりとしたシルエット。がっしりと太い大だい腿たい部ぶと上じよう腕わん部ぶ。曲面構成の装そう甲こうには、細こまかい傷があちこちに走っている。


「ふっふ。こいつのパワーならイチコロだぜ」


　クルツは腕組みして、いちばんそばの一機を見上げた。


「本当に使うのか？　無断使用になるぞ。中古とはいえ、元は一〇〇〇万ドル（一二億円）もする高価な機材だ」


　宗介が渋しぶい顔で言った。


「構かまわねーって。どうせ型遅れで埃ほこりかぶってるんだ。あとでなんか言われたら、『第二世代型ＡＳの走そう破は特性を再検けん討とうしていた』とか、適当に答えりゃいいのさ」


「しかし──」


「ちょっと借かりるだけだ。洗って返せば文もん句くはねえだろ」


「ふむ……」


「おまえだって、お宝たからの正しよう体たいには興きよう味みがあるだろ？」


　すでにクルツは、あの巨きよ岩がんの奥になにかが眠っていると半なかば信じている様よう子すだった。





　徒と歩ほで三時間の行こう程ていも、Ａアーム・Ｓスレイブならば三〇分とかからなかった。


　重く、力強い足音と、ガスタービン・エンジンの咆ほう哮こうが密みつ林りんに響ひびく。Ｍ６〈ブッシュネル〉は低木をかきわけ、山さん稜りようや谷間を軽々と駆かけ抜け、元の崖がけ下したに到とう着ちやくした。Ｍ９ほどではないが、Ｍ６にも人間以上の運動性がある。


　すでに日は沈しずんでいた。


　偉えらそうにふんぞり返ったクルツを左腕に抱かかえ、Ｍ６は問題の巨岩の前で立ち止まる。肩と頭部の強力なライトに照てらされて、巨岩が不ふ敵てきな面つら構がまえを見せていた。まるで『ふん、ブリキ細ざい工くめ。動かせるもんなら動かしてみろ』とでも言っているようだ。


　Ｍ６の腕からひらりと飛び降おりて、クルツが告げた。


「よーし。やってくれたまえ、サガラくん」


『下がっていろ』


　機体を操そう縦じゆうする宗介が、外部スピーカー越ごしに言った。


　Ｍ６は巨岩の右側に回り込み、右半身をぴたりとくっつけ踏ふん張ばりをきかせる。


　巨岩はＭ６よりやや背が低い程度だった。ただし、重さは五、六〇トンのはずだ。対するＭ６は自重一一トン。人間の尺しやく度どで考えれば、ブレーキのかかった大型バイクを強ごう引いんに動かすようなものである。


『いくぞ』


　Ｍ６がエンジンの出しゆつ力りよくを上げた。きーん、とタービンの回転音が高まり、背中の排はい気き口こうがごおっ、とうなる。発電機から生まれた莫ばく大だいな電力が、全身の筋きん肉にく──特とく殊しゆな形状記憶プラスティック──に注そそぎ込まれる。


　たちまち巨岩が震ふるえ、その表面から小石や苔こけがぱらぱらと落ちた。


「よし行け！　やれ！　かませ！」


　Ｍ６の足あし下もとが、ぐっと地面に沈み込んだ。一度踏ん張り直してから、さらに巨岩を押していく。関かん節せつがこわばり、装甲と骨格がみしみしと鳴った。巨岩は半ば地面にはまっていて、とうてい動きそうには見えなかったが──


「お……」


　やはりＡＳのパワーはすさまじかった。


　巨岩はぐらりと傾かたむいて、数十センチほど地面をすべり──がまん比くらべに降こう参さんしたように、轟ごう音おんをたててＭ６の反対側へと倒れていった。土ど砂しやが空中に跳はね上がり、埃ほこりと煙けむりがあたり一帯にたちこめる。


「やった……！」


『見ろ、クルツ』


　次し第だいに晴れていく土煙。Ｍ６のライトに照らされて、大きなほら穴がその姿すがたを現あらわした。


「おお……マジであったぜ」


　その洞どう窟くつの高さは五メートル少々。天てん井じようから、ぱらぱらと小石が降ふり──ときたま、人の拳こぶしほどはありそうな石も落ちてくる。岩を取り除のぞいたせいで、崖がけの地じ盤ばんが弛ゆるんでいるのかもしれない。


『崩くずれてきそうだな。危険だぞ』


「ここまでやったんだ。入らずに帰れるかっての」


『とりあえず、ＡＳで支ささえておくか』


「そうだな。そうしてくれ」


　宗介の操あやつるＭ６は、洞窟の入り口に中ちゆう腰ごしで入っていくと、その天井を背中全体で支えるようにして立った。つっかえ棒ぼうのようなものだ。関節をロックしてからコックピットハッチを開き、宗介が機体から降りてくる。


　真っ暗な洞窟は、ゆるやかな下くだり坂になっていた。二人はマグライトを手にして、奥へと進んでいく。


　洞窟は意外に短かった。五〇メートルほどで、あっさりと行き止まりになっている。大きな水溜たまりがあり、その向こう側、一段高くなった岩の上に──


　錆さびついた宝たから箱ばこが、堂々と鎮ちん座ざしていた。


「おお。わかりやすいぜ」


「ここまで安あん易いでいいのか……？　まるでありがたみがないぞ」


　宗介が額ひたいに汗あせを浮かべた。


「きっと親しん切せつな海かい賊ぞくだったんだよ」


「…………。海賊など噓うそで、酒パ場ブのマスターが自分で用意したのではないか？　彼が俺たちを担かつごうと考えて──」


「こんな手の込んだ冗じよう談だんがあるかって」


　いちおう罠わなには注意しつつ、二人はざぶざぶと水溜まりを越こえて、宝箱の前に立った。錠じよう前まえを銃じゆうで壊こわして、蓋ふたに手をかける。


「さて、なにが出てくるかな……」


「腐くさった書しよ物もつや胡こ椒しようの瓶びん、そんなところだろう」


「惚ほれた女宛あてに山ほど送った、恥はずかしいラブレターとか、な」


「とにかく、どうせろくなものではない」


「ふふん。じゃあ、開けるぞ」


　クルツが宝箱を開けた。


　マグライトの光の中、財宝の正しよう体たいがあらわになる。それを見て、二人は絶ぜつ句くした。


「…………」


　それはある意味、二人がもっとも予期せぬ物ぶつ品ぴんだった。まずありえない。そう考えていたものだった。宝箱の中身が、あまりにも想像とかけ離れていたものだから、宗介もクルツもしばらくの間、それが何なのか理解できないでいた。


「…………な」


　財宝の正体──それは、財ヽ宝ヽだった。


　きらきらと光る無数の金きん貨か。宝ほう石せき細ざい工く。ダイアモンドがはめこまれた、きらびやかな短剣。美しい紋もん様ようの施ほどこされた銀食器。それらがまとめてごっそりと……。


　クルツは震ふるえる手で金貨をつかんでみた。本物だ。まちがいない。


「おい……。一〇〇万や二〇〇万ドルじゃ済すまねえぞ、こりゃ……」


　呆ほうけたように、クルツは言った。その声に興こう奮ふんはない。なにが起きているのか、自分でも把は握あくできなかったのだ。


「キャプテン・アミーゴ。……いったい何者なんだ？」


「わからん。この世界は謎なぞだらけだ」


　青ざめた顔で宗介が言った。





　まず、宝箱を運び出すことにした。


　洞どう窟くつの天てん井じようはもろく、いまにも崩くずれてきそうだった。二人がかりでよたよたと、宝箱を抱かかえて洞窟の出口へ。一歩、一歩を踏ふみ出すごとに、だんだんと実感が湧わいてくる。飛び上がって喜ぶような──そういう感じではなかった。


　まず困こん惑わく。次にすこしずつ、希望や展望、そういったものが芽めを吹いてくる。


「どうするよ、おい。俺たち、大金持ちだぜ……？」


「そのようだな……。おそらく、ゆうに一〇〇〇万ドル（一二億円）はあるだろう」


「山分けだ。ひとり五〇〇万ドル（六億円）。いやいや、あの爺じいさんにも分け前をやらんと……！」


　クルツが興奮する横で、宗介は思し案あん顔がおをした。


「使い道が思い付かん」


「なに言ってんだよ。豪ごう華かなヨット、高級別荘。毎日遊んでも釣つりが出るぞ？　すげえ。こんな商売ともおさらばだ」


「ヨットにも別荘にも興きよう味みはないが、釣ヽりヽができるのはなによりだ」


　そう言ったあとに、宗介はなんとなく、ヨットの上でむっつりと釣りをしている自分の姿すがたを思い浮かべた。穏おだやかな海。青い空。なぜかそのヨットには千ち鳥どりかなめも乗っていて、彼が釣った魚を料理しているのだった。


「悪くない」


「そうさ、悪くない。最高だよ！」


　いよいよクルツは声を弾はずませた。


「これまで俺、散さん々ざんな目にばかり遭あってきたけどよ。全部、この時のための帳ちよう尻じり合わせだったんだ。神様なんていないと思ってたけど──まちがいだったな。いるよ、絶対」


「あるいは、そうかもしれん」


　宗介は本心から同意した。


　そのとき。


　洞窟の中ほどまで来た彼らのすぐ右手、わずか二メートルばかりのところに、『ばかんっ！』と岩が落ちてきた。人の頭ほどもある岩だ。


　続いて背はい後ごでも。目の前にも。ほかに細こまかい石などが、次々に天井から降ふり注そそいでくる。


「崩れる」


「ヤバい……！」


　重たい宝箱によろめきながら、二人は早足で出口を目め指ざす。そうしている間にも、洞窟の全面的な崩ほう落らくがはじまっていた。なにか地じ鳴なりのような音がして、背後で大量の土ど砂しやが落ちてきた。


　全速で駆かければ、まず助かる。しかし、こんな荷物を抱かかえたままでは──


「捨すてよう。危険だ……！」


「なに言ってんだ、おまえ正しよう気きか!?」


「命とカネと、どちらが大事だ!?」


「どっちも大事だ！　急げっ！」


　宗介は宝箱を放ほうり出して、自分一人で逃げようか……とも思った。しかし相あい棒ぼうの必死の形ぎよう相そうを見て、思いとどまった。こいつは宝箱と心しん中じゆうしかねない。ひどく危険だが、なんとか二人で道を急げば……。


　ばらばらと石が降ってくる。足が重い。宝箱を持つ指が、千ち切ぎれそうだった。


「あとすこしだ！」


　超人的とさえ言える瞬しゆん発ぱつ力りよく。ぴたりとそろった足並なみで、二人はばたばたと斜しや面めんを駆け上がり、Ｍ６の足の間を潜くぐり抜け、まろぶようにして洞窟を脱だつ出しゆつした。


「っ……！」


　直後、彼らの後ろで轟ごう音おんが響ひびいた。土砂と岩と石が一いつ斉せいに、二人のいた洞窟を押しつぶす。間かん一いつ髪ぱつだった。


　宗介とクルツは充じゆう分ぶんに崖がけから離れて、ようやく人ひと心ごこ地ちついた。


「ああ……きわどかった。死ぬかと思ったぜ」


「危あやうくおまえと心中するところだったぞ……！」


　汗あせだくになって宗介は言った。


　地面に置いた宝箱の上に、クルツが笑って腰を下おろす。


「まあ、そう怒おこるな。こうしてお宝も無ぶ事じだったんだしな。結果がすべてだ！」


「今朝けさ言ってたことと正反対だな……」


「気にしない。なにしろ俺たちは大金持ちだ。最低でも一〇〇〇万ドルだぜ？　考えてみろよ、おい！」


「一〇〇〇万ドル……か」


　その額のすさまじさに、宗介は改あらためて戦せん慄りつを覚おぼえた。自分の人生の歯車が、なにか違う方向へと回りはじめたような、そんな予感。まったく違う生活。そういうものがすぐそばに待っているような気がした。


「まず、こっそり現金に換かえる方法を考えないとな。とにかく基き地ちに帰ろうぜ」


「うむ。…………？」


　そのとき、二人は気付いた。


　完全に崩ほう落らくした洞窟の入り口で、Ｍ６〈ブッシュネル〉が数百トンの土砂と岩に押しつぶされていた。ねじ曲がった腕うでと脚あしが、変な角度で突き出ている。わずかに露ろ出しゆつした胴体の奥から、白い煙けむりがぶすぶすと立ち昇のぼり──


「あ……」


　爆発、炎えん上じよう。


　土砂をまきちらして、Ｍ６は木こっ端ぱ微み塵じんになる。夜の密みつ林りんを、赤い炎ほのおが鮮あざやかに照てらし出した。


　あっけにとられて棒ぼう立だちする二人。しばらくたって、クルツがつぶやいた。


「Ｍ６ってよ……。いくらだっけ？」


「……おおよそ一〇〇〇万ドルだ」





[image: ]





　　　　●





▼収入




　キャプテン・アミーゴの財ざい宝ほう／一〇三一万五五〇〇ドル（〈ミスリル〉の鑑かん定てい額）




　　　　ブタ一頭／換金不能




▼支出




　　Ｍ６Ａ２〈ブッシュネル〉／一〇三一万五五〇〇ドル（〈ミスリル〉の請せい求きゆう額）







　　　　●





「……こんな馬ば鹿かげた話って、あるか？」


　基地の酒さか場ば。その隅すみっこのカウンターに突つっ伏ぷして、クルツが言った。手には安物のスコッチ。


「全部没ぼつ収しゆう。海かい賊ぞくの財宝も、けっきょくは中古のＡＳ一機分しか値打ちがない、ってことだよ。夢もロマンもへったくれもない。最悪だ……」


「評価額は司令本部のさじ加か減げんひとつだ。大目に見てもらった、と考えるべきだろうな」


　グレープジュースを片手に、宗介が言った。


「そりゃあな。自分とこの裏庭に、あんな財宝が眠ってたって知ったら……喜ぶよりは恥はずかしがるよな。俺たち、みんなそろって大おお間ま抜ぬけだ」


「そもそも、本ほん来らいなら営えい倉そう入りだ。そこを大たい佐さ殿どのが弁べん護ごしてくれたそうだ」


「ふーん……。いい娘コだよなぁ。もう少しＭ６を値引きして、差額を俺らにくれたら、もっといい娘だと思ったのに」


「それは贅ぜい沢たくというものだ」


　それ以上は会話も弾はずまず、どんよりと暗いムードのままだった。そこに酒さか場ばのマスターが、足を引きずり近付いてくる。


「聞いたぞ、若いの。なかなか楽しい経けい験けんをしたそうだな」


　赤ら顔をにんまりとさせ、老人はだみ声で言った。


「なにが楽しいもんかよ？　散さん々ざんだったぜ」


「ばかもん。五体満足で帰ってきただけ、ありがたいと思わんか」


　そう言って、老人は自分のショットグラスにバーボンを注つぐ。『けっ』とそっぽを向くクルツの横で、宗介が挙きよ手しゆした。


「しかし、マスター。あんたはあの地図が本物だと知っていたのか？」


「いいや、知らんかった。だから探さがしもせんかったのだ」


「…………」


「あの地図は昔むかし、戦友からポーカーでまきあげたもんでな。なんでも、一九世紀ごろにだれかが別の地図を写うつしたものだったらしいわ。『キャプテン・アミーゴ』なんて名前も、でっちあげよ」


「だが、財宝は本当にあった」


「それにはわしも驚おどろいとる。不ふ思し議ぎなもんだ。とても不思議だ」


　心から楽しそうに、老人はバーボンをくいっと飲み干ほした。


「いいか、おまえさんたち。世の中ってのは、つまるところ不ふ条じよう理り・不思議だらけなのよ。その一いつ端たんを、激げき烈れつに体験したわけだぞ？　喜びこそすれ、嘆なげいたり憤いきどおるいわれはない。そう思えば気楽なもんだろうが。ええ？」


「ものは言いようだな、おい」


　不ふ機き嫌げんな声でクルツが言った。


　マスターはそれには答えもせず、二人の前に二枚の金貨を放ほうった。ちりん、と小こ気き味みのいい音をたてて、金貨はカウンターの上で小こ刻きざみに回転する。それは二人があの洞窟で見つけた、財宝の一部だった。


　宗介とクルツはきょとん、とする。


「これは……？」


「おまえさんたちの上官──ほれ、あのロシア人よ。あれに頼たのんで、三枚ほど譲ゆずってもらったんじゃ。一枚はわしの分。残りの二枚はおまえさんたちのだ」


　老人は自分の一枚を、彼らの前でひらひらさせた。


「持っとけ。これはな、ロマンのかけらじゃよ。ポケットに入れておけば、見えない力をおまえさんたちに授さずける。生きて、笑ったあかしよ。いつか道に迷まよい、途と方ほうにくれたとき、その金貨がしるべとなるのだ」


「はあ……」


「わかるか？　いいや、わかるまい。が──持っておけ」


　二人の若い兵士は、それぞれの金貨を手に取って眺ながめた。なにか、はじめて出会った変な食べ物でも見るように。


「もらっておこう。感かん謝しやする」


　宗介は生き真ま面じ目めにうなずいた。


「まあ……バカな暇ひまつぶしの記念品、ってとこだな」


　クルツは苦笑した。それは本当にほろ苦にがく──それでいて曇くもりのない笑顔だった。


　老人は満足そうに破は顔がんすると、自分のグラスにもう一度バーボンを注つぎ、二人の前に掲かかげた。


「では乾かん杯ぱいじゃ。変な海かい賊ぞくと黄おう金ごんの記き憶おくに」


「乾杯」


「乾杯」


　三人はグラスを合わせてから、ひとしきり酒席を楽しんだ。







〈キャプテン・アミーゴと黄金の日々　おわり〉












　　あとがき







　この本は月刊ドラゴンマガジン98年12月号から99年４月号まで掲けい載さいされた「フルメタル・パニック！」の連れん載さい短たん編ぺんに加か筆ひつ修しゆう正せいし、書き下ろし一本を加えたものです。


　例によってのお気楽コメディ、とくとお楽しみください。


　……んでもって、この本のタイトル。すでにお気づきかと思いますが、「本気になれない二死満塁？」ということでして、短編集の冊数に対たい応おうしております。３巻やら４巻はまだいいですが、このまま行くと６巻や９巻あたりのタイトルで苦しみそうな予感。ちなみに「？」が付くのは、本屋さんで棚たなに差してある場合、この記号があればフルメタを見付けやすかろー、などという作者の浅あさ知ぢ恵えだったりします。


　では各話のコメントを。





『妥だ協きよう無用のホステージ』


　せっかくの「ヤンキー軍団vs主人公」ネタも、こいつにかかるとこのザマです。まあ、仕し方かたないか……普ふ段だんの相手は重じゆう武ぶ装そうのテロリストだし。


　皆みなさんのお友達やガールフレンドが悪い連れん中ちゆうにさらわれたら、宗そう介すけのマネはしないで警けい察さつへ行きましょう。たいていのお巡まわりさんはいい人です。ただし、罪つみも無ない私を駐ちゆう車しや違い反はんで取り締しまった、●●署しよの●●●●という巡じゆん査さだけは別ですが。あの野郎、俺が有ゆう色しよく人じん種しゆだからって差別してるんだ。弁べん護ご士しを呼べー。


　冗じよう談だんです。逮たい捕ほしないでくだざい。





『空回りのランチタイム』


　私も古文は大の苦手でした。あの「一を聞いて十を知れ」というノリに、どうしても付いていけなくて。同じ理由で受じゆ験けん向けの現代文も大嫌いでした。あと、作文の点も悪かったです。「将しよう来らいの夢」みたいな題だい材ざいで、「生命工学を極きわめて小型の愛あい玩がん用ようパンダを量りよう産さんし、大おお儲もうけしたいです。絶ぜつ対たい売れるから」とか書いたら、教きよう師しからは相手にもされませんでした。いい案だと思うんだけどなぁ……。


　つまり、国語は総そうじてダメだったのですね。ふっ。





『罰ばち当たりなリーサル・ウェポン』


　この話を書くにあたり、近所の神社に出かけて簡かん単たんな取しゆ材ざいをしました。


　で、平日の昼間に、徹てつ夜や明けで無ぶ精しようヒゲ生はやした、ラフな格かつ好こうのデカい男が、境けい内だいをウロウロするわけです。神社の構こう造ぞうや、周しゆ囲いの植生、社しや務む所しよの位置なんかを確かく認にんする私の姿すがたは、どこからどう見でも「賀が東とう招しよう二じ容よう疑ぎ者しや（二〇代・無む職しよく）」でした。


　神かん主ぬしさんが「なにか御ご用ようですか？」とか言ってきたので、私はこれ幸いと、彼にあれこれたずねました。「あのー、本ほん堂どうの御ご神しん体たいって、なにが入ってるんですか？」とか、「それって高価なものですか？」とか、「防ぼう犯はん設せつ備びは？」とか。


　神主さんは教えてくれませんでした。代わりに、私の住所と名前を聞いてきました。





『やりすぎのウォークライ』


　実はラグビーのこと、あんまり知りません。マジメにラグビーやってる方、ごめんなさい。でも、やっぱり、むさっ苦しいと思います。


　あと、広●涼子ファンの方もごめんなさい。でも、やっぱり（以下略）


　いや、冗談です。本当はマジメないい子だと思います。だから刺ささないでください。





『一いち途ずなステイク・アウト』


　ラブコメ全ぜん開かいフルスロットルの話ですね。ふもっふ。


　活字のせいか、しばしば間違って発音されるのですが、ボン太くんのボは「ＢＯ」であって、「ＰＯ」ではありません。ましてや「ＧＯ」などでは決してありません。どうかご注意を……！





『キャプテン・アミーゴと黄金の日々』


　今回の書き下ろしは長編キャラの短編コメディです。クルツ・ウェーバーなる男や〈ミスリル〉については、長編の方をご覧らんください。たまには、こういう男二人のダラダラした話もよろしいのではないかと（え、だめ……？）。ＢＧＭにはブルースを推すい奨しよう。全編を貫つらぬく倦けん怠たい感かんが、イイ感じだと自分で勝かつ手てに思ってます。次はテッサの話……かな？





　さて。今回も多た数すうの方々の助じよ言げんとご協力をいただきました。またまた感かん謝しやいたします。とりわけ多忙な四し季き童どう子じ氏に大感謝を。


　次巻は長編第三弾になるわけですが、ちよっと間が開き、秋頃ごろ刊かん行こうの予定です。それまではドラマガの連れん載さいの方でお会いいたしましょう。





　では、また。次回もかなめのハリセンがうなります。







一九九九年四月　　賀 東　招 二　　















　初出　月刊ドラゴンマガジン１９９８年12月号～１９９９年４月号


　　　「キャプテン・アミーゴと黄金の日々」書き下ろし





フルメタル・パニック！


本ほん気きになれない二に死し満まん塁るい？





賀が東とう招しょう二じ
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